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笑顔で思い出深い母校に別れ

明和中学校卒業式の終了後、玄関前で卒業生

は恩師や保護者、在校生らの温かい拍手で見

送られ、笑顔で思い出深い母校を巣立ちまし

た。

今月の主な紙面

•平成13年度一般会計ほか5会計予算…②～⑤

•町奨学資金貸与に関する条例制定……⑦

・地域の役員紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑧～⑨

• 4 月から奨学金を貸与…………………⑩



総額

議会費 1.6%

農林水産業費 3.6%

消防費 3.9% ~ 
.... 

衛生費 7.4%

民生費
19.4% 

r`.吋B言し咋ビ Ca 、. 9 ー：賃~釘‘＂ビ・し和9 ＾唸が~← ｀‘＼下―＇ぷ· ^ 一＇~一ヽ-し―~ •- L I士 ー 5 」 Lー記守·土 ー、 9 9 」マ ぇ→念＾ヘ

51億3千万円‘\し：Os入19 :速,•祝ぷ屯ょ：栽-9＾ーEー：：こ＾イダャーし9----―ふ一，ぷ’―- c:--’.ヘ ---―ン9、C^、--/ ( ) 内は前年度対比
〔その他••商工費労働費諸支出金］

予借費

5,046万円 (0.9%)

7,925万円（△1.5%)

。 1 億8,4 10万円（△5.3%)

3億8,133万円 (2.0%)

3億8,523万6千円（△3.3%)

9億9,233万8千円 (16.8%)

11 億4,479万5千円 (65.6%)

平成13年度の一般会計をはじめ特別

会計・事業会計の6会計予算が、 3月定

例町議会で議決されましだ。一般会計

予算は51 億3,000万円で、前年度に比

べ17.9％の増となり 8月和町始まって以

来の大型予算になりましだ。まだ、特別

・事業会計予算は、前年度に比べ2.9%

減の34億3,071 万4干円と定めました。

会計別予算規模（率は前年比）

財産と町債の現況
（一般会計ベース）

財 産（平成13年3月 15 日現在）
基金 27億2,685万4千円

現金 10億5,948万9千円

土地 18万 1,096m2

建物 3万5,490m2

町債
平成 12年度末町債残高見込額

20億ワ，933万4千円

平成 13年度末町債残高見込額

20億6,6ワ 1 万9千円

平成13年度中 町債見込額

3億40万円

平成13年度中 元金償還見込額

3億1,301万5千円

町債（地万債）とは
町債は、地方公共団体の財政収入の中で

大切な財源であり、当該公共施設の事業効

果が後世の住民に及ぶ場合には、後年度に

も繰り廷べて支払うことが適当であると思

われます。

また、町債を起こす場合には議会におい

て予算審議を受け、さらに無理な負担を将

来に残さないように適正限度を保持させる

ため、知事の許可を必要としています。

なお、町債には国の補てんすべきものも

多く、元利償還金の一部が財政力に応じて

地方交付税として国より算入されています。

平成13年 4 月 10 日因 (2) 



町税の内訳
27億4,937万2千円

町 民 税 16億6,45ワ万 1 千円
（内法人町民税 12億7,440万2千円）

固定資産税 10億749万 1 千円

軽自動車税 1,698万4千円

町たばこ税 6,032万4千円

特別土地保有税 2千円

町民一人当たり
町の人口 11,693人

（平成 13年3月 1 日現在）

納める税金（法人分含む）

総額 235,130円

使われる予算

総額 438,724円

(3) 平成13年 4 月 10 日因

f咸13年阻nn

地方消費税交付金 1.9%

県支出金 2.6%

国庫支出金 3.5%

源 70.1% 

I 
I 

他 3.6%
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全対策特別交付金、分担金及び負担金、使
用料及び手数料、財産収入、寄附金

2億8,018万5千円 (39.9%)

1 億3,527万4干円 (3.8%)

1 億7,786万3千円 (70.3%)

1 億8,000万円 (20.0%)

2億4,556万 1 千円（△68.7%)

3億40万円 (760.7%)

3億2,574万5千円（28.8%)



• ●印は新規
惑

l 単位：千円

7,925万円

・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等） 79,250 

総務
11 億5,330万 9干円

・一般管理費（●情報化施策等推進

事業●職員提案制度優良職員等表

彰事業、行政改革の推進等） 275,365

•財政管理費 5,249 

•財産管理費 (O情報化施策等推進

事業等） 20,870 

・自治振興費（●住民センター建設

事業等補助金、行政区総合活性化事

業奨励金、結婚相談事業等） 67,451

・基金費（●財政調整基金元金積立

金等） 561,676 

•選挙費（●町長選挙費●参議院議

員選挙費等） 11,617 

．賦課徴収費（●固定資産税課税客

体調査等業務委託事業等） 31,627

・広報費（広報紙「広報めいわ」の発

行、オフトーク通信関連事業等）

43,886 

・企画費（●情報技術講習推進事業、

町政地区別懇談会、明和まつり補助

金、国内・国際交流事業等） 12,138 

・戸籍住民基本台帳費（●住民基本

台帳ネットワークシステム導入、住

民情報等電算処理業務等） 33,752

・交通対策費（●広域公共バス運行

経費等負担金、●乳幼児用補助装

置購入費補助金、交通安全施設の

整備充実等） 22,783 

・防犯対策費 3,132 

・統計調査費（●事業所ヘ・企業統計

調査の実施等） 1,420 

rー一□民一一生 費
9億9,233万 8千円

•国民年金費 226,876 

・老人福祉費（●特別養護老人ホー

ム建築事業補助金、●ひとり暮ら

し老人等住宅環境整備委託事業、

●公共施設送迎用マイクロバス

(1 5人乗り）購入、社会福祉大会、

敬老慰問・歳末慰問等） 322,268 

・障害者福祉費（●心身障害児（者）

生活サポート等委託事業、福祉作

業所運営委託事業、身体障害者措

置事業、在宅重度障害者等見舞い

等） 37,462
•福祉医療費 56,517 

・老人福祉センター費 13,848 

・児童福祉費（●児童手当支給対象

者の拡大、出産祝金事業、学童保

育所・保育園運営費等） 209,217 

衛
3億8,133万円

・邑楽館林医療事務組合負担金26,265

・邑楽館林医療事務組合出資金14,551

・予防費（●個別健康教育の拡充、

各種健診予防事業等） 45,585 

・環境衛生費（合併処理浄化槽設置費

補助事業等） 77,816 

・保健センター費 5,528 

・公害対策費（●環境騒音測定調査

委託事業、ダイオキシン類大気含

有量調査委託事業、地盤沈下防止

対策事業等） 2,401 

・じん芥処理費（●木製品粗大ごみ

運搬処理委託事業、生ごみ処理機

購入費助成金、資源再利用再生加

工委託事業等） 126,087 

・し尿処理費（館林衛生施設組合負

担金） 34,819 

労

生

働

費

費
1,148万円

・労働諸費（●労使教育委員会補助金、

勤労者生活資金預託金等） 11,480 

農林水産業費
1 億8,4 10万円

・農業委員会費 7,810 

・農業振興費（●「群馬の果樹」産

地基盤強化事業、●花の苗供給事

業、水田農業経営確立対策事業、

花いっぱい運動推進事業、農業近

代化資金利子補給等） 21,020 

・農地費（●集落排水事業、ふるさ

と総合整備事業、邑楽用水路改修

関連事業等） 117,980 

費
2,757万円

・商工振興費（町商工会助成金、商

業設備近代化資金預託金、労働環

境整備資金預託金等） 17,680 

土 木 費
5億5,954万4千円

・道路維持費 125,189 

・道路橋りょう新設改良費 206,743

・住宅管理費（●町営住宅基本調査

等委託事業等） 7,906 

•都市計画費（●都市計画基礎調査

事業等） 121,692 

・公園費（●ふるさとの広場駐車場

用地購入費、桜並木路整備事業、

各公園等維持整備事業等） 58,686

防費
1 億9,963万 8千円

・消防費（常備・非常備消防費負担

金、消防施設費負担金〔防火水槽

新設工事等〕、災害対策費〔防災

設備の充実・避難場所誘導標識設

置事業等〕） 199,638 

育費
1 1 億4,479万 5千円

・教育総務費（●奨学資金貸付事業

等） 63,008

•小学校費（●西小学校体育館改築

事業、●西小学校北校舎屋上防水

改修事業、●東小学校体育館改築

設計業務委託事業、●東・西小学
校教室用扇風機・ファンヒーター

整備事業等） 517,875 

・中学校費（●教室用ファンヒータ

ー整備事業、心の教室相談事業、

英語指導助手の招致事業、中学生

海外派遣事業等） 68,353 

・幼稚園費（幼稚園運営費） 61,543

・社会教育費（各種学級および生涯
学習推進事業、青少年育成対策事

業、公民館事業〔パソコン教室開

設等〕、ふるさと産業文化館事業、

図書館事業） 184,090 

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、体育施設整備事業、海

洋センター事業、学校給食センタ

ー事業） 249,926 

公 債]t―]
3億8,523万6千円

・公債費（償還元金および支払利子

等） 385,236

平成13年 4 月 10 日因 (4) 



特別会計 . 事業会計予算
老 人保

8億3,700万円

（歳入）

支払基金交付金

国庫支出金

繰入金

県支出金

その他

（歳出）

医療諸費

その他

健

5億8,582万4千円

1億6,626万2千円

4,331万円

4,156万円5千円

3万9千円

8億3,521万8千円

178万2千円

国民健康保険
7億4,900万円

（歳入）

国民健康保険税 3億850万3千円

国庫支出金 2億6,115万8千円

療養給付費交付金 8,620万3千円

繰入金 5,683万3千円

その他 3,630万3千円

（歳出）

保険給付費

老人保健拠出金

介護納付金

その他

介 護保
4億700万円

険

4 億8,238万7千円

1億7,369万9千円

4,663万7千円

4,627万7千円

（歳入）

支払基金交付金

繰入金

国庫支出金

保険料

県支出金
その他

（歳出）

保険給付費

その他

1億1,932万9千円

9,706万7千円

9,267万9千円

5,265万7千円

4,520万2千円

6万6千円

3億6,160万円

4,540万円

下水道事］業
9億5,719万8千円

（歳入）

繰越金

町債

国庫支出金

繰入金

その他

（歳出）

下水道費

公債費

その他

3億675万3千円

2億9,200万円

2億6,650万円

9,163万8千円

30万7千円

水道事業
収益的収入 2億5 ,4 52万 7千円

収益的支出 2億4,810万7千円

（収益的収入）

営業収益

営業外収益

（収益的支出）

営業費用

営業外費用

予備費

（資本的収入）

出資金

（資本的支出）

建設改良費

企業債償還金

業務の予定量

給水栓数

3,805栓

年間総給水量

198万5千団
1 日平均給水量

5,438 可

2億5,117万 l千円

335万6千円

2億1,277万2千円

3,433万5千円

100万円

5,000万円

6億4,341万5千円

846万2千円

3億532万 1千円
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着
々
と
工
事
が
進
む
上
水
道
の
配
水
塔

我
が
菌
経
済
は
、
緩
や
か
な
改
善
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
政
府
で
は
自
律
的
回
復
軌
道

に
確
実
に
乗
せ
る
た
め
、
日
本
新
生
の
た

め
の
新
発
展
政
策
を
着
実
か
つ
円
滑
に
推

進
し
、
自
律
的
な
景
気
回
復
の
実
現
に
全

力
を
尽
く
す
と
の
方
針
で
あ
リ
、
こ
の
た

め
機
動
的
、
弾
力
的
な
経
済
運
営
を
行
う

と
し
て
お
リ
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
リ
、
常
に
健
全
財

政
を
堅
持
し
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
基
盤
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
な
が
ら
時
代
に

即
し
た
事
業
お
よ
び
行
政
の
推
進
、
第
四

次
総
合
計
画
の
計
画
的
な
推
進
を
図
リ
、

よ
り
よ
い
町
政
を
執
行
し
て
ま
い
リ
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
成
十
＿
二
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
の
上
、

町
民
生
活
の
資
質
の
向
上
の
た
め
計
画

的
・
合
理
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

推
進
し
つ
つ
、
国
・
漂
の
方
針
お
よ
び
地

方
財
政
計
画
を
指
針
と
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
施
策
と
し
て
は
、
西
小
学
校
体
育

館
の
改
築
事
業
を
は
じ
め
、
I
T

革
命
に

対
応
し
た
情
報
化
施
策
の
推
進
、
職
員
の

意
識
改
革
・
意
欲
増
進
を
図
る
職
員
提
案

制
度
導
入
、
地
方
分
権
の
担
い
手
で
あ
る

地
区
自
治
組
織
活
性
化
事
業
の
推
進
、
全

国
ど
こ
で
も
住
民
票
が
と
れ
る
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
事

業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
築
補
助
事

業
の
導
入
、
心
身
障
害
児
を
一
時
預
か
る

心
身
障
害
児
サ
ポ
ー
ト
委
託
事
業
の
開

始
、
児
菫
手
当
支
給
対
象
者
の
拡
大
を
は

じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
、

広
域
公
共
バ
ス
の
運
行
事
業
、
乳
幼
児
用

補
助
装
置
の
購
入
補
助
事
業
の
導
入
、
木

製
品
粗
大
ご
み
処
理
委
託
事
業
の
開
始
、

群
馬
の
果
樹
産
地
基
盤
強
化
事
業
の
推

進
、
奨
学
資
金
貸
付
事
業
、
東
・
西
小
学

校
教
室
内
扇
風
機
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
整

伺
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
リ
ま
す
。
ま
た
、
巷
市
基
盤
の
整
借
や

生
活
環
境
の
整
備
、
健
康
の
増
進
、
福
祉

の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業
の
振

興
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
組
み
、
一
般
会
計
を
五
一
億
―
―
＿
千
万

円
と
定
め
ま
し
た
。

一
方
、
特
別
会
計
で
は
老
人
保
健
を
八

億
三
、
七
0
0
万
円
、
国
民
健
康
保
険
を

七
億
四
九

0
0
万
円
、
介
護
保
険
を
四

億
七
0
0
万
円
、
下
水
道
事
業
を
九
億
五
、

七
一
九
万
八
千
円
事
業
会
計
の
水
道
事

業
を
四
億
八
、
〇
五
一
万
六
千
円
と
そ
れ

ぞ
れ
定
め
ま
し
た
。

本
年
度
も
心
の
通
っ
た
行
政
実
現
に
、

総
力
を
挙
げ
て
執
行
に
当
た
る
考
え
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
町
長
斎
藤

憲

2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
基
盤
づ
く
り
を

平
成
1
3年
度
予
算
編
成
万
針
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明
和
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
立
川
寅
さ
ん
選
任

森原宏さん

（上江黒）

明
和
町
公
平
委
員
会
委
員
の
柿
沼
一

雄
さ
ん
が
四
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に
森
原

宏
さ
ん

(
7
2
歳
◆
上
江
黒
）
を
同
委
員
に

選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に

森
原
宏
さ
ん
選
任

回

一◇
町
公
共
下
水
道
事
業
明
和
1

号
幹
線

管
渠
築
造
工
事

1
2ー
1
|
3

エ
区
の
エ

事
で
、
沈
設
立
坑
を
築
造
し
、
上
層
部

に
マ
ン
ホ
ー
ル
と
マ
ン
ホ
ー
ル
を
支
え

る
床
板
を
設
置
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
鉄
蓋

を
し
て
完
成
の
予
定
で
し
た
が
、
次
の

工
事
請
負
契
約
の
変
更 立川賓さん

（梅原）

町
議
会
定
例
会

第
一
回
町
議
会
定
例
会
は
、
三
月
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
会
期
十
三
日
間
で
開
か
れ
、
町
奨
学
基
金
条
例
の
制
定
を

は
じ
め
、
町
奨
学
資
金
貸
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
町
職

員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
平
成
十
三
年
度
一
般

会
計
•
特
別
会
計
予
算
な
ど
二
十
九
案
件
（
町
長
提
出
）
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
の
立
川
｛
貫
さ
ん
(
6
6歳・
梅
原
）

が
三
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
同
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
五
一
万
四
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
五
億
七
、
八
九
三
万
五
千
円

に
し
ま
し
た
。

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
り
、
社
会

教
育
学
習
活
動
の
一
っ
と
し
て
、
住
民

を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
基
礎
技

術
の
向
上
を
図
る
講
習
会
を
開
催
す
る

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
回
線
の
設
置
工
事
費

並
び
に
購
入
費
四
五
一
万
四
千
円
の
追

加
補
正
で
す
。

平
成
1
2年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

町
奨
学
資
金
貸
与
に
関
す
る
条
例
制
定

平
成
1
3年
度
般
会
計
ほ
か

5

会
計
予
算
可
決

工
事
に
支
障
が
あ
る
た
め
マ
ン
ホ
ー
ル

を
設
置
し
な
い
で
覆
工
板
を
設
置
し
た

工
事
請
負
契
約
の
変
更
で
、
契
約
金
額

か
ら
五
0
万
四
千
円
減
額
し
、
七
、
九

二
九
万
六
千
円
に
し
ま
し
た
。

◇
1
2
|
1ー
3

工
区
の
工
事
で
、
到
達

立
坑
を
設
置
す
る
工
事
で
矢
板
圧
入
に

よ
る
設
置
工
事
と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

で
は
工
事
が
困
難
な
た
め
、
鋼
制
ケ
ー

シ
ン
グ
を
利
用
し
た
小
型
立
坑
に
変
更

し
た
工
事
請
負
契
約
の
変
更
で
、
契
約

金
額
に
五
0
四
万
円
増
額
し
九
、
四
二

九
万
円
に
し
ま
し
た
。

館
林
市
と
邑
楽
郡
の
六
市
町
で
共
同

館
林
市
外
五
町
介
護
認

定
審
査
会
共
同
設
置
規

約
の
変
更

◇
公
共
下
水
道
事
業
明
和
1

号
幹
線
管

渠
築
造
工
事
1
2
|
1ー
1

工
区
の
請
負

契
約
締
結
事
項
を
変
更
し
ま
し
た
。
県

の
指
導
に
よ
る
変
更
で
、
水
中
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
の
エ
法
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル

を
固
定
す
る
強
度
と
安
定
性
を
図
る
た

め
に
配
筋
を
し
て
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
す
る
工
法
に
変
更
す
る
も
の

と
、
立
坑
の
埋
戻
し
の
土
が
道
路
占
用

許
可
条
件
に
よ
っ
て
、
発
生
土
で
な
く

採
石
の
置
換
土
に
変
更
に
な
る
た
め
契

約
金
額
に
五
三
万
五
、
五

0
0
円
を
増

額
し
、
一
億
一
、
六
0
三
万
五
、
五
〇

0
円
に
し
ま
し
た
。

◇
1
2
|
1ー
2

エ
区
の
請
負
契
約
締
結

事
項
の
変
更
で
、
理
由
は

1
2
|
1
|
l

工
区
と
同
じ
で
す
。
契
約
金
額
に
四
九

万
三
、
五
0
0

円
を
増
額
し
て
一
億
九

六
九
万
三
、
五
0
0
円
に
し
ま
し
た
。
•

町
道
路
線
の
認
定

国
道
1
2
2

号
線
の
青
柳
橋
か
ら
西

ヘ
橋
戸
橋
ま
で
の
一
級
河
川
谷
田
川
右

岸
堤
防
上
に
存
す
る
谷
田
川
管
理
用
通

路
で
、
道
路
利
用
者
の
利
便
の
向
上
を

図
る
た
め
町
道
路
線
に
認
定
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

締
結
事
項
の
変
更

町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

処
理
し
て
い
る
介
護
保
険
認
定
審
査
事

務
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
公
平
で

公
正
な
審
査
を
行
う
た
め
、
介
護
認
定

審
査
会
委
員
の
定
数
四
十
二
人
を
四
十

八
人
に
改
正
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高

齢
者
の
知
識
、
経
験
等
を
公
務
に
生
か

す
と
と
も
に
、
六
十
歳
代
前
半
の
生
活

を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る

こ
と
を
目
的
に
国
が
平
成
十
三
年
度
か

ら
再
任
用
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
こ

れ
を
受
け
て
町
の
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
対
象
者
は
、
勤
続
二
十
五
年
以
上

で
退
職
の
日
か
ら
五
年
以
内
の
者
で

す
。な

お
、
施
行
は
平
成
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
で
す
。

地
方
公
務
員
法
の
定
年
に
よ
る
退
職

の
特
例
と
定
年
退
職
者
の
再
任
用
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の

条
項
等
を
改
正
し
ま
し
た
。

町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

再
任
用
の
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す

る
改
正
で
、
勤
務
時
間
の
範
囲
の
定
め

や
週
休
日
の
規
定
等
を
改
正
し
ま
し

こ
。t
 町

職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定

平成13年 4 月 10 日因 (6) 



再
任
用
職
員
の
内
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
職
員
や
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の

給
料
、
通
勤
手
当
て
等
を
定
め
た
ほ
か
、

条
項
等
を
改
正
し
ま
し
た
。

町
に
は
現
在
、
六
種
類
の
特
殊
勤
務

手
当
が
あ
り
、
行
政
改
革
の
推
進
や
給

与
制
度
の
適
正
化
を
図
る
た
め
こ
の
条

例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
を
受
け

て
設
置
し
た
町
立
東
保
育
園
が
、
保
育

所
の
統
廃
合
に
よ
り
空
き
施
設
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
補
助
事
業
に
関
す
る
財
産

の
処
分
に
つ
い
て
国
へ
承
認
申
請
し
た

結
果
、
学
童
保
育
所
並
び
に
児
童
館
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
を
条
件
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
町
立
東
保
育
園
等

を
削
除
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

町
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
改
正

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
廃
止

町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

部
分
休
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職

員
を
定
め
た
も
の
で
す
が
、
再
任
用
の

短
時
間
勤
務
者
は
除
く
と
し
、
部
分
休

業
の
み
付
与
さ
れ
る
と
改
正
し
ま
し

こ
。t
 町

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
＿
部
改
正

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
、
一
六
万
円
を
減

平
成
1
2年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

進
学
の
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、

高
等
学
校
以
上
の
学
校
へ
進
学
困
難
者

に
対
し
、
奨
学
資
金
を
貸
与
し
て
有
為

の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
制
定
し
ま
し

こ
。t
 町

奨
学
資
金
貸
与
に

関
す
る
条
例
の
制
定

経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
進
学
で

き
な
い
者
に
対
し
、
奨
学
資
金
を
貸
与

す
る
奨
学
金
制
度
を
平
成
十
三
年
度
か

ら
町
独
自
で
設
け
る
に
あ
た
り
、
基
金

を
創
設
し
ま
し
た
。

町
奨
学
基
金
条
例

の
制
定

事
業
系
廃
棄
物
の
う
ち
、
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
の
三
品
目
に
つ
い
て

は
有
料
で
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
四
月

か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
伴

い
収
集
で
き
な
く
な
る
こ
と
と
、
新
た

に
四
月
か
ら
可
燃
性
粗
大
ご
み
（
木
製

品
）
の
収
集
を
有
料
で
開
始
す
る
た
め

に
改
正
し
ま
し
た
。

町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

額
し
、
総
額
を
四
四
億
六
、
七
三
二
万

五
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加
や
福
祉

医
療
費
扶
助
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
等
の
減
額
に
よ
る
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

町
税
一
、
二
七
二
万
四
千
円

（
一
八
億
七
、
六
三0
万
九
千
円
）

利
子
割
交
付
金
一
、
六

0
0
万
円

（
二
、
九0
0
万
円
）

自
動
車
取
得
税
交
付
金
四

0
0

万
円

減
（
四
、
四
0
0

万
円
）

地
方
交
付
税
六
、
三
三
二
万
八
千
円

（
八
億
三
、
八
三0
万
一
千
円
）

分
担
金
及
び
負
担
金
四
―
一
万
三
千

円
減
（
二
、
八
五
一
万
九
千
円
）

使
用
料
及
び
手
数
料
三
三
万
一
千
円

減
（
五
、
六
四
一
万
八
千
円
）

国
庫
支
出
金
六
六
六
万
八
千
円

（
一
億
一
、
七
四
二
万
一
千
円
）

県
支
出
金
五
七
六
万
八
千
円

（
一
億
五
、
八
一
三
万
二
千
円
）

繰
入
金
二
億
二
、
四
一

0
万
八
千
円

減
（
五
億
六
、
一
―
六
万
四
千
円
）

諸
収
入
二
六
五
万
四
千
円

（
二
億
五
、
六
一
三
万
九
千
円
）

町
債
一
、
三
八

0
万
円

（
四
、
八
七0
万
円
）

〔
歳
出
〕

総
務
費
六
、
八
四
八
万
二
千
円

（
七
億
八
、
三0
二
万
円
）

民
生
費
二
、
九
六
五
万
七
千
円
減

（
八
億
八
、
一
四
九
万
六
千
円
）

衛
生
費
一
四

0
万
五
千
円

（
三
億
七
、
六
九
七
万
六
千
円
）

土
木
費
一
億
三
、
九
四
二
万
七
千
円

減
（
七
億
九
、
四
八
九
万
二
千
円
）

消
防
費
四
六
四
万
九
千
円
減

（
一
億
九
、
六
八
一
万
一
千
円
）

教
育
費
七
七
六
万
四
千
円
減

（
六
億
九
、
一
五
三
万
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
0
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
七
億
八
、
八
九
九
万
四
千
円
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
退
職
被
保
険
者

等
療
養
給
付
費
等
の
追
加
に
伴
う
補
正

で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

療
養
給
付
費
交
付
金
九

0
0
万
円

（
一
億
一
、
四0
四
万
一
千
円
）

〔
歳
出
〕

保
険
給
付
費
九

0
0
万
円

（
五
億
二
、
五
八
一
万
二
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
四
、
九
0
六
万
四
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
三
億
二
、
九
六
二
万
二

千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
居
宅
支
援

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の
減
額
に
よ
る
補

正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

保
険
料
三
二
万
六
千
円

（
一
、
七
三
三
万
円
）

国
庫
支
出
金
一
、
六
七
八
万
三
千
円

減
（
六
、
九
六
0
万
四
千
円
）

支
払
基
金
交
付
金
二
、
二
六
三
万
九

千
円
減
（
八
、
八
五
二
万
五
千
円
）

平
成
1
2年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
1
2年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

県
支
出
金
八
五
七
万
五
千
円
減

（
三
、
三
五
三
万
三
千
円
）

繰
入
金
一
三
九
万
三
千
円
減

（
一
億
二
、0
五
八
万
二
千
円
）

〔
歳
出
〕

総
務
費
―
一
三
万
四
千
円

（
三
、
九
八
八
万
円
）

保
険
給
付
費
六
、
八
六

0
万
七
千
円

減
（
二
億
六
、
八
二
六
万
四
千
円
）

基
金
積
立
金
一
、
八
四
0
万
九
千
円

（
一
、
八
四0
万
九
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
億
八
、
九
0
0
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
八
億
七
、
六
五
二
万
一
千

円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
当
会

計
内
で
予
算
の
目
安
が
つ
い
た
た
め
、

予
備
費
等
の
減
額
に
よ
る
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

国
庫
補
助
金
八
二
万
一
千
円

（
三
億
一
、
三
三
二
万
一
千
円
）

繰
入
金
一
億
四
、
五
四
二
万
七
千
円

減
（
二
億
六
、
四
七
二
万
円
）

諸
収
入
二

0
万
六
千
円

（
―
-
五
万
四
千
円
）

町
債
四
、
四
六

0
万
円
減

（
二
億
九
、0
六
0
万
円
）

〔
歳
出
〕

下
水
道
費
四
八
二
万
四
千
円

（
七
億
二
、
五
五
三
万
一
千
円
）

公
債
費
七
八
万
七
千
円
減

（
一
五
一
万
七
千
円
）

予
備
費
一
億
九
、
三

0
三
万
七
千
円

減
（
一
億
四
、
九
四
七
万
三
千
円
）

平
成
1
2年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

(7) 平成13年 4 月 10 日因



地域のリーダー、行政とのパイプ役としてご活躍、ご協力

いただく各行政区の区長さんをはじめ、衛生部長さんが決ま

りましだのでご紹介します。それぞれの分野でご活躍いだだ

きます。よろしくあ願いします。

改選が行われた役員さんを紹介させていただきます。なお

子とも会育成会長、交通指導員等は、改選後 5 月号に掲載の

予定です。（敬称略）

再再新再新再新新再再再新再再新新新新再 I.
再

S

新
し
い
役

員
さ
ん
の
ご
紹
介
で
す

S

3
月
人
、
ー
目

a
平成13年 4 月 10 日因 (8) 



斎藤町長から辞令交付を受ける今成団長

明
和
消
防
団

4
月
2

日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
斎
藤
町
長
（
副
管
理
者
）
か

ら
合
成
団
長
へ
、
ま
だ
合
成
団
長
か
ら
は
山
形
副
団
長
を
は

じ
め
3
0
名
の
新
団
員
、
あ
よ
び
1
4
名
の
昇
格
団
員
に
そ
れ
ぞ

れ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
だ
。
な
あ
、
団
の
構
成
は
、
次
の

と
あ
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
本
部
▽
団
長
今
成
隆

▽
副
団
長
島
田
高
志
、
山
形
和
良

◎
第
1

分
団
▽
分
団
長
峯
崎
宏
之

新
団

▽
副
分
団
長
牛
久
保
正
和

▽
第
1

班
班
長
砂
賀
政
美

▽
団
員
小
暮
宜
男
、
佐
々
木
茂
美
、

小
久
保
英
明
、
牛
久
保
嘉
教
、
江
森
勝
、

打
木
達
哉
、
多
田
博
、
小
林
秀
規
、
江

森
豊
、
砂
賀
亮
一
、
川
辺
登
、
多
田
昇
、

蓮
見
貴
之

▽
第
2

班
班
長
冨
塚
茂
由

▽
団
員
荒
井
克
明
、
奥
澤
延
行
、
野

中
忠
之
、
深
野
一
己
、
奥
澤
一
男
、
奈

良
孝
一
、
横
塚
良
紀
、
、
今
成
邦
夫
、

山
本
和
博
、
高
橋
甲
、
長
谷
川
肇
、
永

井
康
隆
、
吉
田
知
也

◎
第
2

分
団
▽
分
団
長
栗
原
正
幸

▽
副
分
団
長
浅
見
修

▽
第
1

班
班
長
蓮
見
和
正

▽
団
員
小
松
原
豊
久
、
小
松
原
賢
一
、

森
尻
博
、
松
本
久
、
小
池
靖
志
、
帆
足

洋
一
、
原
秀
一
、
岡
安
英
治
、
町
田
稔

森
尻
貴
之
、
寺
内
健
一
、
根
岸
浩
、
竹

沢
奨

▽
第
2

班
班
長
石
村
和
彦

▽
団
員
西
野
彰
一
、
加
藤
浩
士
、
恩

田
浩
行
、
田
中
克
明
、
田
部
井
洋
、
小

員
に
辞
令
交
付

婦
人
消
防
隊

平
征
史
、
吉
永
政
幸
、
弓
削
泰
信
、
柴

崎
博
志
、
猪
股
賢
一
、
吉
永
修
和
、
高

澤
政
己
、
小
林
弘
樹

◎
第
3

分
団
▽
分
団
長
村
田
浩
志

▽
副
分
団
長
薗
田
繁

▽
第
1

班
班
長
大
牧
清
人

▽
団
員
野
本
一
浩
、
大
牧
博
、
落
合

正
幸
、
落
合
民
治
、
関
根
薫
、
吉
本
高
、

川
上
雅
史
、
斎
藤
一
夫
、
久
保
正
明
、

山
本
和
昭
、
石
塚
一
雄
、
田
口
正
人
、

早
川
和
範

▽
第
2

班
班
長
角
田
久
夫

▽
団
員
鯉
沼
利
行
、
鯉
沼
崇
、
泉
田

秋
夫
、
田
口
寿
明
、
斎
藤
寿
樹
、
清
水

稔
、
落
合
隆
通
、
篠
木
正
和
、
古
橋
忠

雄
、
照
内
健
司
、
岩
崎
光
宏
、
石
川
正
、

篠
木
一
訓

◎
本
部

▽
隊
長
阿
部
光
子

▽
副
隊
長
関
根
和
子
、
今
成
美
津
子

▽
書
記
新
井
あ
さ
子

▽
会
計
石
橋
美
智
子

◎
地
区
隊
長

▽
斗
合
田
増
田
貞
子
▽
下
江
黒

柴
崎
美
津
江
▽
上
江
黒
石
橋
美
智

子
▽
千
津
井
松
本
あ
さ
み
▽
江

口
新
井
あ
さ
子
▽
田
島
奈
良
京

子
▽
南
大
島
近
藤
好
江
▽
新
里

三
浦
佳
奈
美
▽
中
谷
堀
敦
子
▽

梅
原
佐
藤
恵
子
▽
川
俣
石
塚
弘

子
▽
須
賀
川
島
京
子
▽
大
輪

松
本
道
子
▽
入
ケ
谷
金
子
房
枝

▽
矢
島
奈
良
原
千
枝
子
▽
大
佐
貰

松
島
敬
子

v
>
ぺ
＞
．
＾
＞
．
o
．

0

ぺ
＞
．0

ぺ
y
^
>
べ
＞
入
＞
パ
y
^
>
バ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
ぺ
沃
＞
．
＾
＞
入
y
^
>
.
^
>
.
^
ど
＾

X

入
ぺ
v
.
o
.
^
>
入
Y
>
入
＞
べ
＞
入
＞
ぺ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
ぺ
入
．

9
9
0

入
。
入
＞
ぺ
．
＾
＞
パ
＞
．
＾

V

5

有
害
図
書
等
自
動
販
売
機

5

〗
排
除
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〗

5

青
少
年
に
悪
い
影
響
を
及
ほ
す
す
。

x

恐
れ
の
あ
る
、
有
害
図
書
・
有
害
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
設
〗

ビ
デ
オ
・
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
置
業
者
に
、
私
た
ち
は
設
置
の
た
雰

芦
ル
カ
ー
ド
な
ど
の
自
動
販
売
機
を
め
の
土
地
を
貸
さ
な
い
、
有
害
図
g

〗
排
除
す
る
た
め
、
町
民
を
上
げ
て
書
等
の
自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な

5

5

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
い
、
そ
し
て
、
有
害
図
書
等
の
自

5

x

有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ
オ
・
ツ
動
販
売
機
の
管
理
者
に
な
ら
な
い
凶

火
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
の
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
火

心
自
動
販
売
機
3

な
い
運
動
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
難
し

5

5
1

土
地
を
貸
さ
な
い
！
い
理
論
か
ら
で
は
な
く
、
地
域
の
〗

疇
2

有
害
な
自
販
機
を
置
か
な
い
！
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
遣
い
か

x

〗

3

有
害
図
書
等
自
販
機
の
管
理
者
ら
実
践
で
き
ま
す
。

2
1世
紀
を
担
窄

5

に
な
ら
な
い
！
う
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の
た
火

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
良
い
環
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

5

芦
境
を
つ
く
る
の
は
大
人
の
責
任
で
た
し
ま
す
。

〖
自
動
販
売
機
等
管
理
者
の
任
務
〖

虹
自
動
販
売
機
等
管
理
者
は
、
業
者
に
代
わ
っ
て
、
条
例
に
定
め
る
事
心

`
‘
項
を
確
実
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

5

①
自
動
販
売
機
等
に
、
有
害
図
書
類
、
有
害
が
ん
具
類
を
収
納
し
な
い
や

虹
②
自
動
販
売
機
等
に
収
納
さ
れ
て
い
る
図
書
類
や
が
ん
具
類
が
有
害
指
紐

火
定
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
有
害
指
定
さ
れ
た
図
書
類
や
が
ん
具

5

5

類
を
自
動
販
売
機
か
ら
除
去
す
る
こ
と

疇
③
立
ち
入
り
調
査
員
の
調
査
、
質
問
に
対
応
す
る
こ
と

x

亨
虐
口
動
販
売
機
に
貼
付
し
て
あ
る
標
札
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
火

5

※
貴
方
が
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
自
動
販
売
機
に
、
有
害
図
書
類
が
収
‘

5

納
さ
れ
て
い
た
場
合
、
貴
方
に
も
責
任
が
あ
り
ま
す
。
管
理
者
と
し
て
。

雰
任
務
を
遵
守
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ゞ
＞
ぺ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞
入
＞
．
＾
ど
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
y
^
＞
．
＾
＞
パ
＞
．
＾
＞
．
＾
ど
＾
＞
．
＾
＞
入
＞
ぺ
y
^
>
ぺ
．
＾
＞
ぺ
x
^
>
ぺ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
べ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞

h
＞
パ
ど
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
パ
＞
入
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
ど
＾
＞
．
＾
＞
入
＞
バ
＞
入
＞
パ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞
入
＞
バ
＞
．
＾
＞
パ
＞
入
ゞ

(9) 平成13年 4 月 10 日因
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土
地
売
買
の
目
安
と
な
る
平
成
1
3
年
1

月
1

日
現
在
の
地
価
公
示
価
格
が
国
土
庁

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
の
形
状
、

道
路
の
条
件
、
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水

道
の
整
備
状
況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標

準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ

そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
を
知
り
た
い
か
た
は
、

標
準
地
の
価
格
、
標
準
地
が
接
す
る
道
路

の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺
の
土
地

利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し
た
地
価
公

示
の
関
係
書
面
が
都
市
建
設
課
で
、
だ
れ

内
線
3
5
5

平
成
1
3
年
の
地
価
公
示
価
格
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
気
の
早

期
発
見
や
早
期
治
療
、
そ
し
て
健
康
増
進

を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
（
半

日
）
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
助
成
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
次
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
年
齢
3
5
歳
以
上
お
よ
び
国
保

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
か
た

◇
受
付
期
間

4

月
1
3
日
釦
＼
2
7
日
⑥

◇
定
員

1
1
5

人
程
度
希
望
者
多
数
の

場
合
は
、
翌
年
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み
希
望
者
は
、
電
話
で
役
場

住
民
課
保
険
年
金
係
に
氏
名
と
受
診
希

望
医
療
機
関
お
よ
び
希
望
月
日

(
5月

下
旬
＼
）
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
委
託
医
療
機
関
館
林
厚
生
病
院
、
新

橋
病
院
、
館
林
記
念
病
院
、
新
邑
楽
病

町
で
は
、
平
成
1
3
年
4

月
か
ら
奨
学
基

金
を
設
け
て
奨
学
金
を
次
の
と
お
り
貸
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

進
学
の
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
高
等
学

校
以
上
の
学
校
へ
進
学
困
難
な
か
た
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
し
、
そ
の
意
思
を
達
成

せ
し
め
、
も
っ
て
有
為
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
す
。

◇
貸
与
資
格
次
の
事
項
に
該
当
し
、
出

身
学
校
長
ま
た
は
在
学
学
校
長
が
適
当

と
認
め
推
薦
し
た
者
。

①
町
内
に
1

年
以
上
居
住
す
る
世
帯
の

子
弟
②
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と

能
力
を
有
す
る
者
③
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
、
学
資
支
出
の
困
難
な
世
帯
の

子
弟

◇
貸
与
額
（
月
額
で
次
の
各
金
額
以
内
）

・
高
等
学
校
に
在
学
す
る
者

1

万
円

•
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
者
2

万
円

・
大
学
に
在
学
す
る
者

4

万
円

◇
返
済
奨
学
生
は
、
卒
業
後

1

年
を
経

過
し
た
年
の
翌
年
か
ら
貸
与
年
数
の

2

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
年
賦
に
よ
り

返
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

奨
学
金
に
は
利
子
は
つ
き
ま
せ
ん
。

※
平
成
認
年
度
に
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
5

月
末
ま
で
に
関
係
書
類
を
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

ヽ
7
0
L
v
 

短
期
（
半
日
）
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
募
集
し
ま
す

院
、
慶
友
健
診
セ
ン
タ
ー

◇
町
助
成
金

2
0

、

0
0
0

円
（
検
診
費
用

は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◇
主
な
検
盃
項
目
内
科
検
診
、
尿
検
査
、

生
化
学
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
）
、

X

線
お
よ
び
超
音
波
検
査
、
血
液
学
的

検
査
、
便
検
査
等

で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電

話
で
も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
都

市
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4

月
か
ら
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

ぐ、む、‘奴:9令奴Coe釈39令つ':;,'.>O'.»' ヽ．＇，~ ぶぷ：む汲，，‘奴淫CO令令◇らく）3＇注令ぷふ

経
済
課

内
線
3
5
3

,,.,,—よ溢

昨年の梨花見会

｛
，
明
和
町
梨
組
合
で
は
、
梨
の
生
産
者
と

翫
消
費
者
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
梨
の

ぃ
～
オ
ー
ナ
ー
制
の
普
及
を
図
る
た
め
梨
の
花

心
見
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
梨
園
で

，
．
、
春
爛
漫
の1
日
を
花
見
で
楽
し
み
ま
せ
ん

、
。
力

、
バ
◇
日
時

4

月
2
2
日
団
午
前
1
0時
＼
午

]
]
後
3

時

5

◇
会
場
中
央
公
民
館
東
側
梨
園

〗
◇
参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

9
[
•

抽
選
で
梨
（
豊
水
5

冗
箱
）
や
桃
（
3

]
キ
ぷ
相
）
の
引
換
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

'
←
収
穫
期
の
引
換
期
間
内
に
引
き
取
っ
て

i
[
い
た
だ
き
ま
す
。

―
]
・
甘
酒
、
ぽ
ん
菓
子
、
綿
あ
め
の
無
料
サ

g
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

[
·
◇
問
い
合
わ
せ
明
和
梨
組
合
6
閲
3
8

く

2
8

役
場
経
済
課
6
閻
3
1
1
1

へ

梨
の
花
見
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

梨
・
桃
の
引
換
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

平成13年 4 月 10 日因 (10) 
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平
成
1
3
年
度
の
町
に
対
す
る
生
産
調
整

（
転
作
）
の
目
標
面
積
は
、
昨
年
よ
り
5
.

7

ヘ
ク
タ
ー
ル
拡
大
し
た
2
7
9
.
2

ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

平
成
1
3
年2
月

2
1
日
に
明
和
町
水
田
農

生
産
調
整

^ 転作
ヽ

面
積

県
で
は
、
河
川
、
道
路
、
、
耕
作
放
棄
地
、

森
林
な
ど
の
自
発
的
な
美
化
活
動
を
す
る

団
体
等
に
対
し
奨
励
金
を
支
給
し
、
安
全

で
住
み
や
す
く
環
境
に
優
し
い
県
土
と
心

温
か
い
住
民
自
治
の
風
土
の
構
築
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
団
体
の
代
表

者
は
、
下
記
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

瞑
ー
且
ぽ
目
円
葎
目
＂

身
体
障
害
者
お
よ
び
ご
家
族
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
群
馬
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

◇
日
時

5

月
1
4
日
⑤
受
付
は
午
前
1
0

時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

◇
場
所
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
科
目
整
形
外
科
、
在
宅
訪
問
診

査
、
補
装
具
相
談

◇
相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談

・
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
（
整
形
外
科
の

み
） 身

体
障
害

者
巡
回
相
談
が

装
具
等
）

行
わ
れ
ま
す

・
補
装
具
（
車
椅
子
、

否
判
定

•
更
生
医
療
給
付
要
否
判
定

◇
持
参
す
る
も
の

•
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
整
形
外
科
で
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
で
き
る
限
り
の
検

査
資
料
（
主
治
医
の
紹
介
状
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
等
）

※
な
お
、
検
査
資
料
を
持
参
し
な
い
場
合

や
、
持
参
し
た
資
料
が
不
十
分
な
場
合
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
、
診
断
書
を
交
付
で

給
付
要

、
T
O

し◇
対
象
者
1
0
人
以
上
の
団
体
（
た
だ
し
、

営
利
法
人
、
公
益
法
人
、
組
合
、
学
校
、

未
成
年
者
の
み
で
構
成
す
る
団
体
等
は

除
く
）

◇
申
請
期
限

5

月
3
1
日
困

◇
申
請
先

▼
役
場
都
市
建
設
課
（
河
川
・
道
路
の
美

が
拡
大
し
ま
す

業
経
営
確
立
対
策
推
進
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
町
の
配
分
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
た

と
こ
ろ
、
各
農
家
の
耕
作
水
田
面
積
に
対

し
、
一
律
3
8
.
4
％
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
明
和
町
役
場
の

保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

相
談
希
望
者
は
事
前
に
予
約
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
障
害
が
重
い
等
の
理
由
に
よ
り
、

巡
回
相
談
の
会
場
に
来
所
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
た
に
つ
い
て
は
在
宅
訪
問
診
査

を
当
日
行
い
ま
す
の
で
、
同
様
に
保
健
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

化
活
動
に
関
す
る
も
の
）

＞
役
場
経
済
課
（
耕
作
放
棄
地
・
用
排
水

路
、
里
山
・
平
地
林
の
美
化
活
動
に
関

す
る
も
の
）

稲
作
経
営
を
安
定
さ
せ
、
米
の
価
格
や
需

給
均
衡
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、己‘~'"S'、でう ~ジv,t'/y,S'9ふ ’'sく没く〉←、ヽ、冷、、々、、｝、、と、ゾぇゞ2`←ン→’A'人＇，ぷ，ふ’9ふ，Aんぐべ'‘‘々、ヽ入‘，，ヽヽ'r：竺‘，，，，'-,---、`Ĵ ’A'9ぷ，s今ふ芦、へふぐi:、ヽ々、＼？く‘,r、Yぇゞ'.:"'.冷今ダ，ダ，S'，ぷ，ぷ冨こ、し、、4 、`，，ヽ＼卜、、＞、
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9
,
1
,
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こ

9
,
,
9
L
,
1
9

し

花
い
つ
ば
い
運
動
推
進
協
議
会

（
経
済
課
内
）
内
線

3
5
3

町
で
は
、
今
回
で
第
2

回
と
な
り
ま
す

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町
を
花

で
美
し
く
飾
り
、
花
と
緑
の
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
広
く
募
集

し
、
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
花
と
緑
を

用
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴

え
、
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
花
と
緑
の
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
を
広
く

募
集
し
ま
す
の
で
、
前
回
に
引
き
続
き
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
対
象

個
人
（
庭
先
・
農
地
等
）

地
域
（
庭
先
・
農
地
等
）

会
社
・
事
業
所

官
公
署
・
学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

◇
申
込
期
限

9

月

2
8日
⑥

◇
書
類
審
盃
・
現
地
審
盃

1
0
月
上
旬

◇
申
込
先

明
和
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

（
役
場
経
済
課
内
）

◇
申
込
方
法

経
済
課
に
備
え
て
あ
る
応
募
用
紙
に
写

真
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
2

回
花
の
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
者
募
集

(11) 平成13年 4 月 10 日因



町
の
結
婚
相
談
所
で
は
、
2

月
2
0
日
に

役
場
で
結
婚
相
談
員
会
議
を
開
催
し
、
今

後
の
結
婚
相
談
事
業
の
進
め
方
や
日
ご
ろ

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
「
町
の
報
償
制
度
の

周
知
を
行
う
」
「
町
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
」
「
当
人
の
意
識
が
低
い
」
「
親
（
子
）

離
れ
の
で
き
な
い
、
独
立
心
の
な
い
者

（
家
庭
）
が
増
え
て
い
る
」
「
本
人
の
努
力

も
あ
る
程
度
必
要
」
「
生
涯
独
身
で
い
い
と

言
う
者
も
い
る
」
等
の
意
見
で
あ
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
少
子
化
と
人
口
減
少
社

会
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

P
R

と
努
力
を
重
ね

一
組
で
も
多
く
幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
誕
生
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の

情
報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
町
結
婚
相
談
相
談
所

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
た
に
、

抽
選
で
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

◇
記
念
品

A

草
津
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ
ス
・
ペ

ア
宿
泊
券

1
0組

B

ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
・
ペ
ア
宿
泊
券

1
0組

C

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ
ス
ポ
ー

ト
・
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
2
0
組

D

折
り
た
た
み
自
転
車

1
0台

玄
右
記
抽
選
か
ら
も
れ
た
人
の
中
か
ら
、

再
度
抽
選
に
よ
り
次
の
記
念
品
を
プ
レ

ま
た
は
結
婚
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
の
報
償
制
度

町
で
は
結
婚
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

町
内
に
居
住
す
る
者
に
花
嫁
・
花
婿
を
取

り
も
っ
た
か
た
（
媒
酌
人
）
に
報
償
金

(
1
0万円
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
該
カ
ッ
プ
ル
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
媒
酌
人
は
町
内
・

町
外
を
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
当
該
力

ッ
プ
ル
が
婚
姻
後
、
町
に
在
住
す
る
場
合

等
に
限
り
ま
す
。

結
婚
相
談
員
名
簿
（
敬
称
略
）

地
区
氏
名
電
話
番
号

斗
合
田
砂
賀
柾
夫
⑰

5
1
3
3

下
江
黒
照
内
一
郎
⑫

2
6
2
2

上
江
黒
森
原
宏
⑰

7
1
5
5

千
津
井
松
本
文
子
⑰

4
0
1
9

江
口
蜜
井
奎
二
⑱

3
7
3
7

ゼ
ン
ト

E

図
書
券

(
1、

0
0
0

円
相
当
）
4

0
0

名

F

ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
・
日
帰
り
ペ
ア

入
浴
券

2
0
0

組

◇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
平
成
1
3
年

3

月

1

日
因
ー
5

月
1

日
因

◇
応
募
資
格
次
の
い
ず
れ
か
―
つ
の
資

格
を
満
た
し
て
い
る
人

①
平
成
1
2
年4
月
分
か
ら
平
成
1
3
年3
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を
す
べ
て

納
付
し
て
い
る
。

結
婚
の
相
談
は

ヽ

奈
良
嘉
夫

島
田
晃
元

島
田
親
司

佐
藤
美
津
子

江
原
勉

瀬
下
恒
男

清
水
好
生

西
郡
喜
男

新
井
常
男

藤
野
松
代

落
合
明
祐

柿
沼
倹

松
本
芳
雄

金
子
利
男

田
口
幸
太

折
原
常
ニ

(84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) 
4 4 3 2 2 4 2 3 2 3 2 3 3 3 3 2 
6 1 0 6 9 7 3 9 2 9 6 1 9 2 1 8 
2 4 6 3 5 5 4 4 6 2 5 1 8 8 8 3 
0 9 9 5 3 0 2 7 7 3 0 1 0 2 3 6 

国
民
年
金
保
険
料
納
付
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

②
平
成
1
3
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
前

納
し
て
い
る
。

③
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
口
座
振
替
を
新
規
に
開
始
し

て
い
る
。

◇
応
募
方
法
役
場
、
県
内
の
郵
便
局
や

金
融
機
関
等
に
あ
る
応
募
ハ
ガ
キ
な
ど

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切

5

月
2
1
日
⑪
当
日
消
印
有

効

.
Q
施
行
日
前
に
既
存
宅
地
の
確
認
を
A

が
取
り
、
施
行
後
5

年
以
内
に
B

が
自
己

用
建
物
を
建
築
可
能
で
す
か
。

A

既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
た
者
と
異

な
る
者
で
あ
っ
て
も
、
自
己
用
で
あ
れ
ば

建
築
可
能
で
す
。

Q
既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
て
建
築
さ

れ
た
一
般
住
宅
を
、
施
行
日
以
降
第
三
者

が
買
い
受
け
、
自
己
用
住
宅
が
建
築
で
き

ま
す
か
。

A

用
途
変
更
が
な
い
の
で
可
能
で
す
。

Q
既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
た
土
地
を

い
く
つ
か
に
分
割
し
て
第
3

者
に
分
譲
し

た
場
合
、
新
し
い
所
有
者
が
自
己
用
建
築

物
を
建
築
す
る
場
合
も
、
経
過
措
置
の
適

用
を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

”
·
[
曰
-

大矢入大大須川梅中中新新新南南田
佐ケ 大大
貫島谷輪輪賀俣原谷谷里里里島島島

ぜ
ひ
相
談

員
に
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都
市
計
画
法
が
改
正
に
な
り
、
既
存
宅

地
制
度
（
法
第
4
3
条
第1
項
第
6

号
）
が

廃
止
と
な
り
ま
す
。
法
施
行
日
（
平
成
1
3

年
5

月
1
8
日
予
定
）
以
降
は
既
存
宅
地
の

確
認
申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

廃
止
の
経
過
措
置
で
法
施
行
日
前
に
既

存
宅
地
の
確
認
を
受
け
た
土
地
に
お
い
て

行
う
自
己
の
居
住
ま
た
は
業
務
の
用
に
供

す
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
、
ま
た
は
用

途
の
変
更
に
つ
い
て
は
施
行
日
か
ら
起
算

し
て
5

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、

既
存
宅
地
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
し
ま
す
。

都
市
計
画
法
が
改
正
に

な
り
既
存
宅
地
制
度
が

廃
止
と
な
り
ま
す

平成13年 4 月 10 日因 (12) 
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飼
い
主
の
望
ま
な
い
犬
猫
の
繁
殖
に
よ

る
野
犬
等
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

犬
猫
の
避
妊
・
断
種
手
術
に
対
し
て
町
が

補
助
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
登
録
・
注
射
を
受

け
て
い
る
犬
と
町
内
で
飼
っ
て
い
る
猫
で
、

飼
い
主
が
明
和
町
に
住
所
を
有
し
、
在
住

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

犬
·
猫
の
避
妊
断
種
手
術
に
補
助
金
交
付

平
成
1
3年
度
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
次
の
日
程
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

犬
の
所
有
者
は
、
3

か
月
以
上
の
飼
い

犬
に
つ
い
て
、
生
涯
に

1

度
の
登
録
と
年

1

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
都
合
の

よ
い
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

昨
年
度
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
の
分
別
収
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
容
器

類
が
集
ま
り
、
ご
み
を
減
量
化
お
よ
び
資

源
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役
場
環

境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
収
集

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
収
集
日
時

平
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5

時
ま
で

◇
収
集
場
所

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
収
集
品
目

食
品
ト
レ
イ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
等

の
ボ
ト
ル
、
カ
ッ
プ
麺
等
の
カ
ッ
プ
、

持
ち
帰
り
弁
当
の
空
容
器
、
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

◇
出
し
方
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
持
ち
出
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
・
注
射
料
金

・
登
録
済
み
の
犬
3

、

3
0
0

円

（
注
射
料2

、

7
5
0

円
・
済
票
交
付
手
数

料
5
5
0

円
）

・
未
登
録
の
犬
6

、

3
0
0

円

（
登
録
手
数
料3

、

0
0
0

円
・
注
射
料
2

、

7
5
0

円
・
済
票
交
付
手
数
料5
5
0

円
）

補
助
金
は
、
犬
・
猫
と
も
避
妊
手
術
が

1
0

、

0
0
0

円
、
断
種
手
術
が
5

、

0
0

0

円
で
す
。
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
手
術
の
前
に
印
鑑
を
持
参
し
、

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

時間 場所 ［爾百］時周
ビ←、二9::：ーごこ：恩

9:00~10:00 斗合田集落センター

10:30~11:30 I日東薗児童館

1 3:00~14:00 江□集落センター

14:30~15:30 田島出荷所

9:00~10:00 農協佐貫支所

10:30~11:30 大輪転作促進研修施設

13:00~14:00 矢島公民館

14:30~15:30 大佐貫農構改善センター

場所

9:00~10:00 梅原集落センター

10:30~11:30 中谷教学院

1 3:00~14:00 南大島農構改善センター

14:30~15:30 保健センター駐車場

9:30~11:30 

13:00~15:00 

9:30~11:30 

13:00~15:00 

ん
‘
、

ク
ク
ん
／

I' 

洗って乾かしてから出してください

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

ゞ、‘竺~•-,ャ，ダぷらダ，：，つぷンぷごぷうぷ芯、ヘ，•、、ぐ ，•， 99~ノ,',、9，ダ，ぐ，ぷ，ぷ冥ぐ9ふ冥、唸、、令、ツ、ゞ、、文，·'、·<-,,,,,,,,,_,c,.,,,:o,;,:-,,::-.,·,•,-,',•,•,·,'Y,¼~,¼•,,,,,,,.,,,,:;c,,;,::-.,.::-,;.,V,' c.'•·.•,.•,•,·,",·,·,·,''✓''A':,.;:,.;:::<c,,::-.,,',•,',、

A

経
過
措
置
の
適
用
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
土
地
の
分
割
が
区
画
形
質
の
変
更

を
伴
う
な
ら
ば
開
発
行
為
に
あ
た
る
の

で
、
経
過
措
置
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

Q
既
存
宅
地
の
確
認
を
施
行
日
ま
で
に

受
け
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

A

施
行
日
以
降
は
既
存
宅
地
の
確
認
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
過
措
置
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

Q
既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
た
土
地

に
、
施
行
日
以
降
、
ア
パ
ー
ト
が
建
築
で

き
ま
す
か
。

A

ア
パ
ー
ト
は
非
自
己
用
の
建
築
物
で

す
の
で
、
法
施
行
日
前
日
ま
で
に
工
事
着

手
し
て
い
な
け
れ
ば
経
過
措
置
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
改
築
前
の
建
物

が
住
宅
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す

る
場
合
に
は
建
築
可
能
で
す
。

a

予
定
建
築
物
の
容
積
率
が
1
0
0

％
以

下
、
ま
た
は
、
建
築
物
の
床
面
積
の
合

計
が
既
存
宅
地
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
と

き
の
闊
倍
以
下

b

予
定
建
築
物
の
高
さ
が
1
0
m以
下
、
ま

た
は
、
既
存
宅
地
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

と
き
と
、
お
お
む
ね
同
じ
商
さ

ま
た
、
従
前
の
用
途
が
住
宅
以
外
で
も
、

許
可
を
受
け
ら
れ
れ
ば
建
築
可
能
で
す
。

※
「
非
自
己
用
」
と
は
貸
住
宅
、
貸
店
舗
、

貸
事
務
所
、
貸
倉
庫
、
貸
工
場
、
寮
、
社

宅
、
分
譲
住
宅
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
で

す
。

問
い
合
わ
せ
館
林
土
木
事
務
所
建
築
課

竺
⑰
4
3
5
5

(13) 平成13年 4 月 10 日因
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可燃性粗大ごみ（木製品）の収集開始

平成13年度は 3 回予定しています

最も長い辺が 120cm未満の木製机の場合は、

1 個につき 500円の手数料がかかります

可燃性粗大ごみ（木製品）処理手数料
9 999 , :·『。一と 9 9 9 99 9 99 9 L•- 9 9 99 9 9 9 9 9 9 9 9 」_ 9 9 99 9,~ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 99 -

区分

最も長い辺が120cm未満の木製品
_[_’’’’’’99999 = 

最も長い辺が120cm以上の木製品

1 個につき
岳

1 個につき 1,000円

町
で
は
、
平
成
1
3
年
度
か
ら
可
燃
性

粗
大
ご
み
（
木
製
品
）
の
収
集
を
有
料

で
開
始
し
ま
す
。
今
ま
で
は
、
町
に
処

理
施
設
が
な
い
た
め
収
集
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
が

多
い
た
め
業
者
委
託
に
よ
り
処
理
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
収
集
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
受
益
者
負
担
と
い
う

考
え
か
ら
下
表
の
と
お
り
手
数
料
を
徴

収
し
ま
す
。
今
年
度
の
粗
大
ご
み
収
集

を
年
3

回
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
処

理
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
町
が
行
う

粗
大
ご
み
収
集
時
に
決
ま
り
を
守
っ
て

可
燃
性
粗
大
ご
み
（
木
製
品
）

の
手
数
料
の
支
払
い
方
法

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
が
円
滑
に

実
施
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
収
集
日
程
等
詳

細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
事
前
に
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
で
処
理
券
を
購
入
す
る
。

②
処
理
券
に
氏
名
を
記
入
し
、
搬
入
す

る
木
製
品
に
張
り
付
け
る
。

冷蔵庫
冷凍冷蔵庫

洗濯機

ホームランドリー

2槽式洗濯機
全自動洗濯機

姿｝一
a 

エアコン（室外機含む）

壁掛形エアコン
-------------9- —ご

-=上二=ク
壁掛形のガスヒーターエアコン

壁掛形の石油ハイブリットエアコン

家電 4 品目

テレビ

ブラウン管式テレビ

VTR内臓テレビ（ブラウン管式）

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
は

一
町
の
粗
大
ご
み
収
集
に
出
せ
ま
せ
ん

一
家
電
4

品
目
は
販
売
店
の

有
料
引
さ
取
り
に
な
り
ま
す

4

月
か
ら
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
家
電
小
売
店
」
か
「
同
じ
製
品
を
購

施
行
に
伴
い
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
小
売
店
」
に

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の
4

品
目
（
以
下
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
対
象4
品
目
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
な
お
、
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
小
売

家
電
小
売
店
に
有
料
で
引
き
取
っ
て
店
が
現
在
は
近
く
に
存
在
し
な
い
等

も
ら
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
町
が
行
に
よ
り
引
き
渡
し
が
困
難
な
場
合

う
粗
大
ご
み
収
集
に
は
出
せ
な
く
な
は
、
町
の
許
可
業
者
に
収
集
運
搬
を

り
ま
し
た
。
対
象
4

品
目
を
処
理
す
頼
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
環
境

る
場
合
は
「
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト

家
電
4

品
目
の
再
資
源
化

平成13年 4 月 10 日因 (14) 
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(15) 平成13年 4 月 10 日因 掲散写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111



まちのわた｀い

身近な情報をあ寄せください。 平成13年 4 月 10 日因 (16) 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
た
。

今
住
ん
で
い
る
所
で

は
、
密
集
し
た
団
地
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
煙
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

ご
み
の
焼
却
を
認
め
て
い
る

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

私
た
ち
家
族
は
、
こ
ち
ら
に
来
て
半

年
が
た
ち
ま
す
。
図
書
館
を
は
じ
め
、

町
の
公
共
施
設
の
充
実
は
本
当
に
す
ば

ら
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
の
に
は
、
大
変
恵
ま
れ
た
環

境
だ
と
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

今
度
は
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
の
で
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
以
前

住
ん
で
い
た
所
で
は
、
物
を
燃
や
す
こ

と
は
、
紙
や
枯
れ
葉
だ
か
ら
と
い
っ
て

も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
問
題
な
ど
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
住
ん
で
い
る
所
は
、
密
集

し
た
団
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
煙

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
朝
、

洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
と
き
に
、
立
ち

込
め
た
煙
を
見
る
と
気
分
が
悪
い
も
の

で
す
。

明
和
町
で
は
、
ご
み
の
焼
却
を
認
め

て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

（
新
里

で
き
る
だ
け
焼
却
は
行

A

わ
な
い
で
、
町
が
行
う

可
燃
ご
み
収
集
に
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

法
律
や
県
条
例
で
は
、
家
庭
か
ら
出

た
少
量
の
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
ま
で

は
禁
止
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ば
い
煙
や

悪
臭
に
よ
り
近
隣
の
か
た
が
た
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町

で
は
で
き
る
だ
け
焼
却
は
行
わ
な
い

内
"
“
が5

女
性
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減

い
ま
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

で
、
町
が
行
う
可
燃
ご
み
収
集
に
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
資
源
化

の
た
め
、
町
が
各
家
庭
に
配
布
し
て
い

る
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
基

づ
い
て
分
別
排
出
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
環
境
課
）

近
年
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、

焼
却
に
伴
う
大
気
汚
染
に
関
し
て
、
不

安
や
恐
れ
な
ど
の
苦
情
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
大
気
汚
染
物
質
の
中
で
特
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
焼
却
す
る
と

き
に
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
で
す
。

こ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
も
の
を

燃
や
す
過
程
な
ど
で
自
然
に
で
き
て
し

ま
う
物
質
の
た
め
、
そ
の
発
生
量
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
焼
却
す
る
ご
み
の
量

を
減
ら
す
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
は
ご

み
の
分
別
の
徹
底
を
図
り
可
能
な
限
り

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
家
庭
で
は
使
い
捨
て
商
品
を
使
わ
な

い
よ
う
心
が
け
、
ご
み
減
量
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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HEALT¥-¥ 

す
腹
部
大
動
脈
瘤
検
診

け

前
立
腺
検
診

基
本
健
診
血
液
検
査
に
併
せ
て
採
血

し
ま
す
。

ラ

町
で
は
、
平
成
1
3
年
度
結
核
レ
ン
ト

ゲ
ン
・
基
本
健
診
．
肺
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診
•
前
立
腺
検
診
．
腹
部
大

動
脈
瘤
検
診
を
次
の
と
あ
り
行
い
ま

す
。
年
に
一
度
自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
福
祉

課
ま
で
あ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

基
本
健
診

商
診
・
身
体
計
洞
・
血
圧
測
定
・
血

液
検
査
・
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
．
眠

底
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

肺
が
ん
検
診

指
定
容
器
に
、
3

日
分
の
早
朝
た
ん

を
と
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
持
参
し

ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診

指
定
容
器
に
2

日
分
の
便
（
ご
く
少

量
、
採
便
棒
に
つ
け
る
）
を
と
リ
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
会
場
、
あ
る
い
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ヘ
持
参
し
ま
す
。

5

月
3
0
日
・
3
1
日
の
2

日
間
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
基
本
健
診
に
併
せ
て
腹

部
超
音
波
、
下
肢
動
脈
触
診
等
の
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
6
0
歳
以

/`‘,'‘,/\ 

上
で
検
査
時
間
は
、
約
5

分
で
す
。
希

望
者
は
、
基
本
健
診
会
場
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
各
検
診
票
の
太
枠
内
は
、
必
ず
記
入

の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
3

月
中
に
行
っ
た
希
望
調
査
を
も
と

に
検
診
票
を
発
行
し
ま
す
。
追
加
希
望

等
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
保
健
福
祉

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
い
。

※

1
5
歳
以
上
1
8
歳
未
満
で
学
校
や
職
場

等
で
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
診
し
な
い

か
た
は
、
町
で
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
の
で
、

4

月
中
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

平成13年度 検診の日程表 (5月）

検
診
セ
ッ
ト
の
配
布
と
販
売

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
セ
ッ

ト
を
ま
だ
お
求
め
に
な
っ
て
い
な
い
か

た
は
、
4

月
中
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
8

時
3
0
分
ー
1
7
時
1
5
分
）
に
お
手
数

で
も
保
健
福
祉
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。
(
4月
2
9
日
は
除
く
）

か
く

＊
肺
が
ん
喀
た
ん
容
器
…
…
無
料

＊
大
腸
が
ん
採
便
容
器
…
…
5
0
0

円

（
検
診
料
金
含
む
）

期日 時間 会場 該当地区 期日 時間 会場 該当地区

17 日（木）
10:00~ 東部児童館 上江黒・

25 日金）
13:30~ 

矢島公民館
矢島・

1 1 :30 （旧東保育園） 千津井 15:00 入ケ谷

ケ
13:30~ 斗合田 斗合田・

28 日旧）
13:30~ 

保健センター
南大島

15:00 集落センター 下江黒 15:00 (1 ~18班）

18 日倫）
10:00~ 

田島集会所 田島 29日因
13:30~ 

ケ
南大島

l 1 :30 15:00 (19~36班）

ク
13:30~ 江口

江口 30日因
10:00~ 中谷

集落センター
ク

(1 ~20班）15:00 11:30 

22 日（必
10:00~ 

川俣公民館 川俣 ケ
13:30~ 中谷

11:30 15:00 
ク

(21~42班）

ク
13:30~ 梅原

梅原 ク
17:00~ 

町全域
15:00 集落センター 19:00 

l1 

24 日（木）
10:00~ 

須賀公民館 須賀 31 日（木）
10:00~ 新里

l1 

(1 ~23班）11:30 11:30 

ケ
13:30~ 大輪転作促

大輪 ケ
13:30~ 新里

進研修麓設
/j 

(24~45班）15:00 15:00 

25 日倫）
10:00~ 大佐貫農構

大佐貫 ク
17:00~ 

町全域
11:30 改善センター 19:00 

/1 

※腹部大動脈瘤検診は、 5 月 30 日、 31 日の結核健診レントゲン撮影に併せて実施
します。該当地区以外のかたもお受けください。他の検診も同時に受けられます。
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3

月
2
3
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
町
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
に
建
設
省
利
根
川
上
流
工
事

事
務
所
長
お
よ
び
利
根
川
上
流
河
川
利

用
者
協
議
会
長
の
連
名
で
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

3

団
体
は
、
常
に
河
川
の
愛
護
に
深

い
理
解
を
も
た
れ
、
進
ん
で
河
川
敷
の

美
化
清
掃
を
行
い
、
河
川
環
境
の
整
備

と
愛
護
意
識
の
高
揚
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。王

□
し
]
.
i
]

i”-`i 
？
一
，
J
届
忍
！
“

さ—ュ

河川敷の清掃

河
川
美
化
奉
仕

団
体
に
感
謝
状

町のスポーツ少年団 団体名

団体名 l 種 目 1 募集対象 I 活動場所

6

1

 

2

1

 

4
6
5
5
 

)_) 
4

4

 

館
侶
夕
侶

＾
し
｀
u
▼
育
〖
ン
〖

●
-
―
―
―
-
＿
＿

1
-―
―
-
―

-
1

―_
1
1

体
セ

社
海

―
―
―
―

-
r
i
―
―
―
―
―
―
-
'
会
洋町

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
次
の

と
お
り
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
毎
週
日
曜
日
午
後

7

時
か

ら

(
5月
ま
で
の
予
定
）

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
申
し
込
み
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
設
立

明
和
ジ
ュ
ニ
ア
、
ス
イ
ミ
ン
グ
、
ク

ラ
ブ
（
略
称
M
J

S
C
)
1
1
（
仮
称
）

で
は
、
水
泳
を
通
じ
青
少
年
の
心
身
の

健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
て
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
少
年
会
員
お
よ
び
、
大
人
の

指
導
者
あ
る
い
は
協
力
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
目
的
学
校
教
育
活
動
外
に
お
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
（
水
泳
）
を
通
じ
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る

◇
対
象
（
少
年
会
員
）
明
和
町
内
在

住
の
小
学
生
で
四
泳
法
（
ク
ロ
ー
ル
、

平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）
、

そ
れ
ぞ
れ
2
5
m
以
上
泳
げ
る
子
ど
も

◇
同
（
指
導
者
・
協
力
者
）
町
内
在

住
、
在
勤
者
で
水
泳
に
関
心
が
あ
り

少
年
の
健
全
育
成
に
熱
意
の
あ
る
か

た
◇
主
な
活
動
（
目
的
）
▽
水
泳
お
よ

び
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
▽
他
団

体
、
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
交
歓
活
動

▽
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必

要
な
活
動

◇
活
動
日
毎
週
土
曜
日
午
後

3

時

4
5
分
＼5
時

◇
保
護
者
会
も
発
足
す
る
予
定
で
す
。

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
内

6
閻
5
5
1
1

に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

泣

入賞した皆さん

第
3

回
明
和
町
剣
道
大
会
が
3

月
1
1

日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
の

剣
士
の
ほ
か
近
隣
市
町
か
ら
も
合
わ
せ

て
2
2
団
体
、
約30
0

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果

を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞
し

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

優
勝
＞
鈴
木
修
平
（
小
学
生
低
学
年
）

準
優
勝
▼
小
泉
春
菜
（
小
学
生
高
学
年

女
子
）
▼
池
田
翔
（
中
学
生
男
子
）
▼

中
島
美
智
子
（
高
校
・
一
般
女
子
）

3
位
▼
田
部
井
雅
人
（
小
学
生
低
学
年
）

▼
飯
島
雅
也
（
小
学
生
低
学
年
）
▼
井

上
紗
由
美
（
小
学
生
高
学
年
女
子
）

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

仲
間
を
募
集
し
ま
す

第
3

回

明
和
町
剣
道
大
会

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会

明
和
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
会
員
・
指
導
者
募
集

平成13年 4 月 10 日因 (20) 



員

4
月

1

日
付
け
で
町
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
）
は
前
職

町

職
前
原
稔
彦

教
職
員

4
月
1
日
付
け
で
教
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

転
出
（
）
は
転
出
先

▽
東
小
大
隅
敦
史
（
大
泉
東
小
）

▽
西
小
柿
沼
英
行
（
館
林
三
小
）
▽

西
小
久
保
雅
美
（
太
田
宝
泉
東
小
）

▽
西
小
宮
澤
正
代
（
館
林
一
小
）
▽

西
小
＇
峯
崎
恭
子
（
太
田
城
西
中
）
▽

明
和
中
教
頭
関
根
操
（
大
泉
南
小
校

長
）
▽
明
和
中
岡
田
浩
史
（
大
間
々

中
）

転
入
（
）
は
前
任
校

▽
西
小
教
頭
岩
崎
博
子
（
太
田
休

泊
小
教
頭
）
▽
西
小
大
工
原
晃
（
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）
▽
西
小
小
島

貴
子
（
大
間
々
福
岡
西
小
）
▽
明
和

中
小
貫
広
行
（
太
田
韮
川
小
）

転
補
〔
管
内
異
動
〕
（
）
は
前
任
校

▽
明
和
中
教
頭
侭
田
弘
之
（
西
小

教
頭
）

新
採
用

▽
明
和
中 教

職
員
. 

総
務
課

▽
庶
務
行
政
係
高
橋
初
美
（
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
）

税
務
課

▽
固
定
資
産
税
係
佐
藤
美
芳
（
企

画
課
広
報
係
）

企
画
課

▽
広
報
係
橋
本
康
弘
（
土
地
開
発

推
進
室
）
．

住
民
課

▽
保
険
年
金
係
長
折
原
せ
き
（
経

済
課
商
工
係
長
）

保
健
福
祉
課

▽
高
齢
福
祉
係
阿
久
戸
玲
子
（
明

和
保
育
園
）
▽
明
和
保
育
園
係
長
代
理

室
井
知
子
（
農
業
共
済
事
務
組
合
係
長

代
理
・
同
組
合
へ
派
遣
職
員
）

経
済
課

▽
農
政
係
渡
辺
一
弘
（
水
道
課
上

水
道
係
）
▽
商
工
係
長
谷
津
弘
子

1
1

昇
任
（
総
務
課
庶
務
行
政
係
長
代
理
）

都
市
建
設
課

▽
都
市
計
画
係
長
代
理
細
田
祥
子

（
企
画
課
土
地
開
発
推
進
室
係
長
代
理
）

出
納
係

▽
出
納
係
鯉
沼
早
苗
（
税
務
課
固

定
資
産
税
係
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

▽
海
洋
セ
ン
タ
ー
係
長
代
理
1
1

昇
格

金
子
春
江
（
海
洋
セ
ン
タ
ー
）
▽
文
化

振
興
係
立
岡
い
ち
子
（
保
健
福
祉
課

町
職

高
齢
福
祉
係
）

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

職
員▽

村
田
安
正
（
経
済
課
農
政
係
）

新
採
用

▽
水
道
課
上
水
道
係
砂
賀
大
輔

退
職▽

酒
井
清
（
住
民
課
保
険
年
金
係
長
）

▽
篠
木
サ
ダ
（
教
育
委
員
会
明
和
西
小

学
校
）
▽
松
岡
ミ
ヨ
（
教
育
委
員
会
明

和
中
学
校
）

員
の
人
事
異
動
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当
5 月 3 日

5 月 4 日

番
5 月 5 日

医
I
 

5 月 6 日

5 月 13 日

ラ村クリニック
匹 (70)2221 

小倉医院
四 (72)0606 

大神医院
ft (62) 2200 

大塚医院
ff (72) 0176 

神尾内科医院
ff (75) 1288 

ゆだか医院
匹 (73)7308 

橋日内科りリニッり
ff (72) 0001 

真中医院
匹 (72) 1630 

土井レディ〕り）こリり
匹 (72)8841 

慶友整彬外科桐院
匹 (72)6000 

永寿堂医院
匹 (72)4469 

◎
祝
日
は
館
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。
（
内
科
・
外
科
・
産
婦

人
科
の
み

◎
耳
鼻
科
・
に
阪
り
診
療
時
間
は
午
後

1

時
ま
で
で
、
歯
科
は
館
林
邑
楽
歯
科

医
師
会
館
⑬

8
8
1
8
]
が
担
当
し
ま
す
。

※
変
更
に
な
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

一
す
一
で
―
じ
―

―
同一
と
一

一
区
す

地
で
一
林
じ

同

板倉地区

わだ5せりリニッり
匹 (77)2727 

館林地区と
同じです

井上整形外科医院
匹（82) 1131 
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ひとり暮らし・高齢者世帯に，
住宅畏境整備の支援サービスi

危険物取扱者試験 l
自衛隊幹郎候補生（一般
・技術幹部候補生）採用試験

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 合（ 84)4926

町では、ひとり暮らし老人および

高齢者世帯に対し、日常生活に対す

る住宅環境整備の支援をシルバ一人

材センターヘ委託して行います。

◇対象者

①おおむね65歳以上の虚弱なひと

り暮らし老人

②おおむね65歳以上の高齢者のみ
の世帯

◇サービスの内容 大工仕事・草取
り・庭木の手入れ・文書の作成・

毛筆代書•その他
◇利用料無料（原則 8 時間 X3 日

まで）
※作業に要する材料費等は個人負担

◇申請手続保健福祉課・シルバー

人材センター（老人福祉センター

内）または地区の民生児童委員へ

お申し込みください。

労働保険の年度更新は
5 月 2 1 日但）までです

群馬労働局労働保険徴収室
合027(210)5001

平成13年度の労働保険（労災・雇

用）の申告・納付は5月 21 日国）まで

です。

事業主各位におかれては、業務繁

多のこととは存じますが、お早めに

申告・納付手続きをお済ませくださ

いますようお願い申し上げます。

なお、具体的な記載方法等は、説

明会を予定しております。説明会の

会場や日時の一覧表ぱ、申告用紙と
一緒に送付しますので、ご出席くだ

さるようお願いいたします。

緑化

III,ll,1llI’ll' il』i lI Ihl'1仙Il,1,1’II,I

県緑化センター

講

fl (88)7188 

◇題目 上手にツッジを管理しよう

◇日時 4 月 19 日（木） 午前10時～正

午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇講師樹木医熊倉弘先生

◇募集人員一般県民50名

◇費用無料

◇申し込み県緑化センターへ

明和分署
fl (84)3131 

準備講習会

◇日時 5 月 28 日旧） 午前 9 時～

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

試験

◇日時 6 月 24 日（日） 午前 9 時～

◇会場太田市関東学園大学ほか

◇受験料甲種5,000円乙種3,400

円丙種 2,700円

◇受付期間 5月 7 日旧）～ 16 日因まで

に明和分署へお申し込みくださ

い。

入漁証行使料金が I]
決まりましだ II

東毛漁業協同組合（伊勢崎市）
合0270(26)1143

平成13年度入漁証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

◇入漁証行使料金

0全漁券 4,300円・・・コロガシ、友

釣、 ドブ釣、流し釣

0投網券 6,400円・・・上記全漁券他

投網

0学童券 （中学生300円、小学生以
下無料） ・・・県下共通

◇河川または地区区分

〇利根川本支流（福島橋より下

流五料合流地点を経て埼玉共第

9 号板倉地先まで） 0滝川（東

毛漁協地区） 0広瀬川〇粕川（伊

勢崎佐波地区）〇蛇川〇石田川

0早川（新田、太田地区）

※入漁証購入希望者は、役場経済課

へお申し込みください。

口二
無
―
（社）館林邑楽歯科医師会

合 (73)8818

◇日時 5 月 20 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館（館

林市仲町5-25)

◇内容歯に関することなら、どん

なことでも結構です。

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所
合 (45)5563

◇採用区分

・陸上自衛隊一般幹部候補生

約100名

•海上自衛隊一般幹部候補生（一般

要員・飛行要員） 約80名

•航空自衛隊一般幹部候補生（一般

要員・飛行要員） 約50名

◇受験資格 22歳以上26歳未満の日

本国籍を有する人（大学院修士課

程修了者は28歳未満）

◇受付期限 5 月 11 日倫）

◇試験日・試験会場 「第 1 次試験」
群馬大学（前橋キャンパス） 5 月

26 日田、飛行要員のみ27 日（日）

◇受験料無料

◇問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所へ

ホームページアドレス

http ://www3. wind. ne. jp/PLO-GUNMA/ 

緑化センター祭り

県緑化センター
合 (88)7188

県緑化センターでは、自然とのふ

れあいの場を提供し、身近で親しめ

る県有施設とするため、緑化センタ

ー祭りを開催します。

◇日時 4 月 29 日（日・みどりの日）
午前10時～午後 4 時

◇場所 群馬県緑化センター内芝生

広場（邑楽町中野）

◇催し物緑化相談、庭づくり相談、

無料苗木配布、花と苗木の販売、

園芸用品販売、抽選会、ふれあい

センター直売所ほか

花こよみ

ア
ス
タ
ー

は

4 月の播種

クレオメ （胴花6月上旬）
アスター （関花6月中旬）
オシロイバナ（廃花6月下旬）

など

平成13年 4 月 10 日因 (22) 
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町の無料法律相談

日時＝ 5 月 10 日（木）
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝森尻弁護士
受付＝ 5 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 5 月 10 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 11年 5 月、 12年 5 月、 10
月、 13年 1 月生

健 康 相 三火
畝

日時＝ 5 月 1 日因

午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 5 月 15 日因
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 三火
畝

日時＝ 5 月 17 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 5 月 17 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

群馬県民カレッジ
入学者募集

心身障害児（者）生活サポート
事業の登録介護者を募集

｀門情，hつ9 ，紺 I贔iIllll i 1.,I,9 前 1可や丘戸，91叶長·9琴訊

じ軽自動車税
納期限＝ 5 月 1 日因 、
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 4 月 27 日倹）

県生涯学習センター学習振興課
ff027 (224) 5700 

県では、生涯学習推進の一環とし

て平成12年 9 月に「ぐんま県民カレ
ッジ」を開校しました。既に3,200

人を超えるかたが入学し、様々な学

習に取り組んでいます。

皆さんもカレッジに入学し、一緒

に学んでみませんか。

◇県民カレッジとは 県や市町村、
県立高校、大学、専修学校、博物

館等施設のほか放送大学など様々

な学習機関が実施する講座などを

県民の皆さんに提供し学んでいた

だくシステムです。

◇入学方法 町の公民館に配布され

ている「入学申込書」に必要事項

を記入のうえ、カレッジ事務局

(〒 371-0801 前橋市文京町2-19-

18 県生涯学習センター内）に郵

送してください。折り返し学生証

や履修要領をお送りします。

◇入学受付 カレッジ事務局にて随

時受け付けます。（ただし、月曜

日を除く午前9時から午後 5 時ま

で）

◇入学資格群馬県に居住・通勤・

通学しているかた

◇入学料無料（ただし、講座の受

講には教材費や受講料が必要なも

のもあり、施設見学には通常の料

金が必要となります）

◇単位の認定 カレッジの提供する

講座を受講した際、原則として学

習時間 1 時間につき l 単位が授与

されます。また、放送大学の受講

や博物館等施設の見学も単位とし

て認定されます。

◇奨励賞 100 、 300 、 500単位など、

単位の蓄積により奨励賞が授与さ

れます。

◇受講手帳 学習の記録をする用紙

の入った受講手帳を 1 冊300円で

販売します。ご希望のかたは、カ

レッジ事務局、県庁県民サービス

課、館林行政事務所まで。

なお、学習を記録する用紙のみを

希望されるかたには、カレッジ事

務局にて無料で配布されます。

※詳しくは、県生涯学習センター学

習振興課へお問い合わせください。

謬゜。

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 合（ 84)4926

町では、平成13年度から、心身障

害児（者）を介護されているかたで、

用事等ができたときにあらかじめ登

録を行っている登録介護者が、介護

者の自宅や本人の自宅等で一時的に

本人をお預かりする心身障害児（者）

生活サポート事業を実施します。

登録介護者とは、保育士、指導員、

社会福祉主事、社会福祉士、介護福

祉士、保健婦、看護婦（士）、准看

護婦（士）、理学療法士、作業療法
士、教員またはホームヘルパーの資

格を有するかたです。

資格を有するかたで、登録を希望

されるかたは、保健福祉課までお申

し込みください。

高齢者住宅改修に
補助金を支給

や，＇，↑1し-、,9lI9,r,1宵r',ifrぢ箭‘·99年9為唸唸9と

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 合（84)4926

町では、高齢者が居住する住宅を

改造または補修する場合、事業に要

する経費について補助を行います。

◇内容 手すりをつけたり、段差を

なくすなどの改造または補修をす

る場合、経費の一部を補助します。

◇対象者所得税非課税世帯で

①65歳以上の高齢者世帯
②65歳以上の高齢者のいる世帯
◇補助額 90万円（基本限度額）の

5/6 まで（最高75万円）

◇申請手続保健福祉課・在宅介護

支援センター（老人福祉センター

内）または地区の民生児童委員へ

お申し込みください。

歌会始のあ題は

「春」と決まりましだ
平成14年歌会始のお題「春」

および詠進歌の詠進要領が決ま

りました。

詠進歌は、お題を詠み込んだ

自作の短歌で一人一首とし、未

発表のものに限ります（宮内庁）

※詳しくは、役場企画課広報係

合 (84) 3111へお問い合わせくだ

さい。
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一
年
に
五
年

連
用
の
1
3
祀
付
け
初
む立

川
ツ
ヤ
子

雪
を
見
つ
つ
切
灰
慎
炉
の
温
み
思

ふ
火
を
注
ぐ
母
も
若
若
ー
か
り

砂
賀
久
美
子

よ
ー

石
村
艶
子

白
蓬
の
数
ク
タ
の
つ
ば
み
角
立
7
7

か
づ

カ
の
限
り
骨
波
さ
い
る

田
芝
支

音P

文

芸

l\'次のかしか條l9 方

ー
、

ヽ
＇

¥
,
'
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代
表

富
塚

丁
ツ

中
谷
つ
く
し
d
b

『
中
谷
つ
く
し
会
』
と
い
う
名
の
文

化
サ
ー
ク
ル
は
老
人
ク
ラ
ブ
中
谷
永
和

会
の
活
動
の
中
か
ら
誰
が
言
う
と
も
な

く
、
産
業
文
化
館
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ

の
上
に
立
ち
た
い
も
の
だ
ね
の
一
言
が

会
長
の
耳
に
入
り
「
永
和
会
で
バ
ッ
ク

ァ
ッ
プ
す
る
か
ら
会
員
の
内
か
ら

1
0名

位
の
名
簿
を
作
り
な
さ
い
。
文
化
館
の

事
務
局
に
登
録
で
き
る
よ
う
相
談
し
て

み
る
か
ら
」
と
の
こ
と
で
早
速
、
同
好

の
会
員
を
募
り
会
長
に
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
き
、
2
0
0
0

年
5

月
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
区
民
セ
ン
タ
ー
で
週

1

回
土
曜
日
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
間
に

歌
や
踊
り
は
頭
を
使
い
軽
い
老
人
向
け

の
体
操
に
な
り
、
ボ
ケ
予
防
と
体
力
増

進
に
つ
な
が
り
老
い
て
も
社
会
に
い
さ

か
な
り
と
も
尽
く
す
事
の
喜
び
を
お
ぼ

え
、
今
で
は
1
6人
の
会
員
に
膨
ら
み
ま

し
た
。
地
域
、
町
、
郡
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
慰
問
に
、
ま
た
永
和
会
の
新
年
交

流
会
に
は
隠
し
芸
の
大
黒
舞
い
で
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
来
館
中
の
お
客
様
よ

り
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
福
祉
事
業
に
寄

贈
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
サ
ー
ク
ル

名
『
中
谷
つ
く
し
会
』
の
面
目
に
か
け

て
頑
張
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

連
絡
先
富
塚

6
閻
2
1
7
7
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姜 X< 町の人口と世帯 [ 
羮 男 5,863人・女 5,814人羹
i 4 月 1 日現在（対前月比） 〈 3 月中の動き〉 [ 
羹世帯数 3,405戸 (-5) 出生 4人・死亡 7 人 羹

] 人口総数 1 1,677 人(- 16) 転入 51 人・転出 64人 [ 
3 月の救急車出動回数 i 

奏急病 20件交通事故 4件その他 7件合計 31 件 姜
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花
の
た
よ
り
が
届
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

桜
の
花
に
続
い
て
、
白
い
上
品
な
梨
の
花
が

梨
畑
で
咲
き
誇
り
ま
す
。
梨
は
町
の
特
産
品

に
も
な
っ
て
お
り
、
今
月
2
2
日
に
は
新
里
地

内
梨
園
で
梨
の
花
見
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
®

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
際
に
は
、
突
然
の
電
話
に
も
か
か
わ
ら
ず

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
声
を
反
映
し
た
番
組

を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
オ
フ
ト

ー
ク
通
信
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
◎

4

月
号
で
、
私
も
広
報
と
お
別
れ
で
す
。

好
奇
心
と
パ
ワ
ー
で
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
度
は
税
務
課
で
少
し
お
と
な
し
く
落

ち
着
い
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
た

二
~
肛
い
]
〗
ぃ
ぃ

□い
]□
｀
て
し
た
か
、
大
口

「
広
報
め
い
わ
」
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

横
塚
か
つ

小
林
き
い

飯
塚
イ
ネ

山
田
よ
し

篠
原
さ
と

92 94 88 83 86 85 

保
千
津
井

次
雄
南
大
島

金
治
千
津
井

安
子
川
俣

½6 ゾ6 砂％

新

下
江
黒
賛

多
田
か
つ

裕
上
江
黒
兄

名

地

岱
あ
く
や
み
疫
（
敬
称
略
）

氏
年
齢
世
帯
主

区
毘

近
松 米

あ
め
で
だ

氏
名
父
母
名
性
別
地

岱
り
紅
男

め
い
賠
肪

愛
依
女
裕
子

鬱

□
戸
男
中

谷

ｽ8 

田
村

上
江
黒

ｽ6 

関
根

矢

島
凶
区
闘

米
（
敬
称
略
）

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成13年 4 月 10 日因 (24) 
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明和西小学校体育館の改築完成予想図

平成13年度の町の主要事業である明和西小学校

体育館改築事業の完成予想図です。地域のかた

がたが使用できる会議室や更衣室等を設け、一

般開放できる体育館として建設を進める予定で

す。

今月の主な紙面

• 11 年度未の町のバランスジート………②
• 12年度町の財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •③ 

・ジリーズ「固定資産税」…………④～⑤

•町長選挙日は 7 月 1 日（日）………………⑥

・公共工事の発注見通しを公表…………⑧

• IT講習会参加者募集…………••…••・・・・・⑨



（平成 11年度末現在）
貸借対照表

町民一人当たりの正昧資産は約120万円

平成1 1年度末現在 明和町のバランスシート
（単位：千円）

。

道
路
や
学
校
な
ど
の
施
設
お
よ
び

1
0
0
万
円
以
上
の
偶
品
等
の
減
価
償

却
額
を
差
し
引
い
た
残
存
価
格

防
災
関
連
お
よ
び

災
害
復
旧
事
業
等

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

水
道
事
業
会
計
等
の
出
資

金
お
よ
び
特
定
目
的
基
金

等
の
残
高

総務関係

民生関係

衛生関係

農林水産業関係

土木関係

教育関係

その他

（うち土地

出資金・貸付金など 2,028,664

c
 

町
税
・
使
用
料
等
の

未
収
金

財
政
調
整
基
金
・

歳
計
現
金
等

流動資産

現金・預金

未収金

資産合計

12,945,356 

1,250,818 

942,346 

154,313 

1,747,772 

5,747,322 

2,972,953 

129,832 

2,694,841) 

1,974,692 

1,915,669 

59,023 

16,948,712 

固定負債

借入金

退職給与引当金

流動負債

翌年度償還予定額

翌年度繰上充用金

負債合計

国庫支出金

県支出金

町税等一般財源

正味資産合計

負債・正味資産合計

2,525,354 

2,030,633 

494,721 

308,556 

308,556 

゜
2,833,910 

919,805 

1,078,732 

12,116,265 

14,114,802 

16,948,712 

注）自治省が発行した「調査研究会報告書」を基に昭和44年度から平成11年度の
決算統計等のデータを用いて作成。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
ジ
ー
ト
は
、
旧
自
治

省
（
現
総
務
省
）
よ
り
平
成
1
2年
3

月

に
報
告
さ
れ
た
「
地
万
公
共
団
体
の
総

合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究

会
報
告
書
」
に
基
つ
き
、
昭
和

4
4年度

か
ら
平
成
1
1
年
度
ま
で
の
「
地
万
財
政

状
況
調
査
（
決
算
統
計
）
」
の
数
値
等

に
よ
り
作
成
し
ま
し
だ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
借
万
の
資
産
合
計

か
ら
貸
方
の
負
債
合
計
を
差
し
引
い
だ

正
昧
資
産
は
、
約
1
4
1

億
円
で
町
民

一
人
当
た
り
の
正
昧
資
産
は
約
1
2
0

万
円
と
な
り
、
全
般
的
に
健
全
な
財
政

状
況
と
い
え
ま
す
。

将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
債
務

現
在
の
町
職
員
が
仮
に

全
員
退
職
し
た
場
合
の
退
職
金

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
も
の
。
（
営
利

活
動
を
目
的
と
し
な
い
地
方
自
治
体
で
あ
る
た

め
「
資
本
」
「
持
分
」
等
の
名
称
は
避
け
た
）

町民一人当たりの
正味資産

141 億 1 ,480万2千円

1 万 1,683人

与 120万8千円

保育園・幼稚園建設に

よる資産の増加により
10年度末に比べて約8
万8千円増加しました。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

は
、
民
間
企
業
が
決
算
発
表
の
と
き
用

い
る
表
で
、
左
側
の
借
方
に
資
産
、
右

側
の
貸
方
に
負
債
と
資
本
を
記
載
し
た

一
覧
表
で
す
。

現
在
の
予
算
・
決
算
書
は
、
官
公
庁

独
自
の
形
式
で
、
単
年
度
現
金
主
義
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
1

年

間
の
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）
と
使

っ
た
お
金
（
歳
出
）
の
出
入
り
状
態
を

示
し
て
い
る
の
で
、
年
度
単
位
の
財
政

状
況
は
分
か
り
ま
す
。
一
方
、
過
去
か

ら
累
積
さ
れ
た
財
産
の
状
況
を
分
か
り

や
す
い
表
に
し
た
の
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
貸
借
対
照
表
）
で
す
。

資
産
と
は
住
民
の
今
後
の
財
産
で
あ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
源
と
も
な
り
ま

す
。
主
な
資
産
と
し
て
、
現
金
・
預

金
・
債
権
・
基
金
な
ど
や
、
公
有
の
財

産
・
公
共
の
持
ち
物
な
ど
、
さ
ら
に
、

土
地
・
道
路
・
橋
・
公
園
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

負
債
と
は
、
住
民
の
今
後
の
負
担
に

な
る
も
の
。
主
な
負
債
と
し
て
は
、
地

方
債
・
未
払
い
金
・
将
来
に
備
え
た
引

当
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

正
味
財
産
は
、
後
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
受
益
と
、
後
世
代
が
負
担
す
る
債

務
の
差
額
で
、
実
質
的
に
受
け
継
ぐ
価

値
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
ま
で
の
資
産
整

備
の
状
況
や
、
将
来
へ
の
負
担
と
な
る

債
務
を
表
し
、
今
後
の
財
政
運
営
の
方

向
性
を
把
握
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

平成13年 5 月 10 日（木） (2) 



鵬戴
平成12年度

I 一般会計•特別会計予算の概況 I 

漏を公義
F半期分

（平成13年3月 31 日現在）

＼＼＼区分1 予算現霞 l 榊 歳 入 □ーし 歳 出
I 1-,--rn 、 1――取入済額丁予算に対する I 支出済額―「忌算［｝

会計別

一般会ー， •I'9' ッッ，

互21,750□竺° 1 ，ワ31 744971[, 

下水道事業＇
，ッッツ 1 ロニ:-11□—-I- 6□’□-1ーロ

631,058 

介護保険 296,222 

※下水道上段は繰越明許費

1 水道事業会計予算の概況 I 

給水人口 11,621 人

72.0 

89.9 

339,907 38.8 

261,329 I 

（平成 13年3月 31 日現在）

給水栓数 3,726栓 普及率 99.52%

収入・支出済額
（千円）＼ \ 

1s,064 I 

18,413 I 
i 

I 
18,352 | 

I 475,888 

79.3 

9ワ．5

ヨ→ 9ニヘヨ

土地·建物•構築物
等帳簿価格

1,863,874, 148円

※資本的収支決算において不足する 197,536千円は過年度損益勘定留保資金 129,094千円、建設
改良積立金50,000千円、減債積立金 11,508千円、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調
整額6,934千円で補てんします。

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及
び
公
表

に
関
す
る
条
例
（
町
条
例
第
3
5号
）
に
基
づ
き
、

町
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。
今
回
は
、
平
成

1
2年
度
（
平
成
1
3年
3

月

3
1日
現
在
）
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、

出
納
整
理
期
間
が
5

月

3
1日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま

す
。
決
算
額
は
、
広
報
め
い
わ

1
0月
号
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
平
成

1
2年
度
は
、
小
・

中
学
校
耐
震
補
強
事
業
、
情
報
化
施
策
等
推
進

事
業
、
学
童
保
育
所
改
修
事
業
、
高
齢
・
児
童

福
祉
の
拡
充
、
環
境
保
全
対
策
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
な
ど
各
分
野
の
事
業
を
積
極
的
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

地
方
債
と
は
、
特
定
の
歳
出
に
充
て
る
た
め
地
方
自
治

体
が
年
度
を
超
え
て
元
利
を
償
還
す
る
借
入
金
を
い
い
ま

す
。
地
方
債
の
目
的
は
、
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主

的
か
つ
個
性
的
な
事
業
を
促
進
す
る
こ
と
と
同
時
に
住
民

の
税
負
担
の
公
平
性
を
図
る
う
え
で
も
、
そ
の
役
割
は
大

変
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
は
財
政
力
に
応
じ
て
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
元
利
償
還
金
の
約

4
7
%
(
H
1
2
実
績
）
が
地

方
交
付
税
と
し
て
算
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
且
年
度
末
決
算
に
お
け
る
地
方
債
の
残

高
（
未
償
還
元
金
）
は
、
約
2
3億
4

、

0
0
0

万
円
で
町

民
一
人
当
た
り
（
外
国
人
登
録
人
口
除
く
）
に
換
算
す
る

と
約
2
0
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
数
値
は
県
内
7
0
市
町
村

の
中
で
も
7

番
目
に
低
い
数
値
で
あ
り
、
県
内
7
0
市
町
村

全
体
の
平
均
と
比
較
（
左
記
グ
ラ
フ
）
し
て
も
わ
か
る
と

お
り
、
計
画
的
な
事
業
執
行
お
よ
び
基
金
運
用
が
行
わ
れ

た
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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(3) 平成13年 5 月 10 日（木）



毎
年
1

月
1

日
現
在
で
所
有
し
て
い

る
土
地
・
家
屋
、
償
却
資
産
（
総
称
し

て
固
定
資
産
と
い
い
ま
す
）
に
対
し
て
、

そ
の
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め

る
税
金
で
す
。

•
土
地
…
田
、
畑
、
宅
地
、
山
林
、
雑

種
地
な
ど

・
家
屋
…
住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
、
エ

場
、
倉
庫
な
ど

．
償
却
資
産
…
事
業
の
た
め
に
用
い
て

い
る
構
築
物
、
機
械
、
車
両
、
器
具
、

備
品
な
ど

固
定
資
産
税
額
の
算
出

[
土
地
]
に
つ
い
て
は

課
税
標
準
額
x

税
率
（
口
％
）
1
1
税
額

※
課
税
標
準
額
と
は
、
原
則
と
し
て
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

評
価
額
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅

課
税
対
象
と
な
る
固
定
資
産
は

固
定
資
産
税
と
は

明
和
町
の
税
金
に
つ
い
て
の
説
明

第
2

回
目
は
固
定
資
産
税
で
す
。

シリーズ税 ②
 

臼藷睛帽

負担水準と負担調整率（明和町・全国同じです）
i i :-,9で： ＇ゃ；，j、し＼ヽ＇，ふ如＼―~＇；ふ心心ぷ ，ぃむ＇→'：心

宅地（住宅用地）

0.2~0.3 1.0ワ5

0.1~0.2 

~0.1 

1.10 

1.15 

用
地
の
よ
う
な
課
税
標
準
の
特
例
措
置

が
あ
る
場
合
や
、
土
地
に
つ
い
て
負
担

調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
課
税
標
準
額
は
評
価
額
よ
り
低
く

な
り
ま
す
。

明
和
町
に
お
い
て
は
、
宅
地
の
負
担

水
準
が
3
0
%
\
4
0
％
に
あ
り
ま
す
の
で

負
担
調
整
措
置
は
直
と
な
り
、
毎
年

5

％
ず
つ
宅
地
分
の
課
税
標
準
額
が
上

が
っ
て
、
税
負
担
も
な
だ
ら
か
に
上
昇

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
て
も
、

宅
地
と
同
様
に
負
担
調
整
措
置
に
よ
っ

て
毎
年
少
し
ず
つ
税
負
担
は
上
昇
し
て

い
き
ま
す
。

負
担
調
整
措
置
と
は
…
宅
地
（
住
宅
用

地
）
の
場
合
の
課
税
標
準
額
は
、
評
価

額
の
8
0％
が
上
限
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
8
0％
ま
で
達
し
て
い
な
い
場
所
に
つ

い
て
は
、
負
担
調
整
措
置
と
し
て
、
一

度
に
そ
の
8
0％
の
額
ま
で
も
っ
て
い
く

の
で
は
な
く
、
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇
す

る
よ
う
な
措
置
の
こ
と
を
負
担
調
整
措

置
と
い
い
ま
す
。

[
参
考
に
町
内
の
住
宅
用
地
の
負
担
水

準
（
課
税
標
準
額
）
は
平
均
で
評
価
額

の
約
3
9％
と
な
っ
て
い
ま
す
]

土
地
の
税
額
は
、
同
じ
明
和
町
の
土

地
で
も
場
所
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、

そ
の
土
地
の
使
い
方
に
よ
っ
て
も
税
金

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

[
家
屋
]
に
つ
い
て
は

再
建
築
価
格
x
経
年
減
点
補
正
率
1
1

評
価
額
x

税
率
（
口
）11
税
額
（
新
築

住
宅
の
場
合
は
、
一
定
期
間

(
3年
間
）

の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
）

再
建
築
価
格
と
は
…
評
価
の
対
象
と
な

:
'
"
ー

I
 
J
 

で

9
『
＿
一
麗l

て

·
り

i¢‘ 

評
価
額
の
決
め
方
は

っ
た
家
屋
と
、
同
一
の
も
の
を
評
価
の

時
点
に
お
い
て
そ
の
場
所
に
新
築
す
る

も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建

築
費
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率
と
は
…
家
屋
の
建
築

後
の
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
ず
る
、

損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
等
を
表
し
た

も
の
で
す
。

評
価
額
は
3

年
に
1

度
見
直
さ
れ
、

こ
の
こ
と
を
評
価
替
え
と
い
い
、
次
回

は
平
成
1
5年
度
に
行
わ
れ
ま
す
。
；

．
宅
地
の
評
価
額

町
内

4
7か
所
の
標
準
地
に
つ
い
て
調

査
し
た
売
買
実
例
価
額
を
基
に
、
各
土

地
の
立
地
条
件
等
を
勘
案
し
て
評
価
し

た
額
で
す
。
な
お
、
町
で
の
標
準
地
の

評
価
は
不
動
産
鑑
定
士
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。

・
家
屋
の
評
価
額

家
屋
が
新
築
・
増
築
さ
れ
た
年
に
税

務
課
職
員
が
直
接
伺
っ
て
、
建
物
の
仕

上
げ
や
間
取
り
等
を
調
査
し
て
再
建
築

価
格
を
決
定
し
、
前
に
述
べ
た
方
法
に

よ
り
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

3
0万
円

2
0万
円

1
5
0
万
円

◇
住
宅
用
地
の
課
税
特
例

・
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
も
の
…

2
0
0

可
以
下
の
住
宅
用
地
の
部
分

に
つ
い
て
の
課
税
標
準
額
は
、
そ
の

価
格
の
ー
／0
に
な
り
ま
す
。

•
そ
の
他
の
住
宅
用
地
に
対
す
る
も
の

…
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
の

こ
と
で
、
課
税
標
準
額
は
そ
の
価
格

の
ー
／3
に
な
り
ま
す
。

※
3
5
0

可
の
住
宅
用
地
の
場
合
は
、

2
0
0

可
分
が
小
規
模
住
宅
用
地
で
1

5
0

可
分
が
そ
の
他
の
住
宅
用
地
と
な

り
ま
す
。

◇
新
築
住
宅
の
減
額
措
置

・
一
般
住
宅
を
新
築
し
た
後
、
3

年
間

は

(
1
2
0可
分
の
）
税
額
が
ー
／2

に
な
り
ま
す
。
（
一
般
住
宅
の
要
件

は
、
居
住
部
分
が
ー
／2
以
上
、
床
面

積
が
5
0
2
m
ー

2
8
0

可
未
満
の
住
宅
）

※
例
え
ば
1
5
0
2
m
の
床
面
積
の
場
合

は
、1
2
0

可
分
が
減
額
の
対
象
に
な
り
、

税
額
が
ー
／2
に
な
り
ま
す
が
、
残
り
3
0

2
m分
は
減
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
免
税
点
と
は

（
課
税
標
準
額
の
合
計
が
左
記
の
金

額
未
満
の
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
）
＇

・
土
地

・
家
屋

．
償
却
資
産

軽
減
・
減
額
等
の
課
税

の
特
例
が
あ
り
ま
す

平成13年 5 月 10 日（木） (4) 



固定資産税のQ &A
Q主地の評価額が下がっているの

に、固定資産税が毎年少しずつ

上がっているのはどうしてですか。

A 疇額に対しての税負担は、地
域や土地によっても差が生じて

いますが、これらは税負担の公平の

観点から思題があることから、負担
水準（評価額に対する課税標準額の

割合）の均衡を図ることを基本的な

考え方とした負担調整措置を講じて

います。

具体的には、負担水準が高い土地

は税負担を引き下げたり、据え置き

する方法や負担水準が低い土地は税

負担を少しずつ引き上げていく方法
がとられています。

したがって、日月禾083]では負担水準

が低いので税金を毎年少しずつ上げ
る措置をとっているため固定資産税

が上がっています。このように、現

在は税負担の公平を図るために、そ

のばらつきを是正している段階にあ
ることから、地価・評価額が下がっ

ても税額は上がるという場合が生じ
ているわけです。

Q同じ咀和町に住んでいても住む
場所によって固定資産税は違っ

てきますか。また、どの位の差が生

じますか。（私は新里に住んでいます

が、斗合田ではどうですか）

A 固定資産税は、土地と家屋と償
却資産の合計で計算されます

が、一般住宅の場合ということでお

答えします。

例えば、平成12年9月に土地と建物

を新規に取得した場合の新里と斗合

田の比較。

レ土地の面績350m 200 可分が）」＼

規模住宅用地、 150m分がその他の

住宅用地

»家屋の床面積 150 州 新築家屋の

評価額 1,100万円の場合

◎新里の場合

土地
課税標準額は 145万円（評価額

1 所当たリは46,200円）

・税額は 145万円 X1.4/100=

20,300円

家屋

課税標準額は 1,100万円ー(1,100万

円 X120/ 150 m X 1 /2) = 660万円

税額は660万円 X1.4/100=

92,400円

※新里の場合の税額は、合計で

112,700円になL)ます。

◎琴田の場百
土地
・課税標準額は60万円（評価額 1

而当たリは21,100円）

・税額は60万円 X 1 .4/100=8,400円

家屋

課税標準額は 1,100万円ー(1,100万

円 X 120/150mX 1/2)=660万円

税額は660万円 X1.4/100=

92,400円

※斗合田の場合の税額は、合計で

100,800円になリます。

上記のように、同じ明和町内であ

っても場所によって土地の評価額

（課税標準額）の差が生じるため、固

定資産税は違ってきます。

（家屋の課税標準額•税額は同じです）

固定資産税の課税は非常に複雑にな

っておリ、適正な課税・公平な課税と

いうことを日ごろから心がけて処理し
ていますが、何かご質周や疑周の点が
あリましたら遠慮なく税務課合 (84)

3111 へお筒い合わせください。

r---------------------------------, 

I 税金は全町民(J)かたに公平に使川されてぃます 1

I “納期限を守って完納しましょう” I 

L _________________________________.J 
明和町の固定資産税収納率の推移（現年度分）

%
9
8

ワ

6

9

9

9

9

 

98.5 98.5 

HS 9 10 11 12 
（見込み）

※平成8年・ 9年度の収納率は低かった状況でした。その
後は納税者のご理解、納税意識の高揚によって若干では
あリますが収納率の向上につながっておリます。

品叫如口［口氾…•＼とぶぶ」

税務課職員による家屋調査

固定資産税の納期

5 月、 7 月、 9 月、 11 月の末日まで

年 4 回です。

納入は、口座振替をご利用ください。

税金を納めるということは、私たちが社会の一員

として暮らしていくため『必ず守らなければなら
ないルール』です。

(5) 平成13年 5 月 10 日（木）



介
護
保
険
出
前
講
座

町
長
選
挙
の
投
票

町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
7

月
2
2
日
の

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
の
日
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、
町
の

方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
棄
権

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
な
た
の
大
切

な
1

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

来
年
度
入
園
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

幼
稚
園
に
体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

幼
稚
園
の
お
友
達
も
先
生
も
み
ん
な
で
待

っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

お
友
達
を
誘
っ
て
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

6

月
2
8
日
困
午
前
9

時
2
0
分

1
1
0
時
5
0
分

◇
対
象
者
未
就
学
児

(
2歳
1
4

歳
）

◇
内
容
幼
稚
園
体
験
入
園

第
1

回
「
は
じ
め
の
会
」

◇
申
込
万
法
明
和
幼
稚
園
に
備
え
て
あ

る
申
込
用
紙
で
6

月
1
5
日
命
ま
で
に
お

介
護
を
杜
会
全
体
で
支
え
合
う
「
介
護

保
険
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
4

月
で
1

年

を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
、
町
民
の
か
た
に
介
護
保
険
制

度
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
希
望
す
る
行
政
区
ま
た
は
団
体
ご
と

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
め
い
わ

6

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
立
候
補
で
き
る
人

・
年
齢
満
2
5
歳
以
上
の
日
本
国
民

◇
立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
日
時

6

月
1
1
日
⑤
午
後
1

時
3
0
分

・
場
所
役
場
第

3

会
議
室

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
当
日
は
、
必
ず
保
護
者
同
伴

で
、
上
履
き
（
子
も
保
護
者
も
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

<

（
個
別
住
民
説
明
会
）

に
出
前
講
座

施
し
ま
す
。

内
容
は
、
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
や

利
用
の
し
か
た
、
町
の
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
な
ど
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
を
利
用
し
な
が
ら
、
説
明
を
す
る

を
実

予
定
で
す
。
希
望
す
る
団
体
等
は
保
健
福

祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

希
望
団
体
は
申
込
を

幼
稚
園
に
体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か

◇
立
候
補
の
届
出

・
日
時

6

月
2
6
日
因
牟
口
示
日
）

午
前
8

時
3
0
分
＼
午
後5
時

・
場
所
役
場
会
議
室

-
L
 

渭
胃
｀

き
ま
す
の
で
、
見
学
さ
れ
る
か
た
は
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
．

見
学
さ
れ
る
と
き
は
、
幼
稚
園
舎
東
側

の
職
員
室
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
職
員
に

一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
職
員
が

案
内
す
る
都
合
上
、
午
後
3

時
3
0
分
か
ら

5

時
ま
で
の
見
学
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
は
7

月
1
日
⑭
で
す

‘ふジ入‘衣し～令令が，：：令令～’；O'.;S’;S'入＇，ご｀ヘ・、9 ✓.9、々、、ベヽ‘iゞ々‘ゞ令．吹メダ：：t多℃’；ゞ；ダ；ぷ:,;/,、メ‘へぐベヽ、←、、i'、、む、‘奴沼令令9：：令’；O'ン令’;S'／シ'^m^~‘乞,ぶへ｀々、ゞゞぐ'‘冷9：＇◇9'：：O＇;S';?’ジ｛、｝’～ら、9＾へ’へこし、へ々、｀,·,',,、冷 9：：ぐ＂ヽ9：：令9：：9'ンS'✓‘炉；令＇，ぷ心◇、ぶ‘ペヽ．へペヽ、←透ゞか、、9◇~9:~':;9';O'ンぐ＇ノ、9’；ぷ‘人＾へご＾ら、ヘベ、｀ペヽ

相
談
所
開
設
の
日
時
・
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
日
時

6

月
1
5
日
⑤
午
前
1
0
時
＼
午

後
3

時

◇
場
所
役
場
第

3

会
議
室

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

昭
和
2
4
年6
月
1

日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

群
馬
県
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
6

月
1

日
を
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
3

人
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
ま
す
。
（
敬
称
略
）

・
瀬
下
昭
一
（
新
里
6
閻
3
6
1
8
)

・
柿
沼
昭
博
（
江□
6
訓
2
1
8
1
)

•
石
川
賓
（
矢
島

6
閻
3
6
8
3
)

人
権
擁
護
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

平成13年 5 月 10 日（木） (6) 
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
加
入
者
が
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線

か
ら
デ
ジ
タ
ル

(
I
N
S
)
回
線
に
切
り

替
え
た
場
合
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
対
策
と

し
て
、

N
T
T

で
開
発
し
た
「
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
」
を

無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
パ

ソ
コ
ン
と
一
部
適
合
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

]
フ
ト
ー
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
を
無
償
貸
与
し
て
い
ま
す

日
ご
ろ
よ
り
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
で
は
、

生
活
環
境
を
改
善
し
、
明
る
＜
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
下
水
道
整
備
事
業

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
、
平
成
1
3
年
度
の
下

水
道
工
事
着
手
予
定
箇
所
の
概
要
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
事
の
種
類
・
施
工
予
定
箇
所
・
施
工
延

長
（
管
渠
工
事
）

①
終
末
処
理
場
土
木
建
築
工
事
．
｀

南
大
島
地
内

②
幹
線
管
渠
築
造
工
事

延
長
約
4
5
0
m

③
幹
線
管
渠
築
造
工
事

延
長
約
2
8
0
m

④
幹
線
管
渠
築
造
工
事

延
長
約
2
l
o
m

⑤
幹
線
管
渠
築
造
工
事

延
長
約
3
3
0
m

⑥
枝
線
管
渠
築
造
工
事

延
長
約
3
7
0
m

新
里
地
内

新
里
地
内

新
里
地
内

新
里
地
内

田
島
地
内

II __ J__ __ J I II II II 

水
道
課

内
線
3
7
1

企
画
課
広
報
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
企
画
課
ま
た
は

N
T
T

東

日
本
館
林
営
業
所
営
業
担
当

6
0
1
2
0

|
1
0
9
1
1
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

己
駐
i
-
閉
E
E闘
爵
目

L
肩
覧
眉
且
駈

m

,SCぷx,Cぷ没C＄◇9e0、ヽ文‘たヽゞ，マ，で、ダ，ごうば◇ぷ哀OSOK令ぷ注令区、へ沃‘..、、>、、..9~.'、ヤ、さ＇，eうぶ＞gCぶ滋Cぷ＞00K、へベ、へ＞、、ぺ‘へ，ゞし戸らが

住
民
課

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
、
一
定

の
要
件
を
も
と
に
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
免
除

病
気
や
事
業
の
不
振
な
ど
の
理
由
に
よ

り
収
入
が
減
り
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
場
合
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
所
得
や
資
産

の
状
況
を
見
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

◇
法
定
免
除

生
活
保
護
や
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

か
た
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「
苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う

か
た
は
、
住
民
課
保
険
年
金
係
、
ま
た

は
太
田
社
会
保
険
事
務
所
6
⑱
3
7
1

1

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♦
免
除
期
間
の
追
納
が
で
き
ま
す

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
年
金
を
受
け
る
と
き
、
保
険
料
を
納

め
た
場
合
の
3

分
の
1

で
計
算
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保

険
料
を
後
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
「
追

納
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

追
納
は
1
0
年
前
ま
で
さ
か
の
ほ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
保
険
料
は

経
過
し
た
年
数
に
よ
っ
て
加
算
さ
れ
た

額
に
な
り
ま
す
。
）

内
線
3
3
7

国
民
年
金
に
は
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す

(7) 平成13年 5 月 10 日（木）



公共工事の発注見通しを公表します
四半期ごとに年 4 回公表

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
平
成
1
3年
度
か
ら
新
た
に
毎
年
度

の
発
注
見
通
し
の
公
表
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
、
こ
れ
を
入
札

結
果
同
様
、
左
記
対
象
外
事
業
を
除
き

「
広
報
め
い
わ
」
で
年
4

回
（
四
半
期

ご
と
）
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
と
も
公
共
工
事
に
対
す

る
町
民
の
信
頼
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

対
象
外
事
業

①
予
定
価
格
が
2
5
0

万
円
を
超
え
な

い
と
見
込
ま
れ
る
公
共
工
事

②
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
行
為
を

秘
密
に
す
る
必
要
の
あ
る
も
の

③
土
地
等
の
取
得
が
未
了
で
、
見
通
し

と
し
て
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の

④
他
の
公
物
管
理
者
・
地
元
関
係
者
等

と
の
協
議
が
未
了
で
、
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の

⑤
当
該
年
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
詳

細
設
計
が
未
了
で
、
見
通
し
と
し
て

公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
る
も
の

⑤
災
害
・
事
故
等
で
緊
急
的
に
行
う
エ

事
⑦
附
帯
工
事
・
受
託
工
事
等
で
議
会
承

認
等
が
未
了
の
も
の

⑧
他
の
工
事
の
入
札
・
執
行
状
況
に
影

響
を
受
け
る
工
事
、
お
よ
び
管
理
施

設
等
に
関
連
し
た
不
的
確
要
素
に
よ

り
緊
急
的
な
も
の

平成13年度 公共工事発注見通し一覧表 ［入札および契約の方法はすべて指名競争〕

課名 I 名 称 ［種別［場所 1 期間 I 概 要 1入植し時期（四半期）！
ークー--~---L-~-----ク - --"---- ' - - --- --- ------- i 

総務課 防失水槽設置工事 土木ー式町内2か所予定 約4か月 防失水槽設置 (2基予定） , : 第3四半期
- I 

保健福祉課 （仮）開和阿社会福祉会餌改修工事 建築ー式 旧中央幼稚園 約4か月 1日幼稚蜃舎の全館改修および埋築 も よ 第 1 四半期
経済課 第 1 エ区水路整備工事 土木ー式新里地内 約3か月 水路整備し＝220m , . ,,ヽ , 第 1 四半期
経済課 大輪東地区農道整備工事土木一式大輪地内 約4か月 農道整備し＝ 160m , 』 第 1 四半期
水道課 幹線管渠築造工事 土木一式田島地内 約8か月 1 号幹線推進工事L＝約450m ' 第2四半期

---'1  

水道課 幹線管渠築造工事 :' 土木一式新里地内 約6か月 1 号幹線推進工事し＝約280m 士 , 第2四半期

水道課 幹線管渠築造工事 ＇マ 土木一式新里地内 約5か月 2号幹線推進工事L＝約210m ，•ししつ 第2四半期
~ ~ 

水道課 日 幹線管渠築造工事 土木一式新里地内 約6か月 2号幹線推進工事し＝約330m ' 第2四半期

※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。 I 

入
札
結
果

介護予防の拠点施設となる（仮）社会福祉会館に改
修工事される旧中央幼稚園舎

平成13年 5 月 10 日（木） (8) 
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IT講習会に参加してみませんか
初心者向けパソコン教室

IT講習会日程表

6]  

7 • 8 月

F 
芦にこここ I:：□ 1 日 1ぃ言：
G 

¥!.)'SI i I U•VV I i 

1一竺□□三三三

I
T

講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
や

科
学
技
術
の
進
歩
に
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
で
は
だ

れ
も
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
で
き
る

ょ
う
に
と
「
I
T

講
習
会
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
で
も
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
初
心
者
向
け
の
簡

単
な
内
容
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
内
容
簡
単
な
文
書
作
成
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル

(
1講
座

1
2時
間
）

◇
対
象

2
0歳
以
上
の
人

i

,
9
9
,
9

し

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

C
閥
4
4
9
1

◇
日
時
左
記
日
程
表
の
と
お
り

◇
会
場
中
央
公
民
館

◇
定
員
各
講
座

2
0名
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
間

5

月

2
0日
⑪
＼
3
1日
困

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
中
央
公

民
館
窓
口
（
電
話
で
も
可
）
6
閻
4

4
9
1
 

※
ど
の
講
座
も
1
0名
に
満
た
な
い
場
合

は
、
他
の
講
座
に
移
っ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

9
.
 

一一一一一一一一一一一一
町
で
は
、

1
2年
度
に
大
気
中
の
ダ

—
ィ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
を
3

地
点
で
各

一

2

回

(
8月
、
2

月
）
実
施
し
ま
し
た
。

一一I

結
果
は
、
年
平
均
値
が
環
境
省
の

一一
大
気
環
境
基
準
値
の
0
.
6

を
下
回

る
1

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

0
.
2

一一-
0
3

か
ら
0
.
2
6
9

ピ
コ
グ
ラ
ム

一一
で
し
た
。
本
年
度
も
大
気
中
の
ダ
イ

i
ォ
キ
シ
ン
類
調
査
を
行
い
、
結
果
を

ー
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一一一i
※
1

ピ
コ
グ
ラ
ム
は
、

1

兆
分
の
1

ー
グ
ラ
ム
で
す
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．
i

-
r
,
'か
＇

一
喜
‘
.
i
[

ヽ
忍
．
｛

―
｀
ぎ
．
て
』
i
i

・
＇
（
＇
廿
寸
叫r

一
汀
心
｀
ゞ
＇
―

9
王
、

一
人
ご
，
，

9，l
.
'
r
’

一
｀
｀
笠
，
い

ー
I

ヽ
炒
＇
「
i
,
．
藷

m

-
:
1
`
9
-
:
＂
，
況

-
」
・
＼

A
.

―
,
：
一
、
状

-
,
•
～
＇
口

K
[

取

ー
＇
！
り
]
：
そ
採

-
I
]
”
養

o

i
芦
一
の

―
ぶ
．
、
ヽ
‘
.
,
'
し
ゃ
い
●
，
で

□
/
]
、94
-
`
5

-
9
'
,
9
.

デ
·
黒

—
口
．
一
'
·
江

—
ぃ
，
：
／
上

一一―
『
i
ー
：
＇
’
:
，
．
ー
，
＇
，
i
ー
，
＇
’
9
9
9
9
9
9
，
奇
，
＇

一
｛
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

8

内
）

C
脳
4
6
8
6

一一一r
 

町内 3 地点での調査結果

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

環
境
省
の
大
気
礫
境
基
準
値
を
下
回
る

L--------------------------------------------------------------.J 
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あなたの声 をお寄せください
町への手紙で合後のまちづくりに反映

～みんなの声を町政に～

「町への手紙」あなだの声をあ寄せください
町政に対して、考えていること｀感じていることを、町宛に手紙（下記封尚）であ送りください。

明る＜住みよい11!Jづくリの参考にさせていただくため、皆さんの建設的なご意見・ご提琶をあ待ち
しています。

《締め切り）平成 14年3月31 日（日）当日消印有効 （問い合わせ先＞企画課広報係 TEL84-3111 曇
ま
。呻
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ご氏名 ＝みんなの声＝

ご住所

ご職業
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年
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の
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し
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さ
り
と
り

2
7
 

沿
圧
叫
達
翌
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甘
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f
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(
S北
サ
涸
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回
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し l 索趣目渥画仔〉
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（＞翌湘）

————————————— 
i1
帥
湘
翌
A
L

町
で
は
、
町
政
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
声
（
提
案
）
を
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
合
月
の
広
報
紙
に
折
り

込
ま
れ
て
い
る
「
町
へ
の
手
紙
」
で
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見

や
ご
要
望
を
あ
伺
い
し
ま
す
。

あ
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
合
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
私
だ
ち
の
明
和
町
を
明
る
＜
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
だ
め
に
、
あ
な
た
の
声
（
提
案
）
を
あ
寄
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
等
の

場
合
は

1
4日
以
内
に
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
の
医
療
保
険
に
入
っ
て
い

る
人
以
外
は
職
業
や
年
齢
に
関
係
な
く
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
で
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず

1
4日
以
内
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き
i
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き
一
そ
の
他

平成13年 5 月 10 日（木） (10) 



町政 HOTNEWS

役場四（84)3111

児
童
手
当
の
申
請
は
お
忘
れ
な
く

□口
心
註
豆
詞
[

児
童
手
当
は
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
の
生
活
の
安

定
と
、
児
童
の
成
長
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
支
給
す
る
手
当
で
す

◎
支
給
額

◇
第
1

子
・
第
2

子
は
月
額
5

、

0
0
0

円

◇
第
3

子
以
降
は
1

人
月
額
1
0

、

0
0
0

円支
給
月
は
、
2

月

•
6

月
・
1
0
月
で
4

か
月
分
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
ま
す

◎
申
請
方
法

児
童
手
当
等
認
定
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
う
え
、
保
健
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
（
公
務
員
の
か
た
は
勤
務

先
へ
）

な
お
、
認
定
請
求
書
の
ほ
か
に
「
年
金

加
入
証
明
書
（
会
社
員
の
か
た
）
」
「
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書

(
H
1
3
.
1
.
1現

在
明
和
町
に
お
住
ま
い
で
な
い
か
た
）
」
が

必
要
で
す
。

在
宅
の
障
害
者
等
が
外
出
時
に
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一
部
を
補

助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
の
対

象
者
に
、
平
成

1
3年
度
か
ら
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1

級
の
か
た
が
加
わ
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た
に
限
り

ま
す
。

◇
補
助
額

運
賃
の
う
ち
基
本
料
金
を
補

◎
い
ろ
い
ろ
な
届
出

養
育
す
る
児
童
が
増
え
た
場
合
（
出
生

等
）
少
な
く
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
特
例

給
付
受
給
者
の
か
た
で
会
社
を
退
職
し
て

厚
生
年
金
等
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
◇
利
用
券
の
交
付
対
象
者
一
人
に
つ
き

年
間
4
0
枚
交
付
（
年
度
の
途
中
申
請
は

月
割
交
付
）

◇
利
用
方
法
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
に
障

害
者
手
帳
等
を
提
示
し
、
利
用
券
1

枚

を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
で
き
る
タ
ク
ジ
ー
川
俣
交
通
、

多
々
良
タ
ク
シ
ー
、
合
同
タ
ク
シ
ー
、

◎
所
得
制
限
限
度
額

今
回
限
度
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
予
定

で
す
の
で
、
前
回
所
得
制
限
に
よ
り
非
該

当
の
か
た
、
扶
養
親
族
の
増
加
等
に
よ
り

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
5

月
中
に
申
請
手
続
き
を
す
る

と

6

月
分
よ
り
支
給
と
な
り
ま
す
。
所
得

に
は
一
定
の
控
除
（
医
療
費
控
除
等
十
8

万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
、
日
本
中
央
タ
ク
シ

ー
、
す
み
れ
タ
ク
シ
ー
、
朝
日
タ
ク
シ

※
申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
、
地
区
民
生

委
員
ま
た
は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
保
健
硼
祉
手
帳

1

級
の
か
た
に
も
掘
祉
タ
ク
シ
ー
券
配
布

平成13年度所得制限限度額予定表（単位：万円）

扶養親族等の数 1 児童手当 I （厚讐喜言塁者）
460 

498 

536 

574 

612 

650 

、ぐ‘‘‘?‘；；ざジ＇謬’謬

道路等法面図（例）

みずから守ろう

みんなの地域

5 月は「水防月間」です

道路

法面

ロ

町
で
は
、
道
路
・
水
路
等
の
法
面
を
保

護
す
る
た
め
に
、
除
草
す
る
場
合
は
草
刈

り
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
法
面
の
維
持

管
理
の
た
め
、
除
草
薬
散
布
は
や
め
ま
し

ょ
ろ
つ
。

の
り
め
ん

町
道
等
法
面
へ
の
除

草
薬
散
布
は
や
め
ま

し
ょ
う

(11) 平成13年 5 月 10 日（木）



子ども会育成会長等の役員さんが決まりましたので、ご紹介します。それ

ぞれの分野でご活躍いただきます。よろしくあ願いします。 （敬称略）

矢
島
石
崎補
充

薫

（
新
）

斗
合
田
田
村
登
貴
男
（
再
）

下
江
黒
中
村
重
雄
（
新
）

上
江
黒
橋
本
吾
作
（
新
）

千
津
井
松
本
君
夫
（
新
）

江
口
●
、
小
此
木
啓
一
（
新
）

田
島
酒
井
努
（
新
）

南
大
島
古
屋
仁
子
（
新
）

新
里
小
宅
誠
（
再
）

中
谷
長
谷
川
三
恵
子
（
新
）

梅
原
始
澤
昭
（
新
）

川
俣
伊
藤
龍
三
（
新
）

須
賀
田
口
和
穂
（
新
）

大
輪
田
口
範
幸
（
新
）

入
ケ
谷
金
子
滋
（
新
）

矢
島
石
崎
邦
幸
（
新
）

大
佐
貫
臼
井
恭
子
（
新
）

▽
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長

1
1

小
宅
誠
（
新
里
）

▽
副
会
長
1
1

田
村
登
貴
男
（
斗
合
田
）
．

石
崎
邦
幸
（
矢
島
）

統
計
調
査
協
力
員

育子

成ど

会も

長会

千
津
井
野
本
進
（
新
）

新
里
谷
津
進
一
（
新
）

補
充
交
通
指
導
委
員

479 

613 

640 

569 

1,223 

1,776 

1,372 

1,003 

391 

西
小

大
工
原

晃

（
新
）

補
充

行政区別人口あよび世帯数（平成13年4月 1 日現在）

■顧[1 '·量量［一■鵬層-

下江黒' 330 

上江黒

千津井

江口

田島

南大島

新里

梅原

須賀

矢島

大佐貫

486 

886 

117 

675 

749 

11,677 

93 

140 

158 

167 

150 

347 

体
育
指
導
委
員

竺
長
に

市
村

瓢
し
い
嘗
員
さ
ん
の

578 

451 

273 

114 

140 

230 

36 

171 

266 

3,405 

『
』
纏
介
で
す

町
体
育
協
会
理
事
会
が
5

月
1

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開

か
れ
、
同
協
会
の
会
長
に
市
村
正
男
さ
ん
（
新
里
）
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
副
会
長
に
は
、
武
井
英
夫
さ
ん
（
再
任
）
、
鯉
沼
哲
雄
さ
ん

（
再
任
）
、
阿
部
利
江
さ
ん
（
新
任
）
の
3
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

]
県
政
へ
の
意
見
等

[
は
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ

心
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ

]
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
広
く
聴

訊
く
た
め
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

〗
し
て
い
ま
す
。
平
成

1
3年
度
は
、

5
本
町
か
ら
次
の
二
人
の
か
た
が
委

x

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

邸
県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
心

]
了
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
5

f
へ
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
冨

（
敬
称
略
）
六

]
>
田
口
範
雄
（
大
輔
）

6
図
2
3
6
6

疇

5
>
磯
三
恵
子
（
新
里
）

竺
図
5
0
7
9
[

＾
沃
〉
．
＾
ッ
．
＾
＞
べ
＞
｛
＞
バ
＞
．
＾

v
＞
ぺ
＞
．
ハ
＞
．
ハ
＞
．
＾
＂
．
＾
＞
．
＾
＞
べ
＞

4
x
·沃
＞
バ
＞
．
ハ
＞
．
ハ
〉
．
＾
＂
．
＾
＞
が
＞
バ
沃
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群
馬
県
砿
言
察
の3
月
2
9
日
付
け
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
明
和
駐
在
所
長
の
郷

蓼
言
部
補
が
転
任
し
、
後
任
の
所
長
に
大

大野駐在所長

長
に
大

平
成
1
3
年4
月
1

日
付
け
で
、
鯉
沼

哲
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
が
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）
さ

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
、
国
道
・
国

税
・
登
記
・
郵
便
な
ど
国
の
業
務
や
地

方
公
共
団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
、
国
民
年
金
•
生

活
保
護
・
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
業

務
、
特
殊
法
人
(
J
R

や
N
T
T

な
ど
）

の
業
務
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
困
っ
た
、

な
ん
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
悩

ん
で
い
る
こ
と
や
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」

明
和
駐
在
所

町
の
治
安
維
持
に
万
全
を
尽
く
し
ま
す

と
い
う
よ
う
な
苦
情
・
要
望
・
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
毎
月
役
場
で
の
定
例
相

談
の
ほ
か
、
電
話
や
手
紙
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
保
健
福
祉
課
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
6
閲
4
9
2
6

◇
相
談
員
連
絡
先
大
佐
貰
2
9
5
1
1

6
凶
2
4
7
3

野

鯉沼哲雄さん

（大佐貫）

野
廠
言
部
補
が
群
馬
県
蓼
―
忠
祭
本
部
か
ら
着

任
し
ま
し
た
。

大
野
所
長
は
「
明
和
町
か
ら
事
件
や

事
故
を
1

件
で
も
減
ら
す
よ
う
に
努
力

し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
頼
り
に
さ
れ
、

愛
さ
れ
、
皆
様
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
け
る
駐
在
所
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
明
る
＜
平
和
な

明
和
町
の
治
安
維
持
に
万
全
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

蓼
―
〖部補

ご
要
望
等
あ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
相
談
委
員
に
鯉
沼
哲
雄
さ
ん
（
再
任
）

明和駐在所

(13) 平成13年 5 月 10 日（木）
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(15) 平成13年 5 月 10 日（木） 身近な情報をあ寄せください。
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あなたのお子様

は

とっちですか？

小
児
生
活
習
謂
病
健
診

平
成
9

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
5

オ
児

健
診
も
4

年
目
を
迎
え
、
今
ま
で
3
6

6

人
の
子
ど
も
た
ち
が
血
液
検
査
等
を

受
け
ま
し
た
。
平
成
1
2
年
度
の
結
果
と

併
せ
て
表
1

に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
表
1

の
と
お
り
、
平
成

1
2
年
度
も
生
活
習
慣
病
予
備
軍
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
た
ち
が
4
0
.
9
％
と
高
率

で
し
た
。
中
で
も
中
性
脂
肪
の
高
め
な

子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
の
生
活
状
況
調
査
を
調
べ
た

ら
、
家
の
中
遊
び
や
朝
食
の
欠
食
が
多

く
、
魚
よ
り
肉
料
理
が
好
き
で
あ
る
。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の

調
味
料
を
使
う
頻
度
と
量
が
多
く
、
お

や
つ
で
は
甘
い
も
の
を
好
ん
で
食
べ
て

い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
全
体
的
に

脂
肪
や
糖
質
の
摂
取
が
多
く
、
カ
ロ
リ

ー
オ
ー
バ
ー
き
み
で
消
費
カ
ロ
リ
ー
よ

り
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
多
い
、
い
わ
ゆ
る

肥
満
に
な
り
や
す
い
食
事
・
行
動
傾
向

で
あ
り
ま
し
た
。
現
に
、
中
性
脂
肪
の

高
い
子
ど
も
た
ち
の
肥
満
度
を
調
べ
る

と
揺
％
と
体
重
に
す
る
と
約
1

k
g
他
の

子
ど
も
た
ち
よ
り
重
い
と
言
う
結
果
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
中
性
脂
肪
の
検

査
に
関
し
て
は
食
事
の
影
響
を
と
て
も

受
け
や
す
い
の
で
、
厳
密
に
検
査
す
る

の
な
ら
8

時
間
以
上
の
絶
食
が
必
要
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
異
常
者
が
多
か
っ
た
動
脈
硬

化
指
数
は
、
こ
の
ま
ま
の
血
液
の
状
態

を
続
け
る
と
他
の
子
ど
も
た
ち
よ
り
早

表 1 平成12年度と過去 4 年間の血液検盃結果

明和町 l」＼児
目[----- - -

平成 12年度 過去4年間 セン--------t—-----]-----------
[ 93人 366人 1061 人

---------- | ---
40.7% I 24.5% 

］：：口~ロ------―こ―-0ー讐□□: 62% 1 - 8 1% 

医療

,‘タ一

◄
・
5
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~
~
i1
~

吟
i
冑
“
i

~
-
P
~
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平成13年 5 月 10 日（木） (16) 



く
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と

い
う
数
値
で
、
H
D
L

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
低
い
子
ど
も
た
ち
と
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
子
ど
も
た
ち
に

起
こ
り
や
す
い
状
態
で
す
。
こ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
生
活
状
況
調
査

で
は
、
外
食
・
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

の
回
数
や
、
レ
ト
ル
ト
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
の
摂
取
頻
度
が
多
い
こ
と

と
、
食
品
の
好
き
嫌
い
が
多
い
、
い

わ
ゆ
る
偏
っ
た
食
事
傾
向
の
特
徴
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
肥
満
度
は
マ
イ
ナ
ス
で
、
動
脈

硬
化
の
進
行
状
態
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
は
、
体
型
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
年
々
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
増
加
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
肥
溝
症
の
子
ど
も
た
ち
（
肥
満
度

2
0
％
以
上
）
の
生
活
状
況
調
査
で
は
、

フ
ァ
ミ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
家
の
中

で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
、
あ
ま
り
動
き

た
が
ら
な
い
。
食
生
活
で
は
ウ
ィ
ン

ナ
ー
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
カ
ロ
リ

ー
の
高
い
肉
の
加
工
食
品
や
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
清
涼
飲

料
水
の
摂
取
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に

カ
ロ
リ
ー
の
摂
取
と
消
費
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
こ
と
と
、
早
食
い
、
お
や

つ
は
時
間
を
決
め
な
い
で
ダ
ラ
ダ
ラ

食
べ
て
い
る
と
い
う
、
ま
す
ま
す
肥

満
傾
向
に
な
り
や
す
い
生
活
状
況
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
病
の
因

子
は
、
習
慣
と
環
境
と
遺
伝
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
食
事
の
ポ

イ
ン
ト
を
の
せ
ま
す
が
ぜ
ひ
家
族
ぐ

る
み
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

•おやつの時周と内
容の工夫を

●うす味料理を．I ●食物繊維を十分に

ん』叩曾

: しム

●偏食にならないよ
うに6つの基礎食品
をまんべんなく．!/

●食事は雑食（和
洋・中華）で．！ 目
安は 1 日 30食品以上

•食卓に空腹でむか
わせる

冨
汽竺

•食卓を楽しく、味
つけをおいしく

, 
會
驀

っ
＂

こんなことに注意！子どもの食事のポイント
•カルシウムを十分 •砂糖をとりすぎな
に．I A. い！

•動物性脂肪をとリ
すぎない

亭! 

料
理
を
作

つ
昨年のそば作り教室

町
で
は
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員
の

ご
協
力
を
得
て
、
「
男
の
料
理
教
室
」

を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

料
理
を
作
る
の
は
初
め
て
、
包
丁
を

持
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
か
た
に
も

分
か
る
よ
う
に
簡
単
な
料
理
か
ら
始
め

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
男
性
の
か
た

は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
間

5

月
1
0
日
困
＼6
月
2
0

日
因
午
前

8

時
3
0
分
＼
午
後5
時

1
5
分
（
土
・
日
を
除
く
）

0
対
象
町
在
住
の
男
性
昼
・
夜
と

も

1
5
名
募
集
（
先
着
順
）

〇
費
用
無
料

〇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
保
健
福

祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
閲
4
9
2
6

5

男
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

5

て
み
ま
せ
ん
か
？

(17) 平成13年 5 月 10 日（木）



本
町
の
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
か

た
が
た
が
、
こ
の
ほ
ど
町
体
育
協
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
8

人
で
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

競
技
優
秀
者

◎
奈
良
原
弘
子
（
矢
島
）

▽
第
2
3
回
全
国
Jo
c

ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ

プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
1
0
歳
以
下
2

0
0

信
リ
レ
ー
1
1

第
2

位

◎
富
塚
拓
也
（
中
谷
）

▽
第
9

回
関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
小
学
生
5
ー

6

年
の
部
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
3
2
％
級l
I

準
優
勝

◎
酒
井
将
達
（
新
里
）

体
育
協
会
長
表
彰

競
技
優
秀
者
ら

8

人

6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)_) 
4

4

 

館
⑱
夕
侶

＾
育

6
ン

6

"
―
―
―
―
―
一
＿
＿
―
-
―
-
三
一
＿
＿
●
-
＿
ー
．
，
＇
―
-
―
-
体
セ

，
＇l-
U
"
"会
洋

。
社
海

—-——-—————

-I-
—-——
l-——— 

鼻

0
、

八
，

◇
日
時

6

月
2
4
日
⑪
午
前
9

時
＼

◇
場
所
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

第
3

回

水
泳

記

録

会

▽
第
9

回
関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
小
学
生

5

ー

6

年
の
部
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
6
1
冗
級1
1

第
3

位

◎
谷
津
芳
伯
（
新
里
）

▽
第
2
7
回
関
東
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

6
9キ
ロ

級
1
1

第
3

位

◎
坂
上
桂
一
（
中
谷
）

▽
第
1
7
回
全
国
社
会
人
オ
ー
プ
ン
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
グ
レ
コ
ロ
ー
マ

ン
ス
タ
イ
ル
6
3
キ
ロ
級11
第
3

位

功
労
者

◎
鈴
木
勝
夫
（
斗
合
田
）

▽
本
会
副
会
長
お
よ
び
体
育
指
導
委
員

と
し
て
、
1
1
年
間
社
会
体
育
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◎
新
井
登
志
雄
（
江
口
）

▽
本
会
常
任
理
事
お
よ
び
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
長
と
し
て
6

年
間
社
会
体
育

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞

◎
川
合
達
夫
（
南
大
島
）

▽
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
▽

第
5
5
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
青

年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
9
7
キ
ロ
級1
1

優

勝
▽
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
8
5
％
級
I
I
優
勝

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

5

月
2
0
日
⑪
か
ら6
月

3

日
⑪
ま
で
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
（
月
曜
日
を
除
く
）

◇
期
日

5
\
6

月

(
4回
）

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費

4
5
0

円

◇
申
し
込
み

5

月
1
3
日
⑪
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日

6

月
＼
7
月

(
8回
）

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費

4
5
0

円

◇
申
し
込
み

5

月
1
3
日
⑭
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日

6

月

◇
場
所
赤
城
山

◇
募
集
人
員
4
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
極
拳
教
室

ボソ

フ

ルト

講バ

習レ

会
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優勝した森尻さん、瀧口さん、白問さん（左から）

, 
8
 
7 6 

第
4

回
町
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

◇
町
長
杯
白
間
啓
二

最
小
不
ッ
ト
数

7
0
.
8

◇
一
般
男
子
の
部
グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

優
勝
白
間
啓
二

9
0
7
0
.
8

準
優
勝
須
藤
義
治

7
6
7
1
.
2

3

位
向
山
重
治

9
2
7
2
.
8

4

位
原
島
重
夫

9
2
7
2
.
8

5

位
上
野
幹
誠

8
5
7
3
.
o

位
坂
下
勝
也

9
0
7
3
.
2

位
橋
本
貴
好

8
4
7
3
.
2

位
福
田
和
夫

8
3
7
3
.
4

位
見
村
富
男

1
0
6
7
3
.
6 6

 
4

月

2
2日
、
町
公
共
施
設
利
用
団

体
総
勢
3
9団
体
2
9
9

人
が
参
加

し
、
利
根
川
美
化
運
動
の
一
環
と
し

て
「
利
根
川
上
流
河
川
一
斉
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
が
利
根
川
総
合
運
動
場
周

辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

4

月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
河
川
敷
等
へ
の
不
法
投
棄

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
少
し
で
も
ゴ

ミ
を
減
ら
そ
う
と
す
る
心
の
輪
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
町
民
み
ん
な

に
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

こんなにたくさんのゴミがあったんだね

公
共
施
設
利
用
団
体
2
9
9

人
が
河
川
敷
清
掃

1
0
位
大
倉
野
敏

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
森
尻
悦
子

準
優
勝
小
川
光
代

3

位
杉
田
み
や
子

◇
ジ
ニ
ア
の
部

優
勝
瀧
口
清
郎

準
優
勝
島
田
晋

3

位
五
十
嵐
吉
市

4

位
荒
川
保

5

位
落
合
四
郎

位
渡
辺
宏

第

1
4
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
交
流
大
会

優
勝
田
口
ま
さ
子

準
優
勝
渋
沢
ろ
く

3

位
池
田
勇

91 109 81 89 95 85 

74 74 73 73 73 73 ...... 
2 2 8 4 4 0 

97 109 102 

79 77 74 ... 
0 8 4 .6

 

2

3

 

8

7

 

準
優
勝
リ
ト
ル
明
和

準優勝した「リトル明和」

第
3
7回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
大
会
軟
式
野
球
大

会
邑
楽
郡
予
選
会

休
日
当
番
医

わだらせりリこ 1yり
8 (77) 2727 

館林地区と

同じです

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。
（
内
科
・
外
科
・
産
婦

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
・
歯
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
、
歯
科
は
館
林
邑
楽
歯
科

医
師
会
館

[
6⑬
8
8
1
8
]
が
担
当
し
ま
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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館
サ

林

テラ
パート
イト開設

東洋大学学術講演会
マナーアップドライブ］
2 0 0 参加者雲集t

館林公共職業安定所
ff (75) 8609 

館林公共職業安定所では、就業形

態の多様化、主婦の職場進出等を背
景に、パートタイム労働力は地域に

密着した労働力として、大きなウエ

イトを占めており、このたび、パー

トタイムの職業相談・紹介業務を専

門的に取り扱う「館林パートサテラ
イト」を本年 5 月より設置しました。

多くの皆様がご利用くださいますよ

うご案内いたします。

◇開設場所館林市民センター分室

1 階（館林市仲町5-25)

◇開所日時 毎週月～金曜日（祝日

除く）午前 9 時～午後 4 時30分

◇電話 (76) 7810 FAX (76) 7811 
※この施設には、パートコーナー

（県の施設）とパートタイム職業相

談室（館林市の施設）が併設されてい

ます。

求 人 説 明 会

館林公共職業安定所
合 (75)8609 

館林公共職業安定所では、平成14

年 3 月新規学校卒業者の採用を予定

している事業主のかたがたを対象と

する「求人説明会」を次のとおり開

催しますので、ご出席くださるよう

お知らせいたします。

◇日時 6 月 8 日命午後1時30分～

◇会場館林市文化会館小ホール

※詳しくは、ハローワーク館林求人

担当までお問い合わせください。

館
職
林厚

員
生病
募

院
集

館林厚生病院
合 (72)3140 

◇職種・人員看護婦（士）若干人

◇応募資格 レ日本国籍のあるかた

で昭和36年 4 月 2 日以降生まれの

有資格者

◇願書締切 5 月 31 日（木）

◇提出書類 »履歴書 (5 月 15 日伏）
より館林厚生病院庶務課で配布し

ます）レ看護婦（士）免許の写し
◇試験作文・面接試験

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

板倉町教育委員会
合 (82) 1111 

◇テーマ 「源氏物語にみる人間模
様」～親子のわかれ～

◇講師神作光ー氏（東洋大学文学

部教授）
◇日時 6 月 23 日(±)

～午後0時30分

◇会場 東洋大学板倉キャンパス

1101番教室

◇聴講料無料

◇定員 250名（定員を超えた場合
は抽選）

◇申込期間

冷）

◇申込万法往復はがきに「学術講

演会」と記入のうえ、住所・氏名

（フリガナ） ・性別・年齢・電話

番号・職業、返信用にもあて名を

明記のうえ〒374-0192 板倉町大

字板倉2067 板倉町教育委員会へ

郵送してください。

午前10時30分

5 月 21 日旧）～ 6 月 8 日

企画展（新田家関係

文書）＆講演会

東毛歴史資料館
fl (52) 2215 

企画展

～徳川家康と新田家にかかわる人々～

◇期限 6 月 10 日（日） 毎週月曜日お

よび5月 31 日（木）は休館です。

◇会場東毛歴史資料館（尾島町）

◇主な展示品徳川家康書状ほか

◇入館料大人200円、学生100 円、

小・中学生50円

講演会

◇日時 5 月 19 日(±)

◇演題猫絵の殿様

◇講師落合延孝さん（群馬大学社

会情報学部教授）

◇定員、． 100人

◇申し込み電話で東毛歴史資料館へ
四阿ご令磁幽一螂響暉細待

瓜
冒

午後 2 時

県庁交通政策課
合027(226)2388

200 日の期間中、無事故・無違反

の達成を目指す運転者のチーム (5

人 1 組）を募集します。

◇対象 »一般の部県内に在住・

在勤・在学し、日常生活で自動

車・バイクなどを使用している人

で構成するチーム（高校生は学校

の許可が必要） »高齢者の部県内

に在住・在勤し、日常生活で自動

車・バイクなどを使用している 60

歳以上の人で構成するチーム (5

人のうち 65歳以上が 3 人含まれる

こと）

◇実施期間

旧）

◇賞海外・国内旅行など

◇参加費 1 チーム 1,000円

◇応募期限 5月 31 日（木） 消印有効

◇申込用紙配布場所 住民課窓口、
明和駐在所ほか

日 園

6月 15 日直）～ 12月 31 日

緑化教室

県緑化センター
ft (88) 7188 

◇日時 5 月 20 日（日） 午前10時～正

午（雨天決行）

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師 フラワーアドバイザー 坂

村直美先生

◇演題 ワンカラーで彩るコンテナ

ガーデン

◇募集人員

◇受講費用

◇申し込み

50名（先着順）

2,000円

県緑化センターへ

R

花 rJ
 

よ み

は

5 月の播種

ケイトウ

アサガオ
ジギタリス
など

久
留
米
ケ
イ
ト
ウ

（開花5月下旬）

（開花ワ月中旬）
（開花5月上旬）
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町の無料法律相談
日時＝ 6 月 11 日旧）

午前10時～午後 1 時
場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士
受付＝ 6 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 6 月 14 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 11年 6 月、 12年 6 月、 11
月、 13年 2 月生

健 康
日時＝ 6 月 5 日因

午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 6 月 15 日倹）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 6 月 14 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

自動車税は 5 月 31 日

までに納めましょう m古む月
＋日 l,~ll l’l lll1,|99,l,\’, 1lll,9 9,l' ’ ’叫”’守土kジで曲如わ •ャ叶• ll’’d’,「I'1 1吼 ，＇ 9919199' 廿 I ・ ・ヤ曲

年 金

日時＝ 6 月 21 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

今 月

相

相

火
火

＿
＿
―
-
ロ

火
火

＿
＿
―
-
ロ

の納税

[>固定資産税[>国民年金保険料
[>水道料金
納期限＝ 5 月 31 日（木）

館林行政事務所
合 (72)4461 

自動車をお持ちの皆さん、自動車

税は、毎年 4 月 1 日現在、群馬陸運
支局に登録されている自動車の所有

者に納めていただく県税です。

お近くの金融機関、郵便局、行政

事務所県税部の窓口で 5 月 31 日（木）ま
でに納めてください。

口座振替をご利用のかたは、預金

残高を確認しておいてください。

なお、身体などに障害のあるかた

が所有している自動車については、

その障害の程度により、自動車税が

減免される場合がありますので、館

林行政事務所県税部に相談のうえ、

5 月 24 日（木）までに申請してくださ

い。

「こともエコクラブ」
を募集します

県庁環境政策課
合027(226)2817

平成13年度の「こどもエコクラブ」

を募集します。このクラブは、地域

で環境活動を行う小・中学生のグル

ープです。 2 人以上のクラブ員

（小・中学生）と活動を応援してく

れるサポーター（大人）で、クラブ

として登録します。

このクラブに登録すると、「こど

もエコクラブ全国事務局」からクラ
ブのメンバーとして手帳・バッジが

配布されるほか、各種イベントに参

加できます。

◇申込時期随時

◇申込方法役場環境課で申込用紙

を配布

◇問い合わせ環境課ff (84) 4686 ま

たは県庁環境政策課ヘ

歯の無料相談会

（紛館林邑楽歯科医師会
ft (62) 5952 

◇日時 6 月 10 日（日） 午前10時～午

後 2 時

◇場所 とりせん（成島店）

◇内容無料相談コーナー、フッ素

塗布、歯型とり、石こう人形作り、

風船ほか

群馬県人事委員会事務局
合027(226)2747

県職員（事務・技術系職種）

◇ 1 次試験 6 月 24 日（日）

◇資格次のいずれかに該当する人

•昭和47年 4 月 2 日から昭和55年 4

月 1 日までに生まれた人。

•昭和55年4月 2 日以降に生まれ、学

校教育法による大学（短期大学を

除く）またはこれと同等と人事委

員会が認める学校を卒業（14年 3

月 31 日までに卒業見込みを含む）

した人

◇申込期間 5 月 14 日旧）～25 日倫）

◇出願用紙配布場所館林行政事務
所合（72) 4461ほか

※詳しくは、館林行政事務所へ

県警察官A

◇ 1 次試験 7 月 8 日（日）

◇資格昭和46年 4 月 2 日以降に生

まれ、学校教育法による大学（短

期大学を除く）またはこれと同等

と人事委員会が認める学校を卒業
(14年 3 月 31 日までに卒業見込み

を含む） した人

◇申込期限 5 月 25 日倫）

◇出願用紙配布場所館林警察署合

(75) 0110 明和駐在所ft (84) 2200 

ほか

※詳しくは、館林警察署または明和

駐在所へ

群馬県調理師
試験説明会
蝙薗t廿1,•IIl’,hlI碍 Ill1'1,911'’I I| 11,9’,11,IIIl’',, い

館林保健福祉事務所
ft (72) 3230 

平成13年度調理師試験は 7 月下旬

に実施を予定しております。試験願

書配布に先立ち、説明会を実施します。
◇日時 5 月 18 日⑤ ~第 1 回目

午前10時 ~第 2 回目 午後 2 時

（どちらか一方に出席してくださ

い。代理のかたでも結構です）

◇会場館林保健福祉事務所

◇対象調理業務に 2 年以上従事経

験がある調理師試験受験希望者

◇内容願書用紙配布、願書提出に

おける諸注意および質疑応答

◇問い合わせ館林保険福祉事務所
※館林食品衛生協会合 (75) 4188で

調理師試験講習会の開催を予定して

います。詳しくは当協会へお問い合

わせください。

-) 
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晩
餐
の
卓
を
照
ら
せ
ー

春
の
月
荒
井
み
ね
子

花
影
ゃ
天
泊
客
の

凪
や
ざ
し
山
下
書
沿

地
虫
出
7

生
命
の
ド
ラ
マ

紡
ざ
そ
む
旧
名
子
春
·
笑

ふれあい散歩道案内板
布布つきがなと

゜

。

去
る
4

月

1
5日
に
明
和
将
棋
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
ま
し
た
。
将
棋
は
思
考
、
企

画
、
創
造
、
ボ
ケ
防
止
な
ど
健
全
な
頭

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
化
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で

も
、
盤
と
駒
が
あ
れ
ば
充
分
楽
し
め
ま

す
。将

棋
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
趣
味

を
通
し
て
心
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。
勝
ち
負
け
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
お
互
い
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
む
の
が
、
将
棋
の
深
さ
で
あ
り

味
わ
い
で
す
。

是
非
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
会
員
は
小
・
中
学
生
を
含
む
1
6

名
で
、
さ
ら
に
会
員
募
集
中
で
す
。
特

に
初
心
者
《
小
学
生
》
は
大
歓
迎
で
す
。

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
際
し
、

日
本
将
棋
連
盟
普
及
指
導
員
で
あ
る
福

島
光
男
氏
の
ご
指
導
ご
援
助
を
頂
い
て

い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

△
資
格
町
在
住
・
在
勤
者

△
場
所
中
央
公
民
館

△
日
時
毎
月
第
ニ
・
第
四
土
曜
日

午
前
1
0時
か
ら
午
後
4

時
位
ま
で

△
会
費
年

1
、

0
0
0

円

△
連
絡
先
石
崎

6
閣
2
2
2
9

（
副
）
高
瀬6
閻
3
7
0
7

「
広
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め
い
わ
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生
命
あ
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く
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老
の
手
に
劇
く
ふ
く
ざ
や

利
久
の
忌
野
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芳
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刹
刀
の
傷
に
集
ま
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寒
ざ
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対
比
地
、
京
子

花
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ぶ
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叫
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は
ざ
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立
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諌
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三
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[ 町の人口と世帯 男 5,879人・女 5,803人 [ 
:~ 5 月 1 日現在（対前月比） 〈 4 月中の動き〉 : 
〖世帯数 3,433 戸(+ 28) 出生 3人・死亡 9人 塁
羹 人口総数 11 :682 人 (+5) 転入 60人・転出 49人 [ 

賃 4 月の救急車出動回数
塁急病 7件交通事故 7件その他 5件合計 19件 姜
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比

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
な
ど
の
新
た
な
I
T

が
生
活
の
中

に
浸
透
し
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
6
月
か
ら
、
町
で
も

I
T

講
習
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
®

皆
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
ど
の

よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
た
か
。
私
は
、
子
ど

も
が
野
球
や
っ
て
い
る
の
で
試
合
の
応
援
や

ら
で
過
ご
し
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
と
一
緒

に
い
る
時
間
が
多
く
と
れ
、
こ
れ
も
幸
せ
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
◎

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
ん
に
ち
は
。

4

月
の

人
事
で
広
報
係
へ
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
い
っ
ぱ
い
お

届
け
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
⑦

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

森
あ
く
や
み
森
（
敬
称
略
）
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柿
沼
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吉
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、
>
J
`

梅

原

請
み
か
け
の
本
反
り
返
る

春
炸
達
松
本
夜
詩
夫

名

地

区

昂毘

明

和

徘
句

令

森
尻

中

谷

ゾ3

藤
家

中
谷
昇

文

芸

会
長
石
崎
和
男

明
和
将
阻
ク
ラ
つ

山
岸 米

あ
め
で
だ

氏

有り竜与桃t名
紗さ也ゃ子こ

里廉阻 幸英
誠

美夫美 子美

女男女

大
佐
貫

父
母
名
性
別
地

区

狐摺

米
（
敬
称
略
）

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。
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明和水質浄化センター全体計画の完成予想図

快適な生活環境の実現と公共用水域の水質

保全を図るため、平成16年の供用開始を目指

して 5 月 10 日、南大島地内で明和水質浄化セ

ンターの工事に着手しました。今回の計画で

は、全体計画の汚水処理能力4,800m／日の

内1,200m／日の施設を整備する予定です。

今月の主な紙面

•町長選挙投票日は 7 月 1 日（日）…………②

•明和水質浄化センター工事着手………③

・広域路線バス「館林・明和・干代田線」
7 月 1 日（日）開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④～⑤

•町政地区別懇談会意見交換の

主な内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑥～⑧ 



投票日は 7月
ー日（日）

昨年度の明るい選挙啓発ポスターコンク＿ル
優秀作品

＿
投
票
所

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

＿
投
票
で
き
る
人

◇
年
齢
要
件

7

月
1

日
現
在
で
満
2
0歳
以
上
の
人

（
昭
和5
6年
7

月
2

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）

◇
住
所
要
件

平
成
1
3年
3

月

2
6日
ま
で
に
町
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
3

か
月
以
上

町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

選
挙
会
（
開
票
）

選
挙
会
（
開
票
）
は
、
7

月
1

日
団

午
後
9

時
か
ら
役
場
で
行
い
ま
す
。

＿
投
票
時
間

午
前
7

時
1

午
後
8

時

で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

7

月
1

日
⑲
は
、
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
合
回
の
選
挙

は
、
任
期
満
了

(
7月
2
2日
）
に
伴
う
も
の
で
、
私
た
ち
に
と

っ
て
最
も
身
近
な
町
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
棄

権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
な
た
の
大
切
な
1

票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

。

持
参
す
る
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の

入
場
券
（
届
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な
い
と
き
は
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し
な
く
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も
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で
き
ま
す
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投
票
場
所

明
和
町
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総
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投
票
時
間

午
前
8

時
3
0分
1

午
後
8

時

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

6

月

2
6日
因
盆
口
示
旦

1
3
0日
田

土
曜
日
も
で
き
ま
す

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
旅
行
な

ど
の
用
事
が
あ
っ
た
り
、
病
気
の
た
め

に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
不

在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

持
参

病
院
で
不
在
者
投
票
で
き
ま
す

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
病
院

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

身
体
の
不
自
由
な
か
た
は
郵
便

に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
や

戦
傷
病
の
か
た
は
自
宅
か
ら
郵
便
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
6

月

2
7日
困

ま
で
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
付
し
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
6
閻
3
1
1
1
)へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選挙人名簿登録者数（平成13.6.2現在）

有権者数

152 

136 

187 

241 

243 

227 

475 

676 

509 

386 

1 5 1 

197 

356 

50 

275 

342 

4,603 

145 

125 

210 

255 

264 
き・

232 

495 

641 

508 

384 

153 

196 

354 
二

50 

2 ワ 1

263 

4,546 

297 

261 

397 

496 

507 
.. 

45~ 
970 
芯窃

1,317 

1,017 

770 

304 

393 

710 

100 
如

546 

605 

9,149 

平成13年 6 月 10 日（日） (2) 



明和水質浄化センター全体配置図

＊胃欅fじセンターエ事着尋
平成16年から供用開始予定

明
和
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
並

び
に
起
工
式
が
5
月
1
0
日
、
南
大
島
の
建
設
予
定
地
で

開
か
れ
、
斎
藤
町
長
や
関
係
者
約
7
0
人
が
出
席
し
、
エ

事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
だ
。

こ
の
事
業
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
と
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
だ
め
、
平
成
7

年
度
の
基
本

構
想
策
定
か
ら
基
本
計
画
の
策
定
等
の
諸
手
続
を
経
て
、

平
成
1
1年
1
1月
に
事
業
認
可
を
受
け
、
工
事
に
着
手
し

た
も
の
で
す
。

斎
藤
町
長
は
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
き
れ
い
な
川

や
海
を
子
孫
に
残
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
、

輝
か
し
い
2
1世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
事

業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
だ
。

•
水
処
理
方
法

O
D

法

＋
砂
ろ
過

・
処
理
能
力
（
日
最
大
）
4

、

8
0
0
3
m／
日

・
系
列
数

4

系
列

・
計
画
処
理
人
口

7

、
8
0
0
人

・
整
備
目
標
年
平
成
2
7
年

・
計
画
排
水
区
域
2
8
o
h
a

今
回
計
画
（
認
可
計
画
）

•
水
処
理
方
法
O
D
法

・
処
理
能
力
（
日
最
大
）
1

、

2
0
0
3
m／
日

・
系
列
数

1

系
列

・
計
画
処
理
人
口
1
、
9
5
0
人

・
整
備
目
標
年
平
成
1
7
年

・
計
画
排
水
区
域
5
8
h
a

供
用
開
始
予
定
平
成
1
6
年

全
体
計
画

刈初の儀を行う斎藤町長

※
O
D

法
と
は
…

オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法

の
略
で
酸
化
循
環
水
路
法
と
も
い

い
ま
す
。
主
に
好
気
性
バ
ク
テ
リ

ア
の
力
を
借
リ
て
汚
水
を
き
れ
い

に
し
ま
す
。

(3) 平成13年 6 月 10 日（日）



町内を走る 2路線目の広域路線
バスが7 月 1 日から運行します

千代田町役場＿＿
明和町

（大輪・須賀・川俣・大佐貫・中谷・新里・田島・南大島地内 ) 

7

月
1

日
か
ら
館
林
駅
と
千
代
田
町
役
場
と
の
間
に
広
域
公
共
路
線

バ
ス
「
館
林
・
明
和
・
千
代
田
線
」
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
開
設
さ
れ
る
の
は
、
千
代
田
町
役
場
か
ら
、
明
和
町
大
輪
・
大
佐

貫
地
区
、
川
俣
駅
、
新
里
・
南
大
島
地
区
、
館
林
市
堀
工
町
地
区
な
ど

を
経
て
館
林
駅
に
至
る
約
1
7花
の
路
線
で
、
所
要
時
間
は
約
4
0分
で
す
。

ま
だ
、
館
林
駅
前
行
き
は

7

便
の
う
ち
3

便
が
館
林
厚
生
病
院
を
経
由

し
ま
す
。
合
回
の
路
線
開
設
に
よ
り
、
町
内
で
は

4

月
に
開
設
し
た

「
館
林
・
明
和
・
板
倉
線
」
に
次
い
で
2

路
線
目
と
な
り
、
近
隣
市
町

間
の
連
携
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

路
線
バ
ス
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も

た
ち
な
ど
が
、
買
い
物
や
病
院
へ
の
通

院
な
ど
で
不
自
由
し
な
い
よ
う
「
生
活

の
足
」
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
運
行
さ
れ
る
バ
ス
は
、
オ

レ
ン
ジ
を
基
調
に
グ
リ
ー
ン
で
ア
ク
セ

ン
ト
を
付
け
た
3
5人
乗
り
の
低
床
·
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
車
で
す
。
ス
テ
ッ
プ
高

3
0

撃
と
前
入
口
か
ら
中
出
口
ま
で
段
差
を

な
く
し
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
が
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
い
す
で
も
乗
降
で
き
る
な

ど
身
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
も
配

慮
さ
れ
、
人
に
や
さ
し
い
バ
ス
で
す
。

バ
ス
の
便
数
は
、
館
林
駅
前
行
き
が

1

日

7

便
、
千
代
田
町
役
場
前
行
き
が

1

日

6

便
で
、
町
内
の
停
留
所
は
左
記

路
線
図
の
と
お
り
1
1か
所
で
す
。

ま
た
、
町
内
で
は
西
小
学
校
前
停
留

所
か
ら
大
佐
貰
停
留
所
ま
で
の
間
、
お

よ
び
大
輪
上
集
会
所
前
停
留
所
か
ら
西

（
千
代
田
町
役
場
前
行
き
の
み
）
を
除

く
区
間
で
、
停
留
所
以
外
で
も
好
き
な

と
こ
ろ
で
乗
り
降
り
で
き
る
「
フ
リ
ー

乗
降
」
が
で
き
ま
す
。

町
内
全
区
間
と
主
な
停
留
所
の
運
行

時
刻
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

年
末
年
始

(
1
2
月

3
1日
＼

1

月
3

日
）

運
行
時
刻

館
林
駅
前
行
き
1

日
7

便
町
内
は

1
停
留
所

館林駅

館林厚生病院

人
に
や
さ
し
い

り
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

バ
ス
利
用
の
し
か
た

5
 ―

◇
乗
る
と
き
に
は
…
前
の
ド
ア

―
か
ら
乗
り
、
運
賃
は
乗
っ
た
と
き

一8

に
運
転
席
左
側
の
運
賃
箱
に
入
れ

i
 

て
く
だ
さ
い
。
定
期
券
利
用
の
場

合
は
、
定
期
券
を
運
転
手
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
降
り
る
と
き
に
は
…
目
的
の

停
留
所
な
ど
に
着
く
少
し
前
に
、

座
席
付
近
の
降
車
ボ
タ
ン
を
押
し

て
降
り
る
こ
と
を
運
転
手
に
知
ら

せ
、
中
央
の
ド
ア
か
ら
降
り
て
く

だ
さ
い
。

各
路
線
と
も
1

回
限
り
、
当
日
の
み

他
の
路
線
に
乗
り
継
ぎ
が
無
料
と
な
り

ま
す
。
乗
り
継
ぎ
す
る
場
合
は
、
バ
ス

の
中
で
料
金
を
払
う
と
き
、
運
転
手
に

申
し
出
て
乗
り
継
ぎ
チ
ケ
ッ
ト
を
も
ら

い
、
乗
り
継
ぎ
の
際
、
チ
ケ
ッ
ト
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

運
賃
は
、
左
記
の
と
お
り
で
1

路
線

に
つ
き
何
区
間
で
も
均
一
で
す
。

※
乗
車
時
に
学
生
証
や
6
5歳
以
上
の
か

た
は
健
康
保
険
証
な
ど
、
身
分
や
年
齢

が
分
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
手
帳
を
提
示

す
る
と
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

運
賃
2
0
0

円
均
一

t
 

r
o歳
以
上
は
無
料

乗
り
継
ぎ
無
料

は
全
線
運
休
と
な
り
ま
す
。

平成13年 6 月 10 日（日） (4) 



館 林•明 和・千代田線 時刻表（町内全区域と主な停留所） は日曜・祝祭日運休

停留所 館林駅前行き 停留所 千代田町役場前行ぎ

千代田町役場前 6:35 8:30 10:40 13:55 16: 10 18:00 19:55 館林駅前 7:30 9:45 13:00 15: 10 17:05 19:00 
大綸上集会所前 50 45 55 14: 10 25 15 20:10 ．、本 郷 橋 41 56 11 21 16 11 
大 輪 東 51 46 56 11 26 16 11 

八軒集会所南 42 57 12 22 17 12 
須賀信号機西 52 47 57 12 27 17 12 

田島信号機西 43 58 13 23 18 13 
8月和西小学校前 53 48 58 13 28 18 13 
大佐貫信号機東 I 57; 52 11:02 17 32 22 17 8月和町役場前 44 59 14 24 19 14 

JII 俣 駅 58 53 03 18 33 23 18 新里集会所東 45 10:00 15 25 20 15 

新里集会所東 7:00 55 05 20 35 25 20 J I I 俣 駅 47 02 17 27 22 17 

B月和町役場前 01 56 06 21 36 26 21 大佐貫信号楓東 48 03 18 28 23 18 
' 田島信号機西 021 5? 07 22 37 27 22 明和西小学校前 54 09 24 34 29 24 

八軒集会所南 03 58 08 23 38 28 23 
須賀信号機西 55 10 25 35 30 25 

本 郷 橋 04 59 09 24 39 29 24 

館林駅前 l 18I 1 9:13 23 38 53 43 38 大
綸：東 56 11 26 36 31 26 

厚生病院前
1 
23 33 48 大輪上集会所前 57 12 27 37 32 27 

l 
館林駅前 33 43 58 千代田町役場前 8: 12 27 42 52 47 42 

＾～～‘^‘^～念◇忍＞又ヌ←＾～令ぶゑ◇ぷ

※
詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
交
通
防
犯
係
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
6
図
4
6
8
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

普

通
運
賃

定
期
券
一
一
回
数
券

•一般・・・・・・................................. 200円

•学生（小学生～大学生）•高齢者（満65歳以上70歳未満） ｝… 100円
•高齢者（満70歳以上） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 無料

※学生以上の者に子どもが同伴される場合は、
学生以上の者 1 人につき2人まで無料。
(3人目から 100円）

●一般 1 か月 7,200円 3か月 20,520円

●通学•高齢者（満65歳以上70歳未満）

1 か月 3,000円 3か月 8,550円

. 

普通運賃・定期券・回数券

•200円券X 11 枚

● 100円券X 11 枚

50円券X 11 枚

2,000円

1,000円

500円

(5) 平成13年 6 月 10 日（日）



意見交換の主な内容 `— 

,.• L 

町政の概要を述べる斎藤町長

町
政
の
現
況
と
合
年
度
の
主
要
事
業
を
町

民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

意
見
交
換
を
行
う
町
政
地
区
別
懇
談
会
が
4

月
1
1
日
か
ら
5
月
1
日
ま
で
の
間
で

1
0日

間
、
述
べ
4
1
1

人
の
参
加
を
得
て

1
0地
区

の
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
各
地
区
に
町
長
以
下

4

役
と

課
・
局
長
ら
が
出
向
い
て
開
か
れ
た
も
の
で

す
。
参
加
者
か
ら
、
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要

望
等
を
い
だ
だ
き
ま
し
だ
の
で
、
合
後
の
町

政
に
反
映
し
て
い
く
計
画
で
す
。
そ
こ
で
意

見
交
換
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な

ぁ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
内
容
は
簡
略
化
さ

せ
て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
検
討
を
要

す
る
質
問
等
に
つ
い
て
は
、
合
後
随
時
、
広

報
紙
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
で
は
、
優
良
企
業
進
出
等
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
市
町
村
民
所
得
が
県
内
7
0
市

町
村
で
1

位
ま
で
上
昇
し
、
名
実
と
も
に

順
調
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
資
産
と
負
債
の
残
高
を
示
す
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
昨
年
1
0

月
、
県
内
自
治
体
で
5

番
目
に
発
表
し
ま

し
た
。
1
0
年
度
末
の
正
味
資
産
は
町
民
一

人
当
た
り
約
1
1
2

万
円
で
、
1
1
年
度
末

で
は
1
2
0

万
8

千
円
に
増
加
す
る
な

ど
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
で
は
、
地
域
の
か

た
が
た
に
開
放
で
き
る
よ
う
な
西
小
学
校

体
育
館
改
築
工
事
を
計
画
し
、
1
4
年
度
に

は
東
小
体
育
館
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
広

域
公
共
路
線
バ
ス
は
、
4
月
か
ら
館
林
・

明
和
・
板
倉
線
の
運
行
を
始
め
、
7

月
か

ら
は
館
林
・
明
和
・
千
代
田
線
の
運
行
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
国
道
1
2
2

号
線
の

拡
幅
工
事
で
は
、
昭
和
橋
の
橋
台
の
工
事

と
と
も
に
、
用
地
買
収
を
進
め
て
取
付
道

路
の
一
部
着
工
、
平
成
1
7
年
こ
ろ
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。

一
道
路
管
理

Q
道
路
等
に
穴
が
あ
い
て
い
る
場
合
の

連
絡
方
法
に
つ
い
て
の
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

A

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
都
度
、
監
視
を

行
っ
て
い
ま
す
が
舗
装
率
7
0
％
と
い
う
こ

と
で
目
の
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
か
都
市
建
設
課

に
連
絡
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
郵
便
局
の
配
達
職
員
の
か
た
に
も

連
絡
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

一
危
険
物
収
集

Q
町
の
危
険
物
収
集
に
農
業
資
材
の
鉄

く
ず
は
出
せ
ま
す
か
。

A

農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
関
係
は
、

産
業
廃
棄
物
で
す
の
で
産
業
廃
棄
物
処
理

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

町
政
地
区
別
懇
談
会
に
延
べ

4
0
0

人
余
参
加

一
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査

Q
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
大
気
汚
染
含
有
調

査
は
ど
う
い
う
こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
農
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
町

が
補
助
し
て
全
員
が
廃
ビ
ニ
ー
ル
を
出
す

ょ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

A
8

月
と

2

月
に
町
内
の
大
気
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
調
査
し
て
お
り
、
平
成
認

年
度
は
、
上
江
黒
・
新
里
・
大
佐
貰
地
内

の
3

か
所
で
実
施
し
た
結
果
、
国
の
基
準

い
。
町
の
危
険
物
収
集
は
、

は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質問内容一覧表 地区別懇談会参加者数

産
業
廃
棄
物

都市基盤の整備閑係

生活環境の整偽閏係

健康•福祉の向上関係

教育文化の向上関係

産業の振興閏係

行政基磐の強化閏係

合計（一部重複）

6

6

2

1

1

1

 

1

1

1

7

 

上江薫千津井

江口•田島

南大島

新里
中谷

梅原

川俣須賀

大輯
入ケ谷矢島大佐賃

合計

39 
35 
38 
5ワ

2ワ

48 
3ワ

4ワ
5ワ

411 

平成13年 6 月 10 日（日） (6) 



町政地区別懇談会

昭和31年に建設された役場庁舎

（
闘
ピ
コ
）
以
下
で
す
。
農
業
用
の
廃
ビ

ニ
ー
ル
の
処
分
に
つ
い
て
は
町
で
も
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

一
町
議
会
議
員
定
数

Q
議
員
の
定
数
が
以
前
は

2
1人
位
、
今

は
1
2人
で
す
が
、
経
費
の
節
約
、
行
政
改

革
等
あ
リ
ま
す
が
、
あ
ま
リ
に
も
少
な
く

住
民
の
要
望
が
議
会
に
反
映
さ
れ
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A

議
員
の
定
数
は
1

万
人
以
上
の
人
口

で
す
と
2
6
人
ま
で
定
め
ら
れ
ま
す
。
町
制

施
行
ア
ン
ケ
ー
ト
時
に
議
員
定
数
に
つ
い

て
増
や
し
た
ら
ど
う
か
と
全
有
権
者
を
対

象
に
調
査
し
た
結
果
、
増
や
さ
な
い
方
が

い
い
と
い
う
意
見
が
は
る
か
に
多
い
回
答

で
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
き
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

一
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え

Q
役
場
（
庁
舎
）
の
建
て
替
え
を
す
る

よ
う
な
情
勢
は
ま
だ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A

現
在
の
庁
舎
は
昭
和

3
1年
建
築
。
県

選
定
者
等
の
耐
震
審
査
で
は
、
危
険
的
な

庁
舎
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
諮
問
機
関

（
公
募
者
含
め
て1
0
0
\
1
5
0

人
位
）

を
設
置
し
、
半
年
か
ら

1

年
く
ら
い
で
建

設
す
る
・
し
な
い
の
検
討
を
し
て
も
ら
う

の
が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
下
水
道
着
工
時
期

Q
下
水
道
の
着
工
時
期
お
よ
び
供
用
開

始
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
す
か
。
ま
た
、
下

水
道
は
反
強
制
的
と
間
い
て
い
ま
す
が
、

合
併
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
は
下

水
道
を
拒
否
で
き
ま
す
か
。

A

上
江
黒
地
区
で
す
と
農
業
集
落
排
水

事
業
に
該
当
し
ま
す
が
、
本
年
度
、
町
全

体
の
推
進
協
議
会
を
作
り
、
そ
の
中
で
始

め
る
時
期
、
同
意
の
得
ら
れ
た
地
域
か
ら

先
に
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
着
工

時
期
は
未
定
で
す
。
合
併
浄
化
槽
に
つ
い

て
は
受
益
地
内
で
あ
れ
ば
集
落
下
水
道
へ

の
結
び
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
地
形

的
条
件
に
よ
っ
て
は
合
併
浄
化
槽
に
よ
っ

て
対
応
し
て
い
く
地
域
も
あ
り
ま
す
。

一
昭
和
橋
の
架
け
替
え

Q
昭
和
橋
の
工
事
は
埼
玉
倒
が
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
が
、
固
・
県
•
町
の
折
衝

の
様
子
や
計
画
等
を
説
甲
し
て
く
だ
さ

ヽ
゜
しA

2
0
年
く
ら
い
継
続
し
て
葛
生
・
田

沼
•
佐
野
・
館
林
・
明
和
・
行
田
・
羽
生

の
議
長
、
首
長
で
1
2
2

号
線
外
促
進
期

成
同
盟
の
組
織
で
毎
年
、
県
庁
や
国
土
交

通
省
な
ど
4

か
所
の
関
係
機
関
に
早
期
架

け
贄
え
の
陳
情
を
し
て
い
ま
す
。
昭
和
橋

は
、
新
橋

(
2車
線
）
が
平
成
1
7年
こ
ろ

に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

（
長
期
）

一
都
市
計
画
の
継
続

Q
町
は
都
市
計
画
を
継
続
的

に
将
来
実
施
し
ま
す
か
。

A

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
庁
内
で
も
検

討
し
な
が
ら
目
標
年
度
等
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
都
市
計
画
道
路
の
執
行
に
あ
た
っ

て
は
国
土
交
通
省
の
補
助
が
5
0
％
あ
り
ま

す
。
町
と
し
て
は
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
申
請
し
て
決
定
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
継
続
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
通
学
路
が
危
険

Q
小
学
生
が
自
転
車
で
適
学
す
る
南
大

島
県
道
沿
い
で
、
電
柱
が
歩
道
の
中
に
出

て
い
て
危
険
で
す
。
何
と
か
な
リ
ま
せ
ん

か
。

A

東
京
電
力
や
館
林
土
木
事
務
所
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
現
地
を
確
認
し
て
対
処

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

通
学
路
を
変
え
る
な
り
の
方
法
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

昭和橋の架け替えが計画されている国道122号

一
産
業
廃
棄
物
処
理

Q
矢
島
・
大
輪
工
業
専
用
地
域
内
に
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
が
進
出
す
る
こ
と
を

知
リ
ま
し
た
。
公
害
等
が
危
惧
さ
れ
ま
す

が
、
ど
の
程
度
甲
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

A

役
場
に
土
地
を
取
得
し
た
い
旨
、
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。
合
法
的
な
申
請
な
た

め
阻
止
で
き
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
は
、
公

害
等
で
迷
惑
施
設
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
も
ら
う
た
め
、
町
・
会
社
・
地
区
の
三

者
で
協
定
を
結
び
、
問
題
が
あ
っ
た
と
き

は
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
地
盤
沈
下
対
策

Q
町
の
地
磐
沈
下
は
、
新
里
地
区
で
観

測
以
来
3
8
3
l
l
『
の
よ
う
で
す
が
、
町
で

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

A

町
で
は
、
水
の
有
効
利
用
の
た
め
節

ま
す

水
コ
マ
の
無
料
取
付
や
雨
水
浸
透
桝
の
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
里
の
第

1

水
源
の
取
水
停
止
や
利
根
川
表
流
水
の
買

い
入
れ
の
ほ
か
、
町
内
の
工
業
用
水
取
水

事
業
者

(
1日
2
0
0

じ
以
上
）
に
対
し
、

水
利
用
の
合
理
化
を
国
か
ら
指
導
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

一
側
溝
の
汚
泥
処
理

Q
区
の
倒
溝
掃
除
で
生
じ
た
汚
泥
を
処

理
す
る
場
所
が
な
い
の
で
、
町
で
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

A

現
在
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ

っ
て
各
地
区
で
処
理
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
一
時
的
に
仮
置
き
し
て

最
終
処
分
が
で
き
な
い
か
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
用
地
確
保
に
つ
い
て
交
渉

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

(7) 平成13年 6 月 10 日（日）
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一
旧
中
央
幼
稚
園
等
の
跡
地
利
用

Q
旧
中
央
幼
稚
園
と
旧
中
央
保
育
園
の

土
地
・
建
物
は
、
町
と
し
て
ど
う
い
う
活

用
を
し
て
い
き
ま
す
か
。

A

旧
中
央
幼
稚
園
は
、
町
の
社
会
福
祉

会
館
と
し
て
改
築
し
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
の
拠
点
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
拠
点
と
し
て

利
用
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
旧
中
央
保

育
園
は
、
給
水
し
て
い
な
い
第
1

浄
水
場

の
水
道
施
設
が
隣
接
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
な
り
に
利
用
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま

桜並木路沿いに栽培されている草花

一
桜
並
木
路
周
辺
整
備

Q
桜
並
木
路
の
桜
の
木
が

5

年
も
経
つ

と
大
き
く
な
り
見
学
者
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
ミ
ニ
公
園
や
駐
車
場
が
あ
る

と
気
軽
に
来
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
環
境

整
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

A

意
見
を
参
考
に
し
て
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
が
桜
並
木
路
沿
い

に
花
の
苗
を
植
え
て
い
ま
す
の
で
、
次
第

に
普
及
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
一
諸
に
取
り
壊
し
て
利
用
し
て
い
き

た
い
考
え
で
す
の
で
、
も
う
少
し
時
間
を

か
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。一

町
の
長
期
展
望

Q
国
・
地
方
公
共
団
体
で

6
6
6

兆
円

の
借
金
を
抱
え
、
人
口
は
今
世
紀
中
末
に

は
約
半
分
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い

る
な
か
、
町
の
長
期
展
望
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

A

町
に
つ
い
て
は
現
在
、
借
金
が
約
2
1

億
円
、
預
金
約
3
0
億
円
で
借
金
と
預
金
で

同
じ
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
2
0
年
後
、
今
世
紀
末
に
つ
い
て
は
申

し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
第
4

次
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
計
画
を
議
会
の
了
承

を
得
な
が
ら
健
全
財
政
で
執
行
し
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
心
配
な
い
と
思
い
ま

す
。一

農
業
基
盤
整
備

Q
町
で
は
農
業
基
盤
整
備
の
計
画
が
あ

リ
ま
す
か
。
そ
の
場
合
自
己
負
担
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

A

申
請
が
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
面
積
が
5

ぢ
以
上
ま

と
ま
れ
ば
補
助
事
業
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
県
営
事
業

(
2
0
ね
以
上
）
は
2
0
%
、
町
営
事
業
(
5じ

以
上
）
は
2
5％
が
地
元
負
担
で
す
が
、
町

で
は
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
緩
和
す
る
形

で
施
工
し
て
い
ま
す
。

一
下
水
道
事
業
費

Q
下
水
道
に
つ
い
て
お
金
は
ど
の
く
ら

い
か
か
リ
ま
す
か
。

A

平
成
2
7年
ま
で
の
計
画
で
、
幹
線
管

一
職
員
提
案
制
度

Q
職
昌
提
案
制
度
は
ど
の
程
度
ま
で
骨

渠
、
枝
線
管
渠
、
終
末
処
理
場
を
含
め
て

約
1
3
0

億
円
で
見
積
も
り
ま
し
た
。

一
市
町
村
合
併

Q
新
聞
等
で
国
の
方
針
に
よ
っ
て
市
町

村
合
併
が
大
き
く
取
リ
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
の
今
後
の
方
針
を
数
え

て
く
だ
さ
い
。

A

最
終
的
に
は
住
民
本
位
で
議
論
を
す

る
時
期
が
く
れ
ば
、
住
民
投
票
等
で
決
断

し
て
い
き
た
い
と
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

お
り
ま
す
。

一
農
業
集
落
排
水
事
業

Q
農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
の
規
模
で
実
施
す
る
の
か
、
地
区
単
位

で
実
施
す
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

A
1
6
行
政
区
の
う
ち
公
共
下
水
道
以
外

の
行
政
区
が
9

つ
あ
り
、
集
落
排
水
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
そ
の

9

つ
の
行
政
区
を
3

つ
に
区
切
る
方
法
で
考

え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
諸
事
情
に
よ

り
合
併
浄
化
槽
で
対
応
し
て
い
く
地
域
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
事
業
化

の
前
に
協
議
会
的
な
も
の
を
つ
く
り
、
集

落
排
水
に
対
す
る
住
民
の
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
焼
却
灰
の
収
集

Q
焼
却
灰
を
土
・
日
曜
日
で
も
環
境
課

で
受
け
取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

A

焼
却
灰
の
管
理
徹
底
の
た
め
土
・
日

曜
日
は
休
み
で
す
が
、
勤
務
時
間
内
に
電

話
を
い
た
だ
け
れ
ば
平
日
の
午
後

6

時
こ

ろ
ま
で
引
き
取
り
ま
す
。

意見を述べる参加者

子
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
機
会

が
あ
れ
ば
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

A

職
員
提
案
制
度
要
領
を
策
定
済
み
で

す
。
課
長
会
議
で
職
員
1

提
案
く
ら
い
を

各
課
に
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
。
内
容
は
事

務
の
効
率
化
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

将
来
の
町
政
課
題
・
経
費
節
減
の
事
業
等

で
す
。
審
査
時
に
は
公
平
を
図
り
、
採
用

す
る
も
の
は
公
表
し
て
い
く
考
え
で
す
。

一
町
税
滞
納
状
況
と
対
応

Q
予
算
に
対
し
、
全
額
徴
収
で
き
る
か

懸
念
が
あ
リ
ま
す
の
で
、
詐
年
度
の
滞
納

者
数
・
額
・
徴
収
方
法
を
数
え
て
く
だ
さ

ヽ
ー

0

しA

平
成
1
2
年
度
の
1
1
月
末
時
点
の
現
年

度
分
の
滞
納
額
は
約
4

、

0
0
0

万
円
で
、

同
時
克
に
お
い
て
は
前
年
度
分
よ
り
若
干

増
え
て
い
ま
す
。
滞
納
者
は
、
約

3
8
0

人
で
収
納
に
あ
た
っ
て
は
、
税
務
課
職
員

8

人
が
4

班
編
成
で
地
区
を
割
り
振
り
滞

納
整
理
を
行
い
、
少
し
で
も
納
付
に
つ
な

、
．
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

平成13年 6 月 10 日（日） (8) 



言:i言］：：ロ--;----—→----------上----l ・危険物収集所（地区集会施
i 設）改修工事（屋根・外壁

下江黒i 168万3ニ
l 張リ替え、鉄骨塗装、シャ

i ッター・サッシ工事等）三l—言畠□箪ご言1t”
千津井 1 ・集落センター敷地内物置建て替え 29ワフ

-------に立乏杞乞竺三貫い讐三」-------
江 口！ •上集会所補修工事 308万 1 ニ
----- I --- - - • 

1 ・地区内衛生関係施設等の整備田島i地区内遊貝の修繕 l227万4ニ
l ・集会施設内備品購入- - -
1 ・地区内名小字別集会所等の

南大島i 修繕・偶品購入 509万 1 ニ

新ー一一ーーピ量；皇：言ー設―-1 --
□―←一［三言竺言[-ロロロ胃

L: 子ども遊貝の整備—--------- -- - ------------- - l ---------I ·集落センター修繕、エアコ

原i
i ンの設置、舗装工事等
i •ごみ収集所設置

！・遊具設置
--- l -- ----- ----

l ・公民館改修工事（水洗トイ-]]]---9]土に改修二誓竪長琶)---]---1一竺--2一ーコ□］一
I. 子どもみこしの新調

賓＿ー□言言［言こ；蛋三事ー］］匹一万2]り
大輪 l ．借品置場の修繕 I 483万3千円

1 ・研修施設の偽品購入
--- --I ----- - -----

i・農構改善センターの敷地□□J閏直□寒彗雙ーロー豆竺尺
I i・衛生組合役員の詰所および
l 作業所の建設

島 I. ~月るいまちづくリの会を中心
I にした世代間の交流を開催
I. どんど焼き実施

------ -r ----- --- ---------—+----
i・地区内広場に水洗トイレ建設

大佐貫 I. 各種団体の研修、見学 I 310万3千円

l •生ごみ集荷所の整偽

業
」
を
契
機
に
、
町
が
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
を
目
的
に
設
立
し
た
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基
金
」
を
充
て
、
す
で
に
こ

の
基
金
を
使
用
し
て
ふ
る
さ
と
の
広
場

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
奨
励
金
と
し
て
人
口
•
世

帯
数
・
面
積
の
割
合
に
応
じ
、
昨
年
度

に
5

、

0
0
0

万
円
交
付
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
5
、
0
0
0

万
円
交
付
す
る
も
の

で
、
対
象
事
業
は
、
行
政
区
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
と
し
、

457万円

梅 457万円

昨
年
同
様
1
6行
政
区
に
5
0
0
0

万
円
交
付

矢 304万6千円

町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か

け
て
、
町
内
の

1
6行
政
区
に
総
額
1

億

円
を
交
付
し
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
行

政
区
総
合
活
性
化
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。「

自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち

で
創
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
地
域
住
民
の
積
極
的
な
町
政
参
加

を
目
指
す
も
の
で
す
。
財
源
は
、
国
が

実
施
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
1

億
円
事

行
政
区
の
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
ま
す
が
、

個
人
的
・
宗
教
的
な
事
業
は
除
か
れ
ま
す
。

各
行
政
区
か
ら
申
請
さ
れ
た
主
な
事

業
は
、
住
民
の
交
流
の
拠
点
で
あ
る
集

落
セ
ン
タ
ー
の
建
設
·
改
修
工
事
、
環

境
美
化
整
備
の
た
め
の
生
ご
み
・
危
険

物
収
集
所
の
整
備
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
期
し
た
遊
び
場
の
遊
具
整
備
、
文

化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
山
車
の
修
繕

な
ど
で
す
。
各
行
政
区
の
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

地
域
活
性
化
に
様
々
な
ア
イ
デ
ア

文化財（中谷の山車）を修繕し後世に

運
動
の
重
点

若
者
の
交
通
事
故
防
止

・
運
転
技
術
を
過
信
せ
ず
、
速

度
を
ひ
か
え
た
「
ゆ
と
り
運

転
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夜
間
の
外
出
は
、
目
立
つ
色

の
服
装
や
反
射
材
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
「
し
つ
か
り
止

ま
っ
て
、
よ
く
見
て
確
認
」

を
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

・
助
手
席
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
と
と
も

に
、
後
部
席
同
乗
者
に
も
着

用
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
、

正
し
く
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

期
問7

月
1
0日
閲
S
1
6日
⑪

ス
ロ
ー
ガ
ン

事
故
の
な
い

群
馬
の
未
来
は

あ
な
た
か
ら

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

レ
デ
ィ
ー
ス
交
通
安
全
週
間

(9) 平成13年 6 月 10 日（日）



町政功労者の表彰を受ける原口昭一さん

永
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
、
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
だ
か
た
を

表
彰
す
る
「
平
成
1
3年
度
町
政
功
労
者

表
彰
式
」
が
5

月
2

日
、
役
場
会
謙
室

で
行
わ
れ
ま
し
だ
。
合
回
受
賞
さ
れ
た

か
だ
が
た
は
原
口
角
次
郎
さ
ん
、
吉
永

五
＿
＿
一
次
さ
ん
、
原□昭
一
さ
ん
、
森
尻

茂
さ
ん
、
松
本
功
さ
ん
、
柿
沼
一
雄
さ

.. , 
■• 

• 

缶字Iごー＝し r.xし2、しご武む二て一字一土＝づし一でク］

ん
の
6

人
で
、
町
政
発
展
と
町
民
福
祉

の
増
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
元
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
委
員

長
）
1
1

平
成
4

年
4

月
1

平
成
1
2

年
4

月

・
元
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
1
1

昭
和

6
3年
4

月
1

平
成
4

年
4

月

吉
永
五
三
次
さ
ん（

梅
原
）

・
社
会
教
育
委
員
（
委
員
長
）
1
1

平
成

4

年
4

月
1

現
在

原
口
角
次
郎
さ
ん（

大
輪
）

原
口
昭

一
さ
ん

（
大
輪
）

・
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
1
1
平
成
4

年
4

月
1

現
在

・
元
梅
原
区
長
（
区
長
会
長
）1
1
平
成

3

年
4

月
1
5

年
3

月

・
文
化
協
会
本
部
役
員
（
会
長
）

成
5

年
4

月
1

現
在

1
1

平

•
町
（
村
）
議
会
議
員
（
議
長
）

成
3

年
8

月
1

現
在

・
元
大
輪
区
長
1
1

昭
和
6
3年
4

月
1

平
1
1

平

町
政
発
展
に
長
年
尽
く
す

森
尻

茂
さ
ん

（
南
大
島
）

成
4

年
3

月

・
元
衛
生
部
長
1
1

昭
和
5
8年
4
月
ー

6
0

年
3

月

・
元
農
業
共
済
損
害
評
価
員
1
1

昭
和
5
2

年
4
月
＼

5
5年
3
月

・
元
消
防
団
分
団
長
1
1
昭
和
3
6年
4

月

1
3
7年
3

月

・
元
統
計
調
査
員
1
1

昭
和
3
0年
3

月
＼

3
3年
3

月

•
町
（
村
）
議
会
議
員
（
議
長
）

成
3

年
8

月
1

現
在

・
元
南
大
島
区
長
1
1

平
成
2

年
4

月
1

4

年
3

月

・
元
農
業
共
済
損
害
評
価
員
1
1

昭
和
4
9

年
4

月

1
5
1年
3

月

・
元
消
防
団
分
団
長
1
1

昭
和
3
4年
4

月

1
3
5年
3

月

労
者
6

人
を
表
彰

1
1

平

•
町
（
村
）
議
会
議
員
1
1
昭
和
5
4年
8

月

1
5
9年
9

月
、
平
成
7

年
8

月
1

現
在

・
元
消
防
団
長
1
1

昭
和
5
0年
4

月
1
5
2

年
3

月

・
元
消
防
団
副
団
長
1
1

昭
和
4
4年
4

月

1
5
0年
3

月

・
元
消
防
団
分
団
長
1
1

昭
和
4
3年
4

月

1
4
4年
3

月

・
公
平
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）

成
5

年
5

月

1
1
3年
4

月

・
元
江
口
区
長
1
1

昭
和
6
2年
4

月
1

平

成
元
年
3

月

・
元
衛
生
部
長
1
1

昭
和
5
8年
4

月
1
6
0

年
3

月

1
1

平

柿
沼

雄
さ
ん

（
江
口
）

9

点
，

松
本

功
さ
ん

（
大
輪
）

平成13年 6 月 10 日（日） (10) 



群
馬
県
総
合
表
彰

柿
沼
昭
博
さ
ん

県
民
生
活
の
充
実
な
ど
の
た
め
長
年

に
わ
た
り
地
道
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
か

た
を
表
彰
す
る
群
馬
県
総
合
表
彰
式
が

5

月
1
6
日
、
群
馬
会
館
で
行
わ
れ
、
本

町
か
ら
は
農
水
産
業
功
労
の
分
野
で
、

橋
本
さ
つ
き
さ
ん

農
水
産
業
功
労

江
口
の
柿
沼
昭
博
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

農
業
の
か
た
わ
ら
、
4
1
年
間
に
わ
た

り
白
菜
の
品
種
改
良
を
続
け
て
い
る
柿

沼
さ
ん
は
、
当
初
か
ら
農
家
を
悩
ま
せ

て
い
る
根
こ
ぶ
病
に
関
心
を
持
ち
、
特

に
こ
こ
1
5
年
は
精
力
的
に
研
究
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
土
壌
消
毒
剤
等
を
使
わ

な
く
て
も
根
こ
ぶ
病
に
強
い
新
品
種
を

開
発
し
、
農
林
水
産
省
か
ら
「
C
R

柿

沼
1

号
・
同
2

号
」
の
品
種
登
録
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
と
人
に
や

さ
し
い
新
品
種
の
誕
生
に
よ
り
、
農
家

総
務
大
臣
表
彰

統
計
功
績
者

総
務
大
臣
表
彰
伝
達
式
が

5

月
2
2

日
、
県
庁
正
庁
の
間
で
開
か
れ
、
本
町

か
ら
は
中
谷
の
橋
本
さ
つ
き
さ
ん
が
総

務
大
臣
か
ら
統
計
功
績
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
、
平
成
2

年
か
ら
国
勢

調
査
の
指
導
員
と
し
て
国
勢
調
査
を
は

じ
め
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
、
そ
の

の
農
業
経
営
の
安
定
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
6
2
年
3

月
か
ら
は
、
全

国
新
品
種
育
成
者
の
会
副
会
長
に
就
任

し
、
新
品
種
の
開
発
育
成
と
普
及
に
努

め
、
我
が
国
の
民
間
育
種
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
根
こ
ぶ
病
芯
腐
れ
に
強
く
、

高
糖
度
黄
芯
系
品
種
の
開
発
に
尽
力
さ

れ
、
我
が
国
の
野
菜
育
種
の
推
進
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
同
会
か
ら
育
種
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
要
性
を
認
識
し
て
的
確
な
指
導
と
迅

速
な
事
務
処
理
に
精
励
さ
れ
、
そ
の
成

績
が
極
め
て
優
秀
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

J

o
c

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ

ッ
プ
2
0
0
1

年
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
4

月
2
8
.
2
9

日
に
横
浜
文
化
体
育
館
で
開
か
れ
、
本

町
新
里
の
谷
津
芳
伯
さ
ん

(
1
7
)が男

子
カ
デ
ッ
ト
の
部
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
6
9

冗
級
で
優
勝
し
ま
し
た
。

5

月
に
開
か
れ
た
県
高
校
総
合
体
育

大
会
で
も
優
勝
し
た
谷
津
さ
ん
は
「
全

国
高
校
総
合
体
育
大
会
や
国
民
体
育
大

会
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
6

月
3
0
日
か
ら
イ
ラ
ン
共
和

国
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア
カ
デ
ッ
ト
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
同
階
級
で
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
健
闘
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

新
井
孝
さ
ん

明
和
町
長
の
連
名
で
委
嘱
状
が
交
付

\
j
I
＇
~
さ
□
[
い
い
L
t
、
自
衛
官
を
志
す
人

S悶
5
]
[
[
]

言
口
＜

◇
相
談
員
新
井
孝
さ
ん

Jf

,'1,‘ 

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
吉
永
五
三
◇
住
所
新
里

6
5
8
|
l

次
さ
ん
の
後
任
と
し
て
新
里
の
新
井
◇
電
話
凶

2
6
2
4

孝
さ
ん
に
、
こ
の
ほ
ど
村
上
喜
仁
自
◇
委
嘱
期
間
平
成
認
年

5

月
1

衛
隊
群
馬
地
方
連
絡
部
長
と
斎
藤
憲
日
＼
平
成
1
5
年

4

月
3
0
日

」

U
1
n

令
＇
！
▲
．
,
.

♦

,
.
▲
冒
●
會
・
“
詈
●
會
•

♦

•
會
•
,
.

♦

9
T
"
·
,
•
1

・

I
I
.
,
.
I

・

I
L

』

l
.

ー

-
•
9

・
會

•
9

・

1

・
ー
ー
・

k
L
,
9

・

1

』

I
I
1
,
‘
I
I
a

『

a

『
•
♦
•
♦

I
I

谷
津
芳
伯
さ
ん
優
勝

全
H

本
竺
炉
后
選
手
権
大
会

(11) 平成13年 6 月 10 日（日）



6

月
は
町
・
惧
民
税
の
納
入
の
月
で

す
。
シ
リ
ー
ズ
第
3

回
目
は
町
・
県
民

税
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

町
・
県
民
税
の
申
告
は

明
和
町
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
原
則

と
し
て
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
そ
の
年
の
1

月
1

日
の

住
所
地
に
）

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

•
前
年
の
収
入
が
給
与
だ
け
の
人
で
、

勤
め
先
の
会
社
か
ら
明
和
町
役
場
に

給
与
の
支
払
い
報
告
書
が
送
付
さ
れ

て
い
る
人

•
前
年
の
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
の
人

•
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
っ
て
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人

税
額
の
算
出
万
法
は

前
年
中
の
所
得
を
基
準
に
計
算
さ

れ
、
均
等
割
と
所
得
割
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

均
等
割
額
…
…
税
金
を
負
担
す
る
能
力

の
あ
る
人
が
均
等
の
額
を
負
担
す
る
。

町
民
税
分

2

千
円

シリーズ税 ③
 

し“5古囀

課
税
さ
れ
ま
す

町
所
得
割
額
…
…
そ
の
人
の
所
得
金
額
に

応
じ
て
負
担
す
る
。

総
収
入
金
額
か
ら
、
必
要
経
費
·
給

与
所
得
控
除
等
を
差
し
引
い
た
金
額
が

所
得
金
額
で
す
。
そ
の
所
得
金
額
か
ら

社
会
保
険
料
控
除
・
扶
養
控
除
•
生
命

保
険
料
控
除
・
基
礎
控
除
等
の
所
得
控

除
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が
課
税
所
得

金
額
と
な
り
ま
す
。
そ
の
課
税
所
得
金

額
に
定
め
ら
れ
た
税
率
を
掛
け
て
所
得

割
額
を
算
出
し
ま
す
。

（
計
算
式
）

所
得
割
額
1
1

（
所
得
金
額
ー
所
得
控
除

額
）X
税
率
ー
税
額
控
除

所
得
割
の
税
率
…
…
所
得
が
多
く
な
る

に
つ
れ
て
、
多
く
な
っ
た
部
分
の
税
率

が
段
階
的
に
高
く
な
り
、
所
得
が
高
い

人
ほ
ど
多
く
の
税
金
を
納
め
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
下
記
所
得
割
税

率
表
を
参
照
）

退
職
所
得
が
あ
る
人
は

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
退
職
手
当

な
ど
の
支
払
い
者
が
、
退
職
者
に
退
職

手
当
を
支
払
う
際
に
、
ほ
か
の
所
得
と

県
民
税
分

1

千
円

• 

分
離
し
て
退
職
所
得
に
対
す
る
税
額
を

計
算
し
て
、
支
払
額
か
ら
そ
の
税
金
を

天
引
き
し
て
市
町
村
に
納
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
の
万
法
は

、
1

―
-
9

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
二
つ
の
方

法
が
あ
り
、
そ
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
通
徴
収
…
…
明
和
町
役
場
か
ら
納
税

者
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
っ

て
納
税
し
て
い
た
だ
く
方
法
。
（
納
期

は
、

6
.
8
.
1
0
.
1
2月
の
4

回
）

特
別
徴
収
…
…
会
社
等
に
勤
め
て
い
る

給
与
所
得
者
で
、
明
和
町
役
場
か
ら
直

接
勤
務
先
の
会
社
等
に
送
付
さ
れ
る
特

別
徴
収
税
額
通
知
書
に
よ
っ
て
、
給
与

の
支
払
者
（
会
社
等
）
が
毎
月
の
給
与

か
ら
天
引
き
し
て
納
税
し
て
い
た
だ
＜

方
法
。
（
納
期
は
、
6

月
か
ら
翌
年
の

5

月
ま
で
の

1
2回
）

課
税
さ
れ
な
い
人

1

、
所
得
割
・
均
等
割
の
両
方
が
課
税

さ
れ
な
い
人

•
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
人

●
1

月
1

日
現
在
で
障
害
者
・
未
成
年

者
・
老
年
者

(
6
5
歳
以
上
）
．
寡
婦

（
夫
）
に
該
当
し
て
前
年
の
合
計
所

得
が
1
2
5

万
円
以
下
の
人

2

、
所
得
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

0

扶
養
す
る
人
が
い
な
い
人
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
3
5
万
円
以
下
の
人

●
扶
養
す
る
人
の
い
る
人
は
、
前
年
の

合
計
所
得
が
3
5
万
円
x

（
扶
養
人

数
＋
1

）+
3
2万
円
以
下
の
人

（
計
算
例
・
扶
養
が1
人
の
場
合
は
·

3
5
万
円x
2
+
3
2万
円
1
1
1
0
2

万

円
以
下
）

3

、
均
等
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

●
扶
養
す
る
人
が
い
な
い
人
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
2
8
万
円
以
下
の
人

●
扶
養
す
る
人
の
い
る
人
は
、
前
年
の

合
計
所
得
が
2
8
万
円
x

（
扶
養
人

数
十
1
)
+
1
5万2
千
円
以
下
の
人

（
計
算
例
・
扶
養
が1
人
の
場
合
は
、

2
8
万
円x
2
+
1
5
万
2

千
円
1
1
7
1
万

2

千
円
以
下
）

県
民
税
は
前
年
の
所
得
金
額
に
よ
っ
て
、

所得割の税率……所得が多くなるにつれて、多くなった部分の税率が段階的

に高くなり、所得が高い人ほど多くの税金を納める仕組みとなっています。

！税所得金額 口言：二1`口
-- - | + 

巴ー[--- -/l-----]ロニ 1
竺竺竺竺□互竺］ー［］竺竺』---—+-
lを超える金額 9 10% 9 240,000円| 3%| 

※退職所得、土地・建物の譲渡所得等については、特別な税額計算を行います。

所
得
控
除
は
9

.

9

.

 

納
税
者
に
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
あ

る
か
ど
う
か
、
病
気
や
災
害
な
ど
に
よ

る
出
費
が
あ
る
か
な
ど
の
個
人
的
な
事

情
を
考
慮
し
て
、
そ
の
納
税
者
の
実
情

に
応
じ
た
税
負
担
を
求
め
る
た
め
に
所

得
金
額
か
ら
差
し
引
く
も
の
で
す
。

そ
の
控
除
は
、
医
療
費
控
除
・
社
会

保
険
料
控
除
•
生
命
保
険
料
控
除
・
損

害
保
険
料
控
除
・
配
偶
者
控
除
・
配
偶

者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除
等
の
各
種
の

控
除
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
全
員
の
か
た

が
対
象
と
な
る
基
礎
控
除
が
あ
り
ま
す
。

平成13年 6 月 10 日（日） (12) 



町・県民税のQ &A
Qわたしの夫は平成12年11月に死亡しましたが、昨年中に夫
が得た所得に対する住民税はどうなるのでしょうか。

A 住民税は、毎年 1 月 1 日現在で住所のある人に対して課税
されます。従って平成12年中に死亡されたかたに対しては、

平成13年度の住民税は課税されません。

Qわたしは平成13年 1 月 15 日に館林市から明和町に転入しま
した。平成13年度の住民税はどちらに納めることになりま

公ゞ。平成13年 1 月 1 日現在ではあなたの住所は館林市にありま
したから、その後明和町に住んでいても、 13年度の住民税

は館林市に納めることになります。

Qわたしは平成12年 6 月に退職し、退職金から住民税を天引
きされましたが、今年も納税通知書が送られてきました。

なぜでしょうか。
A 退職所得に対する住民税は、退職手当が支払われるときに
天引きされ、その会社から明和町に納入されますが、退職

所得以外の所得に対する住民税は、その翌年つまり 13年度に納
めることになります。あなたの場合は退職された時の6月分まで
の給与などに対しての納税通知書が送られたものと思われます。

Q -わたしは会社に勤務のかたわら農業所得が18万円あります。
所得税の場合は20万円以下であれば申告はいらないと聞い

ておりますが、住民税は申告しなくてはいけませんか。
A 所得税においては、所得の発生した時点で源泉徴収を行っ
ていることなどの理由から、確かに給与所得以外の所得が

20万円以下の場合は確定申告は不要とされておりますが、住民
税におきましては源泉徴収制度はなく、他の所得と合算して税
額が計算されることになりますので、給与所得以外の所得があ
る場合は、その所得の多い少ないに関係なく申告することにな
ります。

Q私は給与収入だけですが、町県民税と所得税（国税）は 1
年間にいくら納めますか。なお、 12年度の給与収入総額は、

5,500,000円（所得額3,860,000円）、妻と子供（小学生2名）いま
す。妻の収入はありません。（支払社会保険料515,000円、支払生
命保険料150,000円）
A 上記の場合控除額について（町・県民税と所得税では控除
額は違います）

◎納入方法 特別徴収のかた……勤務先の会社から年12回に分
けて納入されます。

普通徴収のかた……役場からの納付書によって年
4 回で納入します。

2 、所得税の計算は（国に税金が入ります）

3,860,000 〔所得額〕ー 380,000 〔配・控〕ー380,000 〔配・
特〕ー (380,000 〔扶養控除〕 X2) -515, 000 〔社会保険〕
-50, 000 〔生保料〕ー380,000 〔基礎控除〕
=1,395,000 〔課税所得額〕

所得税の税額表（求める税額＝①x②―③)

上記の税率により計算しますと
課税される所得金額 x税率一控除額＝所得税額
1,395,000 X 10%-0 円＝ 139,500円

所得税としての納入額は、 139,500円となります。

◎納入方法 毎月の給料から天引きされていますが、（昨年の
実績から）最終的な金額は年末調整によって決定されます。

※なお、町県民税・所得税ともにこのほかに定率減税措置があ
ります。
町県民税……所得割額の15% （上限は 4 万円）
所得税……定率減税前の所得税の20% （上限は25万円）

I 町県良竺-[9][]竺ー」 （単位

を控除 1 330,000円| 380,000円 I
険料控除は、支払金額が100,000円を超えると限度額に

100 

99_5~・

99.0 

• 98.5 -
※このほか損害保険料・医療費•寄付金等の控除があり、該当 平成 8 年• 9 • 10 • 11 ·12 （見込）
すれば控除されます。 ※平成8年度が一番低く 99.0% 、 10年度には99. 7％まで上昇

しましたが、その後は減少傾向になっております。
1 、町・県民税の計算は（町と県に税金が入ります）

3,860,000 〔所得額〕ー330,000 〔配・控〕ー330,000 〔配•特〕
-(330,000 〔扶養控除〕 X 2) -515, 000 〔社会保険〕
-35, 000 〔生保料〕ー330,000 〔基礎控除〕
=1,660,000 〔課税所得額〕

(1)所得割額町民税（ 3 %) 1,660, ooox 3 % =49, 800円
県民税 (2 %) 1,660,000X 2 %=33,200円

(2)均等割額町民税 2,000円
県民税 1,000円

上記の計算により 町民税分は、 49,800+2, 000=51, 800円
県民税分は、 33,200+ 1, 000=34, 200円

となり町・県民税としての納入額は、 86,000円となります。

(13) 平成13年 6 月 10 日（日）

平成14年 1 月から使用する所得税の確定申告の用紙が新し
くなります。
現在 6 種類あった確定申告書の用式を 2種類に統合し、サイ

ズも A4 とします。これによって納税者のかたがたから要望の
あった、用紙が扱いにくいという声や、裏面から表面への転記
のわずらわしさが改善されます。

町・県民税の納期 年 4 回

6 月． 8 月・ 10月・ 12月の末日が納期です。

納入は、口座振替をご利用ください。

税金は、全町民のかたに公平に使用されています。

“納期限を守って完納しましょう。”



可
燃
ご
み
収
集
は
、
通
常
月
曜
日
と
金

曜
日
の
週
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
夏

期
に
ご
み
の
量
が
増
加
す
る
た
め
、
7
月

か
ら
9
月
の

3

か
月
間
は
、
月
曜
日
、
水

曜
日
、
金
曜
日
の
週
3
回
（
祝
祭
日
の
場

合
は
休
み
ま
す
）
収
集
を
行
い
ま
す
。
ご

み
の
持
ち
出
し
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
地
域

の
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。可

燃
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
お
願
い

＇
畠
胄
'
’

夏
期
は
、
果
物
等
の
生
ご
み
が
増
加
す
る

可燃ごみ収集作業

に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
持
ち
出
し
時

間
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

可
燃
こ
み
収
集
日
が
7
月
か
ら
9
月
ま
で
週
3

回
に

町
教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
·
‘

◇
期
日
7
月
2
5
日
因
、
2
6
日
因
1

泊
2
日

ね
こ
や

◇
場
所
根
古
屋
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

（
栃
木
県
田
沼
町
）

◇
対
象
小
学
校

4
.
5
.
6

年
生

◇
定
員
2
5
人
（
個
人
応
募
に
限
り
ま
す
）

◇
受
付
6
月
2
2
日
（
金
）
か
ら
教
育
委

員
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）
で
随

時
受
付
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初

参
加
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
内
容
野
外
炊
飯
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ

た
め
、
ご
み
か
ら
大
量
の
水
が
絞
り
出
さ

れ
、
パ
ッ
カ
ー
車
で
ご
み
と
汚
水
を
運
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
清
掃
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
水
切
り
を
十
分
行
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
る
た
め
、
台
所
か
ら

出
る
残
飯
類
は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
等
で
水

を
切
っ
た
後
、
さ
ら
に
一
押
し
し
て
水
分

I
I員
―
―
一
く
昌

ご
み
の
量
が
多
い
日
な
ど
は
、
い
つ
も

と
同
じ
時
間
に
パ
ッ
カ
ー
車
が
行
く
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
収
集
し
た
後
に
ご
み
を
出

す
と
散
乱
し
て
不
衛
生
で
す
し
、
景
観
的

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
和
紙
づ
く
り
教

室
（
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◇
参
加
費
5
、
0
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

学
習
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

み
ん
な
で
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
ろ
う

役
場
で
は
、
平
成
1
4
年
度
採
用
の
職
員

募
集
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
採
用
人
員
若
干
名

◇
職
種
土
木
技
術
職

◇
一
次
試
験
県
町
村
会
が
行
う
統
一
試

庚圧

◇
試
験
日
9
月
1
6
日
⑪

◇
試
験
場
所
県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校

（
前
橋
市
紅
雲
町
2
_
1
9
|
1
)

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
総
務
課
庶
務
行
政

係
※
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
め
い
わ
7
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
1
4年
度
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

土
木
技
術
職

若
干
名

＞令＇ぶ 9'必今t'こ•，'^·-ヘィ、｀ィ、9べ忍：訳、、な◇令＇謬 ぶベヘ、へ`奴．冷ヽぷ心‘双‘ぺ◇双玲,謬'笈'`;S'/.ぷ.,..'^·-冨へぺ•‘へぷ心奴翠·：：s◇択哀＇謬＇謬多 9'.；ら今ふ＾心'^·.\·、・ペ、、ぺ.‘‘奴◇欲沢

◇
期
日
7
月
2
2
日
⑪
1
2
3
日
⑤

◇
場
所
千
葉
方
面

◇
対
象
町
内
に
住
む
母
子
家
庭
の
母
と

子
、
お
よ
び
寡
婦

◇
募
集
人
員
3
0
名

◇
募
集
期
間
6
月
1
5
日
釦
1
2
9
日
⑤

◇
内
容
温
泉
保
養
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
を
利
用
し
た
研
修

◇
参
加
費
一
人
7
、
0
0
0
円
程
度

（
参
加
人
数
に
よ
り
決
定
）

◇
申
し
込
み
参
加
を
希
望
す
る
か
た
は

参
加
費
を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

亥
出
劉
町
酌
劉
ゴ
閃
胴
可
"
­

ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
0
1
3

ぃ
．
ふ
：
し
・
り
姜
堵
．
し
．
9
．
瑶
じ
9
,
9
7
,
C
T
;
9

ー;
.
^
.
I
"
9
・
9
,
2..
 ク.. 
ゞ
・b
'
.. 9
・
9
.
祖
’
’
9塙
翌
k

g
ゃ
・
9
,
'
,
'
.
9
9
C
,
.
,

..
 9
.
‘
‘
‘
,
.
i
i
ー
1
,
¥

母
子
生
活
学
校

参
加
者
募
集

「
第
3
回
明
和
ま
つ
り
」
が8
月
5
日
⑪
、

午
後
3
時
か
ら
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ

れ
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
催
し

物
を
多
数
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
夏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
「
広
報
め
い
わ

7
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

明
和
ま
つ
り
は

8

月
5

日
曲
で
す

平成13年 6 月 10 日（日） (14) 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

6

年
6

月
1
6

日
に
開
館
し
て
以
来
ま
も
な
く

7

年
と
な

り
、
町
民
水
泳
大
会
、
水
泳
記
録
大
会
、

各
種
水
泳
教
室
な
ど
住
民
の
健
康
増
進
・

体
力
向
上
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

5

月
2
7
日
、
入
館
者
5
0
万
人
を
達
成
。
累

計
で
は
5
8
万3

、

9
1
2

人
が
利
用
し
、

1

日
当
た
り
で
は
約

2
7
8

人
と
な
っ
て

ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
は

5
8万
3
、

9
1
2

人

1

日
当
た
り

2
7
8

人

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

楽
し
い
学
習
の
推
進
」
。
町
の
文
化
振
興
の

拠
点
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
や

図
書
館
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点

と
し
て
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
や
社
会
体
育

館
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
施
設
も
、
文
化
・
体
力
の
向

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
は

1
3万
7

、

8
7
6

人

1

日
当
た
り

9
0人
が
利
用

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
は
、
平
成

8

年
会
、
各
種
団
体
の
研
修
や
会
議
な
ど
に
利

6

月
2

日
に
開
館
し
て
以
来
5

年
が
経
過
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
累
計
で
は
認
万

7

、

し
、
町
民
文
化
大
学
や
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス

8
7
6

人
が
利
用
し
、
1

日
当
た
り
で
は

ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
文
化
祭
、
映
画
約
9
0
人
と
な
っ
て
ま
す
。

町
立
図
書
館
は
、
平
成
8

年
7

月
1
7
日

に
開
館
し
て
以
来
ま
も
な
く
5

年
と
な
り
、

生
涯
学
習
杜
会
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民

に
広
く
利
用
さ
れ
る
図
書
や
視
聴
覚
資
料

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
入
場
者
3
0
万

人
を
今
年
1

月
3
0
日
に
達
成
す
る
な
ど
着

実
に
住
民
の
間
に
定
着
。
累
計
で
は
3
2
万

4
、

6
7
5

人
が
利
用
し
、
1

日
当
た
り

で
は
約
2
3
3

人
と
な
っ
て
ま
す
。

町
立
図
書
館
は

3
2万
4
、

6
7
5

人

1

日
当
た
り

2
3
3

人

楽
し
い
学
習
施
設

文
化
体
力
の
向
上
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

、
．

上
や
町
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
館
後
か
ら
、

平
成
1
3年
5
月
3
1日
ま
で
の
主
な
施
設
の

利
用
状
況
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
っ
と
、
も
っ
と
、
多
く
の
利
用
者
の

輔
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

健康増進に利用されている海洋センター だれでも気軽に利用できる図書館 文化振興の拠点：ふるさと産業文化館

淫令奴哀＇こグ 、、むぷ沢、、成謬◇釈メ令’'.;<'.
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1 袋 5 kg入りの堆肥

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
給
食
か
ら

出
た
残
飯
を
生
ご
み
処
理
機
で
堆
肥
を
作

り
、
住
民
の
皆
様
で
ご
希
望
の
か
た
に
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
配
布
日
時
第

2
•

第
4

火
曜
日
の
午

後
3

時
1
5

時

◇
配
布
場
所
町
給
食
セ
ン
タ
ー

◇
配
布
数
量

1

人
5

袋
ま
で

(
1袋
5

k
g
入
）

堆
肥
の
生
産
量
が
限
ら
れ
る
た
め
、
な

く
な
り
次
第
、
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

※
各
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
生
ご
み
処
理

機
か
ら
出
る
堆
肥
の
処
理
に
お
困
り
の
か

た
は
、
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
（
給
食
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る

大
型
の
生
ご
み
処
理
機
に
投
入
し
て
二
次

発
酵
を
行
い
ま
す
）

給
食
セ
ン
タ
ー
の
生
i
J
 

た
い

み
か
ら
で
き
た
堆
肥
を

無
料
配
布
し
ま
す

(15) 平成13年 6 月 10 日（日）



震

2
0
歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
申
請
を
し
、
承
認
を
受
け
る
こ
と

で
学
生
期
間
中
に
支
払
う
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
』

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に
関
係
な

く
、
本
人
の
所
得
を
基
準
と
し
て
審
査
し

ま
す
。
そ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学

生
本
人
に
所
得
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
部

分
の
学
生
が
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
夜
間
・
通
信
を
除
く
）
。

こ
の
猶
予
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
事

故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
は
、
障
害

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

受
け
た
期
間
か
ら
1
0
年
以
内
に
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
で
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
に
反
映
し
ま
す
。
し
か
し
、

保
険
料
を
納
め
な
い
期
間
は
、
年
金
額
に

反
映
し
ま
せ
ん
。

住
民
課

申
請
さ
れ
る
か
た
は
学
生
証
を
お
持
ち

に
な
っ
て
、
住
民
課
保
険
年
金
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意
こ
の
制
度
は
年
度
単
位

(
4月

ー

3

月
）
の
承
認
で
す
の
で
、
翌
年
度
も

学
生
で
あ
り
、
か
つ
、
制
度
を
ご
利
用
に

な
り
た
い
場
合
は
、
新
年
度
に
な
っ
た
ら

再
度
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
は
届
け
出
を
す
る
と
納
付
が
猶
予

町
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
普
及
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
要
綱
の
改
正
を
行
い
最

高
3

万
円
ま
で
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
1

家
に
1

台
設
置
し
て
い

た
だ
き
、
生
ご
み
の
自
家
処
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
金
交
付
申
請
の
手
続
き

◇
助
成
金
額

購
入
費
用
の
2
/
3以
内
で
3

万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

◇
申
請
場
所

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
必
要
な
も
の

印
鑑
、
口
座
番
号
（
申
請
者
の
も
の
に

限
る
）
、
領
収
書
（
商
品
名
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）

◇
申
請
期
限

購
入
し
た
年
度
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

ヽ
4
0

し
◇
そ
の
他

◎
生
こ
み
処
理
機
と
は
... 

電
気
を
利
用
し
て
、
微
生
物
に
よ
る
発

酵
分
解
を
早
め
、
生
ご
み
を
有
機
肥
料
に

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
で
す
。

渫
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

一
般
家
庭
で
使
用
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

益

生ごみ処理機

◎
生
ご
み
処
理
機
（
ゴ
ミ
ナ
イ
ス
）
交
換

用
ホ
—
ル
チ
ッ
プ
に
つ
い
て

地
区
内
回
覧
に
よ
り
一
括
購
入
希
望
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
「
ゴ
ミ
ナ
イ

ス
」
は
、
約
3
\
6

か
月
に
1

度
ホ
ー
ル

チ
ッ
プ
を
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
か
た
は
、
環
境
課
で
販
売

(
1袋

l
、

3
0
0

円
）
し
て
い
ま
す
の
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
者
に
助
成
金
交
付
購
入
費
用
の
2
/
3以
内

で
3

万
円
を
上
限

ホールチップ
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消
費
生
活
に
関
す
る

苦
情
を
受
付

礫
境
課

C
，
脳46
8
6

家
庭
か
ら
出
た
と
見
ら
れ
る
焼
却
灰
が

河
川
敷
等
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
苦

情
が
町
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
焼
却
灰
の
収
集
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
処
理
に
お
困
り
の
か
た
は
、

町
の
ご
み
収
集
指
定
袋
に
入
れ
て
環
境
課

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
焼
却
に

つ
い
て
の
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
た

き
火
程
度
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
焼
却
す
る
と
黒
煙
が
出
る
ビ
ニ
ー

ル
製
品
な
ど
の
焼
却
は
行
わ
な
い
で
、
町

の
可
燃
ご
み
収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
の

受
付
．
処
理
•
あ
っ
せ
ん
や
情
報
・
意
見

の
収
集
・
連
絡
な
ど
を
行
う
消
費
生
活
協

力
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

平
成
認
年
度
に
お
い
て
、
本
町
か
ら
は

次
の
二
人
の
か
た
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
協
力
員
へ
お
気
軽
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
敬
称
略
）

◇
橋
本
文
江
（
中
谷
）

6
闘
2
0
8
3

◇
磯
野
真
理
子
（
中
谷
）
6
図
5
3
2
9

一
般
家
庭
の
焼
却
灰

を
収
集
し
ま
す

平成13年 6 月 10 日（日） (16) 
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農休日は 7 月 6 日（金）． 7 日(±). 8 日（日）です

平成 1 3 年度明和町農作業標準料金表

◇水稲作業 （10アール当たり）

種
一
土
―
り
一
卜

i
悉
竺

-
―
一
取
一
ッ

-l-

二
巴
―

-
H
H
-

耕
一
施
一
覆
一
刈
一
セ

ドリ）レ播（耕起・肥料・種子代は別）

刈取りから乾燥、調整

7,000 

4,500 

2,800 

15,000 

26,000 

〇農繁期労賃

〇農繁期以外労賃

1 日当たり・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 男 8,000 円

女 7,000 円
1 日当たり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6,000 円

（注）上記の料金は標準額ですから、ほ場条件・地域間でそれぞれ
格差がある事と思いますので、参考として利用してください。
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平
成
1
3年
度
農
作
業
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た

町
で
は
、
古
着
類
の
分
別
収
集
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
古
着
類
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
需
給
状
況
が
好

転
す
る
ま
で
一
時
休
止
い
た
し
ま
す
。
収

集
を
再
開
す
る
場
合
は
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古
着
類
収
集
を

一

時
休
止
し
ま
す

6

月
2
4日
凹

午
後
1

時
0
0分
開
場

午
後
1

時
3
0分
開
演

午
後
4

時
0
0分
開
場

午
後
4

時
3
0分
開
演

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

> 
2

音

◇
日
時

1

部

◇
チ
ケ
ッ
ト
全
席
自
由

お
と
な

8
0
0

円
こ
ど
も

0

円

(
3歳
以
上
中
学
生
以
下
）

※
当
日
券

2
0
0

円
増

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口
で
発
売
し

て
い
ま
す
。

6
0
 

◇
主
催
明
和
町
教
育
委
員
会

◇
後
援
明
和
町
文
化
協
会

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

映
画
会
『
ワ
ン
ピ
ー
ス
』
『
デ
ジ
モ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

0
2

』

透つで令•'.,-t’ん◇ぷぶ＾ペヘペ‘＾←、沖、‘々‘ゞぐこ‘令◇令つ令◇令’；令’；ゞ応＇～つ、ご＾ーヘし、池、凌こ‘ぐ：、＇ 9；；,.,：穴◇祝謬多ゞ';9'ぷ文’,•ぷ・ベ＾’~｀ヘイヘし、、ぐ、冷ヽこぐ◇ぐ◇令／ゞ'2今’；叉玲',S'べ’ん'^.-’~ペ、ヽヘ‘べ、ミふ没ーゞ'•':令◇令つ9令炉：：令'.;ち’；ゞ9/，9＾一＾～さベぺ'ゞな翠·;;令◇令◇今’'.;t'.：：O'；文’ふ令ぼふ＇＾ゞ←く、ヘベヘ‘4、凌こ令‘、冷•；；ざ凶＜

昧
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

群
馬
R
&
D

セ
ン
タ

町
に
パ
ソ
コ
ン
3

台
寄
附

明
和
工
業
団
地
内
の
朦
ア
ド
バ

ン
テ
ス
ト
群
馬

R
&
D

セ
ン
タ
は
、

5

月

1
6日
、
一
層
の
パ
ソ
コ
ン
普

及
の
た
め
に
と
町
に
中
古
の
パ
ソ

コ
ン

3

台
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
ノ
ー

ト
型
1

台
と
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型

2

台
で
、
学
童
保
育
所
等
で
活
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入 札 士
口
爺 果

大輪東地区農道整

上水道石篇セメント
替工事設計監理業務委託

11 日 1 水道課

岨和西小学校言語指調 l 須賀地内
敦室改修工事

1,350 

※落札金額には消費税は含まれておりません。
※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお顧いいたします。
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明和第2工業団地造成事業
11 月完成を目指してスタート

1 1 月完成を目指し進められている造成工事

群
馬
県
企
業
局
が
矢
島
地
内

に
進
め
て
い
る
「
明
和
第
2

エ

業
団
地
造
成
工
事
」
が
こ
の
ほ

ど
ス
タ
ー
ト
し
、

1

日
延
べ
約

3
0
0

台
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
往

来
す
る
な
ど
、
今
年
1
1
月
完
成

を
目
指
し
て
急
。
ヒ
ッ
チ
で
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
団
地
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

方
式
に
よ
り
、
平
成
1
1
年
2

月
、

地
権
者
説
明
会
を
皮
切
り
に
エ

業
団
地
造
成
事
業
が
具
体
化
。
そ

の
後
、
意
見
調
整
等
が
行
わ
れ
、
地

権
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
着
工
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
造
成
面
積
は
約
紐
ぢ

で
、
こ
の
中
に
公
園
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に

雇
用
や
財
源
の
確
保
を
図
り
、
さ
ら

に
大
き
な
飛
躍
と
活
性
化
に
結
び
つ

け
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

唄和第2工業団地位置図

三

県議会が合築園舎を訪問
こども未来特別委員会

昨
年
4

月
に
開
園
し
た
県
内
初
の
保

育
園
・
幼
稚
園
の
合
築
園
舎
の
現
地
調

査
が
同
園
で
5

月
8

日
、
県
議
会
の
こ

ど
も
未
来
特
別
委
員
会
の
委
員
や
県
関

係
者
2
4
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
子
化
問
題
等
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
し
て
い
る
同
委
員
会
で
は
、
町
の
取

り
組
み
状
況
を
把
握
す
る
た
め
施
設
訪

問
さ
れ
た
も
の
で
す
。
施
設
見
学
後
、

斎
藤
町
長
は
「
2
1
世
紀
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
子
育
て
す
る
な
ら
明
和

を
目
指
し
、
住
み
よ
い
通
い
や
す
い
園

に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
概
要
説
明
の
後
、
委
員
か
ら
「
幼
・

保
の
一
元
化
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』
な

ど
の
質
疑
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

町の取リ組み状況を説8月する斎藤町長

掲載写真を差し上げます。 役場企画課

洪水に備え避難場所の確國を
洪水避難地図作製

明
．

"
↓
れ
』

咄況
\ ．．．．．．．．．ぃ．．．．ぶ芯ぷ.. 

..”で

全世帯に配布された甲和町洪水ハザードマップ

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
利
根
川
が
大
雨

は
ん

に
よ
っ
て
氾
濫
し
た
場
合
、
住
民
の
皆

様
の
避
難
に
役
立
て
よ
う
と
官
民
一
体

と
な
っ
て
明
和
町
洪
水
避
難
地
図
（
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
作
製
し
、
全

世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

浸
水
の
範
囲
は
、
利
根
川
流
域
で
最

大
規
模
の
雨
が
降
っ
た
場
合
を
想
定
し

て
お
り
、
こ
れ
は
昭
和
2
2
年
の
カ
ス
リ

ン
台
風
時
と
同
程
度
に
な
り
ま
す
。
マ

ッ
プ
に
は
、
避
難
指
示
等
の
種
類
や
町

内
1
4
か
所
の
避
難
場
所
、
避
難
時
の
心

得
、
わ
が
家
の
防
災
メ
モ
な
ど
を
掲
載
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
自
宅
か
ら

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
や
家
族
の
連
絡

先
な
ど
を
書
き
込
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

8(84)3111 平成13年 6 月 10 日（日） (18) 



歌は生きがい・健農のもと
老人福祉センターカラオケ大会

5

月
1
7
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
老
人
愛
好
者
の
多
い
カ
ラ

オ
ケ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
ふ
れ
あ
い
を
図

り
、
心
の
通
っ
「
福
祉
の
町
づ
く
り
」
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

4
0人
の
出
演
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

な
ど
約
2
2
0

人
の
前
で
自
慢
の
の
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。
今
年
の
優
勝
者
は

大
輪
の
村
田
謙
一
さ
ん
、
準
優
勝
は
中

谷
の
島
田
邦
夫
さ
ん
、
第

3

位
は
須
賀

の
荒
川
春
子
さ
ん
。
皆
さ
ん
が
「
歌
は

生
き
甲
斐
で
あ
り
、
健
康
の
も
と
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左から島田さん 村田さん 荒川さん

戦争の悲惨さ写真で訴える
平和展

止
戦争の悲惨さを改めて実感する来館者

明
和
平
和
展
実
行
委
員
会
で
は
「
平

和
展
ー
写
真
で
見
る
戦
争
の
傷
あ
と
」

を
5

月
1
8
日
か
ら
2
0
日
ま
で
中
央
公
民

館
で
開
き
ま
し
た
。

戦
後
5
5
年
が
経
過
し
た
今
、
戦
争
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
多
く
の
人
に
平

和
の
尊
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

会
場
に
は
広
島
の
被
爆
者
な
ど
戦
争
に

よ
る
被
災
写
真
等
約
9
0
点
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
ビ
デ
オ
と
戦
争
体
験
を
聞
く

会
や
戦
時
食
の
試
食
会
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
訪
れ
た
か
た
は
「
改

め
て
写
真
で
見
る
と
戦
争
の
悲
惨
さ
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な

い
子
ど
も
た
ち
に
も
見
て
も
ら
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

花を育てて地域を美しく
花いっぱい運動

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
思
い
や
り
の

心
を
育
み
、
地
域
を
美
し
く
す
る
こ
と

が
目
的
。
苗
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ

チ
ニ
ア
、
セ
ン
パ
ー
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の

4

種
類
で
、
子
ど
も
の
人
数
相
当
分
を

町
花
舟
組
合
の
協
力
を
得
て
用
意
し
た

も
の
で
す
。
上

江
黒
地
区
の
役

員
の
か
た
は

「
子
ど
も
た
ち

が
植
栽
す
る
こ

と
で
、
自
然
に

親
し
み
を
感
じ

ら
れ
る
と
い
い

で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

上江黒の皆さんによって植えられる花

町
教
育
委
員
会
お
よ
び
町
子
育
連
で

は
5

月
1
3
日
、
花
の
苗
l

、

3
3
5

鉢

を
1
6
地
区
の
子
ど
も
会
に
配
布
し
、
地

域
を
あ
げ
て
定
植
す
る
な
ど
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
花
づ
く
り
を
通
じ
て

群馬洋らんグランプリで金賞
薗部修二さん

最
大
級
の
ら
ん
の
祭
典
。
薗
部
さ
ん
は
、

昭
和
5
0
年
こ
ろ
か
ら
洋
ら
ん
の
シ
ン
ビ

ジ
ュ
ー
ム
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
開
花
す
る
よ
う
に

栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
に

あ
た
り
「
今
回
は
品
種
的
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
次
回
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー

ム
の
開
花
株
を

保
有
し
て
い
る

た
め
、
グ
ラ
ン

プ
リ
賞
を
即
ぃ

た
い
で
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

針物部門で金賞を受賞した洋ラン

財
団
法
人
群
馬
県
フ
ラ
ワ
ー
協
会
主

催
の
「
2
0
0
1

群
馬
洋
ら
ん
グ
ラ
ン

プ
リ
」
に
お
い
て
、
こ
の
ほ
ど
本
町
千

津
井
の
薗
部
修
二
さ
ん
が
鉢
物
部
門
で

金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
今
回
初
の
県
内

(19) 平成13年 6 月 10 日（日） 身近な情報をあ寄せください。
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B型肝炎
C型肝炎

検査のおすすめ

対
象
者

血
友
病
以
外
の
病
気
で
非
加
熱
血
液

凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受
け
だ
可
能

性
の
あ
る
か
た
は
、
な
る
べ
く
早
く
血

液
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
当
該
製
剤
の
投
与

を
受
け
だ
か
た
が
だ
の
感
染
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
盃
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
か

だ
は
、
公
表
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

昭
和
4
7年
か
ら
昭
和
6
3年
の
間
に
次

の
よ
う
な
病
気
で
、
公
表
医
療
機
関
に

入
院
し
た
こ
と
の
あ
る
か
た
で
、
次
の

①
ー
④
に
該
当
す
る
か
た

①
新
生
児
出
血
症
（
新
生
児
メ
レ
ナ
、

ビ
タ
ミ
ン

K

欠
乏
症
等
）
の
病
気
で

「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
の
指
摘

を
受
け
た
人

②
肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
で
入
院
し
、
出

検
盃
受
け
入
れ
期
間

平
成
1
3年
7

月
3
1日
⑳
ま
で

血
が
著
し
か
っ
た
人

③
食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
や
消
化
器
系
疾

患
に
よ
り
大
量
の
吐
下
血
が
あ
っ
た

人
④
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受

け
た
人
（
出
産
時
の
大
量
出
血
も
含

む
）公

表
医
療
機
関

群
馬
県
内
の
病
院

碓
永
病
院
・
群
馬
中
央
総
合
病

院
・
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
・

前
橋
協
立
病
院
・
群
馬
県
済
生
会
前

橋
病
院
・
伊
勢
崎
福
島
病
院
・
群
馬

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
・
総
社
町

内
科
深
沢
医
院

主
な
近
県
の
病
院

足
利
赤
十
字
病
院
・
自
治
医
科
大

学
附
属
病
院
・
埼
玉
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
・
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
等
（
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
公
表
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機
関

で
同
様
の
治
療
受
け
た
か
た
は
、
ぜ

ひ
主
治
医
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
検
査
料

金
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
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基
結

健康診査・総合
説明会の開

康診

先に実施しましだ健診の結果説明会を次のとあり開催しますので、ぜひ参加してください：

平成13年度基本健康診査結果説明会日程

6 月 29 日（金） 9 40~10 • 00 

6 月 29 日（金） 13. 10~13 30 

ワ月 6 日（金） 9. 40~10 • 00 

7 月 6 日（金） 13. 10~13 30 

ワ月 10 日（火） 9. 40~10 00 

7 月 10 日（応 13 10~13. 30 

対象地区
,,,, ぶでt—叫t一心し？·--.しぷ← 心ンしャロ—c~^ ~~ ~^ c ギや七 し忍 □ 9と必ベ~・ャ 9い· •’·‘ • し心 ー｀

斗合田・下江黒・上江黒・千津井
江口•田島・南大島

新里・梅原

中谷・川俣

須賀・大輯・入ケ谷

矢島・大佐貫

平成13年度総合健康診査結果説明会日程

＊結果説明会の会場は、すべて保健センターです。

内容……健診結果についての集団説B月（約45分）および‘1固別説甲、健康相談等

持参するもの…·健康手帳または血圧手帳
健診結果表

※指定された日が者B合悪い場合は、対象地区以外の日程にお出でいただいても結構です。

｀會◇♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇♦◇♦……◊♦＂◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊………◊………◊♦◊♦◊♦◊♦◇會◇♦◊♦o.[)·

；口：

：五蒻゜亘3こねすし」］―- 一 l`1、[‘` どど□9言言儡□言；
: 写真左倒の 1 品 , ' ｀｀ー れ、ひと煮立ちさせる）をまわし文
: 材料（4人分） } ］万］｀｀竺ジ ^ 7j’’-、r‘ ②塁王□` □言訓り）J＼□から：
こ 米 2 1/2 青ジソ 5~6枚 i t, 土やこ晏｀·:-~ 5mm厚にそぎ切りし、つけ汁につ 文

i l:：酢言言 □□ま大：言 ｀翠＼滋姿 §!:[]I鬱 ＠］／二゜言言°からを除い；
I ]:;]↑冒：］し／ ［；フダ泊：： 心 夕—rメよ｀；•:] 、 言言］！n：言i:/。 I
: ；｀ょう泊:雷] Coo~\nq '̀̀̀ ピ＼、 芦竺の言ジ揺り□；詈／急口言立 : 
こ みリん 小さし‘2 し季しと｀｀ミご：～～と｀＼ 上げる。 ; : 合回のあ料理は・・・ ぞこデ;~咤でず，，，n？百わt0]J~;;;□’ ここがポイント！: 今回の料理は5月に中央公民 （へぷ三こニ已己ニ=ニごシ》 すし飯は固量の水力0減で硬め
こ 館で行われたフレッシュグ）レメ こ悶こ：：ミ：：：：＝＝；；；：：：：芸卓— t 己二：：：：〗：に炊く。かつおの漬け時間
：言言言こ:`` iあっさり、かんだんメこ吐 二ごご゜長す＿．: でも放送されます。 ＼、虫る'=~~-,·/J ~ヽ＝＝＝ご／ ぎても適当でない）
,,[) 
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み ん な の声
このコーナーでは、皆さんからあ寄せいだだいだ「町への手紙」の一部とその回答を掲載します。

なあ、スペースの関係で質問の文書表現を一部簡略化させていだだきましだ。

て
は
、
納
入
に
あ
た
っ
て
の
誓
約
書
を
提
出
し
て

う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

）
の
よ
う
に
滞
納
整
理
は
実
施
し
て
お
り
ま
す

期日別町税未納額

が
、
未
納
額
は
毎
年
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
と
い

予
想
し
て
い
ま
す
。

未
納
額
は
約
6

、

0
6
0

万
円
位
に
な
る
も
の
と

平
成
1
2
年
度
の
決
算
時
(
H
1
3
.
5
.
3
1
)
で
の

広
報
め
い
わ
5

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
町
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
町
税
等
の
未
収
金
が
5

、

Q
 

9
0
0

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
回
収
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
年
の

尋
ね
し
ま
す
。

5

、

9
0
0

万
円
余
の
未
収
金
は
、
平
成
1
1

年
度
の
決
算
時
(
H
1
2
.
5
.
3
1
)

A
 

納
額
で
す
。

を
設
け
滞
納
整
理
を
行
っ
た
結
果
、

万
円
の
う
ち
約
1

、

差
し
引
き
約
4

、

ま
し
た
。

年
度
は
税
務
課
職
員
全
員
で
4

班
の
滞
納
整
理
班

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

）
れ
ら
未
納
額
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
2

で
の
未

5

9

0

0

 

8
2
0

万
円
の
納
入
が
あ
り

0
8
0

万
円
が
平
成
1
1
年
度

分
ま
で
の
未
納
額
（
過
年
度
分
）
と
な
り
ま
す
が
、

平
成
1
2
年
度
賦
課
分
の
未
納
額
（
現
年
度
分
）
が

新
た
に
約
1

、

9
8
0

万
円
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

現
年
度
（
平
成
1
2
年
度
）
分
の
滞
納
者
の
中
に

は
納
め
忘
れ
た
か
た
も
い
る
わ
け
で
す
が
、
過
年

度
（
平
成
1
1
年
度
以
前
）
か
ら
の
滞
納
者
に
つ
い

今
後
に
お
い
て
も
、
適
正
な
課
税
・
正
確
な
課

ま
た
、
何
回
も
訪
問
し
催
告
し
て
も
話
し
合
い

に
も
応
じ
て
も
ら
え
な
い
か
た
、
納
入
の
目
途
が

ま
っ
た
く
つ
か
な
い
か
た
等
、
悪
質
な
滞
納
者
に

つ
い
て
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
の
措
置
を
と
っ

て
お
り
ま
す
。

（
中
谷
男
性
）

回
収
予
定
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
お

税
は
も
ち
ろ
ん
、
税
負
担
の
公
平
を
図
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
新
規
の
滞
納
者
の
防
止
を

図
り
な
が
ら
、
税
務
課
全
員
で
滞
納
整
理
に
あ
た

（
税
務
課
）

入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
た
も
お
り
ま
す
。

い
た
だ
き
、
誓
約
に
基
づ
い
て
毎
月
少
し
づ
つ
納

日圏・祝日当番医 “必ず電話で確認してから受診してください。”

—/]□□言邑竺／］／ー：三―：ー ―科―
1 （日） 1 大神医院麒邑鑓科医薗会館後藤内科医院高野医院

1 を (62)2200 I a (73) 8818 を (72)0134 を (75)5067 1 （日）I］言誓門1守9::1ー百：］ーロ：3-竺］：ーニ言ご
ローー1ー：：言：言：言言1（日）小倉医院 1 麒隷歯科医薗会館安楽岡医院海宝病院I 匹 (72)06061 匹 (73)88181 匹 (72)0572 匹 (74)081 1 
1 ,  1 

・日帽・祝日は、館林厚生病院 8 (72)3140 も担当します。 （内科・外科・産婦人科のみ）
・耳鼻科・歯科の診療時間は午前 9 時から午後 1 時まで、内科・外科の診療時間 1ま午前 9 時から午後 5 時まででd。
※変更になる場合がありますので、必ず確認してから受診してください。

平成13年 6 月 10 日（日） (22) 



・
期
日

7

月
2
4
日
因
2
5日
困

2
6
日
困2
7日
⑤
3
1日
因

・
時
間
午
後

2

時
＼
3

時

・
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
対
象
町
内
在
学
小
学
生

・
募
集
人
数

3
0人
（
先
着
順
）

・
募
集
期
間
6

月
2
6
日
因
＼
7
月8

日
⑪

・
参
加
費
入
会
金

5
0
0

円
会
費

2
、

0
0
0

円

．
申
し
込
み
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
参
加

短夏

期休

水み

泳小

教学

室生

募

集

. 
·
」
`餅簡↑！

社会体育館
匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

・
期
間

7

月
＼

1
1月

・
対
象
一
般
男
女

3
0名

・
場
所
社
会
体
育
館
ほ
か

レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
期
間
7
月
＼
且
月

・
対
象
6
0
歳
以
上
の
男
女

3
0名

・
場
所
社
会
体
育
館
ほ
か

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

第
3
0回
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
支
部

選
抜
優
勝
大
会
が
4

月

2
0日
、
高
崎
市

・
期
間

7

月
ー

8

月

・
対
象
小
・
中
学
生

2
0名

・
場
所
武
道
館

千津井クラブの選手たち

レ
ス
リ
ン
グ
教
室

・
期
間

7

月
＼

8

月

・
対
象
小
・
中
学
生

2
0名

・
場
所
武
道
館

千
津
井
ク
ラ
ブ
初
優
勝
＂
~

第
3
0回
県
ソ
フ
ト
協
支
部
選
抜

剣

道

教

室

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
参
加
者
は
町
の
水
泳
教

室
入
会
者
以
外
を
優
先
し
ま
す
。

社
会
体
育
館
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
社
会
体
育
館

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

参
加
者
募
集

結

果

・
期
日

7

月
8

日
⑪

・
対
象
一
般
男
女

・
場
所
社
会
体
育
館

・
参
加
費
無
料

．
申
し
込
み
社
会
体
育
館
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

第
3

回

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

始
澤
重
信
〔
6
5
歳
代
〕

・
ハ
ン
マ
ー
投

3
1
m
2
9

1
位
（
大
会
新
）

1
位

円
盤
投

3
5
m
4
2
 

荒
木
博
〔
6
0
歳
代
〕

•
8
0
0
m
2

分
3
9
秒7
7

•
1
5
0
0
m
5

分
2
9秒
3
3

小
平
弘
〔
6
0
歳
代
〕

・
三
段
跳

9
m
3
1

・
走
幅
跳

4
m
5
0

.
1
0
0
m
1
4

秒
3
1 1

位
（
大
会
新
）

1

位
3

位

奈
良
原
勇
三
郎
〔
6
0
歳
代
〕

.
5
0
0
0
m
2
0
分
3
6
秒1
4
1

位
1
位

3

位

堀
口
優
〔

4
5歳
代
〕

・
砲
丸
投

9
m
7
4

・
走
高
飛

l
m
3
0

1

位
2

位
1

位
3

位

第
1
8回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

県
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
大
会

で
行
わ
れ
、
本
町
の
千
津
井
ク
ラ
ブ
は

準
々
決
勝
（
高
崎
市
・
五
十
嵐
ソ
フ
ト

ク
ラ
ブ
）
準
決
勝
（
桐
生
市
・
松
宮
八

三
）
を
順
当
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で

は
伊
勢
崎
市
の
あ
け
ほ
の
Z

を

1
5
|
1
0

の
大
差
で
破
り
、
念
願
の
初
優
勝
の
座

を
手
に
し
ま
し
た
。

富
塚
か
ず
子
〔
4
0
歳
代
〕

•
8
0
0
m
2

分
5
7
秒
6
3

.
1
0
0
m
1
5

秒
1
4

優
勝
須
賀
チ
ー
ム

準
優
勝
大
輪

B

チ
ー
ム

3

位
新
里
チ
ー
ム

第
3

回
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

明和パワーズ初優勝
＆曹矛

優
勝
明
和
パ
ワ
ー
ズ

準
優
勝
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

第
3

回

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

年
齢
を
5

歳
ご
と
に
区
切
っ
て
競
技

を
行
い
ま
す
の
で
、
楽
し
く
競
技
が
で

き
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
始
澤

6
閻
3
6
3
1

や
り
投

2
5
m
7
9

1

位
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個別禁煙指導あよび
禁煙補助薬処万

館林保健福祉事務所
ft (72) 3230 

館林保健福祉事務所では「タバコ
をやめたいと思っているかた」を対

象に個別禁煙指導などを行います。

◇対象 邑楽郡・館林市在住または

在勤者でタバコをやめたいと思っ

ているかた

◇受付日時平日の午前 8 時30分～

午後 5 時15分

◇内容 カウンセリング、健康診断

（問診・血圧測定）、禁煙補助薬

（ニコチンパッチ）処方

◇費用 処方箋 1 通につき 1,350 円
および禁煙補助薬を使う場合は別

途各自に薬局で薬を購入していた

だく必要があります。

◇申し込み 電話で館林保健福祉事

務所健康課ヘ

「外国人雇用状況報告制度」

「外国人労働者問題啓発月間」
1 lllHI I,llIII IIl1 贔I’’II悧l991199し贔， 冑-'川99 ,1,1 「

館林公共職業安定所
合 (75)8609

厚生労働省では、外国人労働者の

失業の予防や再就職の促進、外国人

労働者に係る雇用管理の推進等に役

立てるため、外国人を雇用している

事業主の皆さんに、 6月 1 日現在の外

国人雇用の状況を報告していただ＜
ことになっています。

また、 6月を「外国人労働者問題

啓発月間」と定め、「外国人労働者

の適正な雇用・労働条件の確保と不

法就労の防止に理解と協力を」をス

ローガンとして各種の活動を展開し

ておりますので、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

二講[化
[

セヒィ緑県

緑

fl (88) 7188 

◇テーマ 病虫害に負けない庭づくり

◇日時 6月 28 日（木） 午前 10時～正

午（雨天決行）
◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師飯塚博久先生

◇募集人員 50人（先着順）
◇参加費無料

◇申し込み群馬県緑化センターへ

「時代が変わる

林間・臨海学校を
一般に貸し出します

東毛広域市町村圏振興整備組合

（太田市役所内） 合（47)1850
東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、小・中学生の課外教育の場とし

て利用されている林間学校（赤城

山）、臨海学校（新潟県出雲崎町）
を次のとおり一般に貸し出します。

◇貸出期間 ●林間学校＝ 7 月 20 日

倫）～ 8 月 9 日（木）、 8 月 11 日 (±)~19

日（日） •臨海学校＝ 8 月 13 日旧）～

23 日（木）

◇宿泊料金（林間・臨海学校 l 泊）

小・中学生300円、高校生500 円、

大学生・一般1,000円

◇食事料金 (1 食） •林間学校＝朝

食430円、昼食500円、夕食620円

●臨海学校＝朝食470円、昼食510

円、夕食640円

◇申し込み ●林間学校＝ 6 月 25 日

旧）午前 9 時から電話にて組合事務

局で受け付けます。●臨海学校＝

はがきに利用したい期間 (2 泊 3

日以内）を第 1 から第 3 希望と、

住所、氏名、宿泊人数、電話番号

を明記し、 7 月 4 日困までに東毛

広域市町村圏振興整備組合事務局

〒 373-8718 太田市浜町2番35号

太田市役所内へお送りください。

はがき 1 枚につき 1 室とし、希望

が部屋数を超えたときは抽選とし

ます。

放送大学学生募集

放送大学群馬学習センター
ff027 (230) 1085 

テレビ・ラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では、平成13年

度第 2 学期 (10月授業開始）入学生

を募集しています。

◇出願受付 6月 15 日釦～8月 15 日困

成14年4月から大学院生の受け入
始，

◇修土全科生募集人員 500名

【文化科学研究科文化科学専攻】

◇大学院出願受付 9 月 1 日 (±)~9

月 14 日羹予定

修士科目生については、 12 月 15 日
出から出願受付（予定）

◇募集要項の請求．（無料）・問い合わせ
〒 371-0032 前橋市若宮町1-13-2 

放送大学群馬学習センター

私が変わる 環境の世紀の幕開けです」

福祉／＼ートフルフェア2001 •夏f
福祉医療人材就職面接会｝

群馬労働局職業安定部

fl027 (210) 5007 
◇日時 7 月 6 日⑤ 午後 1 時30分

~4 時（受付は正午開始）

◇場所 グリーンドーム前橋（前橋

市岩神町 1-2-1)

◇対象者

•福祉医療関係の求人事業主（要事

前申し込み）

•福祉医療関係事業所への就職希望

者

◇問い合わせ 群馬労働局職業安定

部職業安定課（前橋市大渡町）
※就職面接のほかに、介護体験や各

種相談コーナーもあります。

住まいの総合相談 l

住宅金融公庫北関東支店
合027(232)6656

住宅金融公庫と（財）住宅金融普及協

会は、 4 月から住まいに関する総合

相談コーナーを共同で設置し、住宅

を取得する際の総合的な相談に対応

するサービスを開始しました。

これまでの公庫融資を中心とする

融資の相談に加え、弁護士、税理士、

ファイナンシャル・プランナー、建

築士の専門スタッフを交替で配置

し、一つの窓口で総合相談が受けら

れるようになります。

相談は無料。ただし、専門相談は

予約制なのであらかじめ下記にご連

絡ください。

電話番号 027 (232) 3497 

場所前橋市千代田町1-8-8

花 rJ
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6 月の播種

ニチニチソウ

コスモス

トレニア
など

よ み

平成13年 6 月 10 日 (8)
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（開花9月中旬）

（廃花9月上旬）
（閏花 10月中旬）

(24) 
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町の無料法律相談

日時＝ 7 月 10 日因
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受付＝ 7 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 7 月 12 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 11年 7 月、 12年 7 月、 12
月、 13年 3 月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ日時＝ 7 月 3 日因

午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 7 月 16 日（月）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 7 月 19 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 7 月 19 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>町・県民税[>利根加用水賦課金
納期限＝ 7 月 2 日(fj)
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 6 月 29 日羹

とうもうめ<‘り

参加者募集

青少年ボランティア
養成講座参加者募集

東毛広域市町村圏振興整備組合

合 (47)1850

東毛広域圏（明和町など邑楽郡、

館林市、太田市、尾島町、新田町）
では、「とうもうめぐり」と称して、
圏域内の名所・旧跡など日帰りバス

ツアーの参加者を次のとおり募集し

ます。

◇期日 8 月 22 日（水） 雨天決行

◇内容 圏域内 9 か市町の名所・旧

跡や組合施設を見学

◇集合時間午前 8 時15分（帰着時

間は午後 5 時予定）

◇集合場所館林市役所駐車場

◇対象者 圏域在住者の親（保護者）

と子（小学生）の 2 人 1 組

◇募集人数 50組100人（応募多数

の場合抽選）

◇参加費無料（昼食、飲物は事務

局で用意）

◇申し込み ハガキに住所、氏名

（親と子の氏名と年齢）、電話番号、

館林コースと明記のうえ、 7 月 27

日倫） （当日消印有効）までに東毛広

域市町村圏振興整備組合(〒 373-

8718 太田市浜町 2 番35号太田

市役所内）へ

県立東毛少年自然の家
合0277(78)5666

◇期日 0 第 1 期 7 月 14 日 (±)~15

日（日） •第 2 期 9 月 8 日(±)~ 9 
日（日） 1 泊 2 日

◇会場県立東毛少年自然の家

◇対象 中学生、高校生、特殊教育

諸学校中学部・高等部生徒で、第

1 期•第 2 期とも参加できる人

◇募集人員 80人（先着順）

◇募集期限 6 月 20 日（水）

◇内容講義、実習、ボランティア

体験、体験発表等

◇参加費 1 人当たり 5,600円

※参加を希望するかたは、学校を通

してお申し込みください。

税務職員（税務大学

校生）募集

館林税務署

合 (72)4373
税務職員を採用するための平成13

年度国家公務員採用 1II 種（税務）試

験を次のとおり実施します。

税務職員として採用されますと、

税務大学校地方研修所に入校し約13
か月間、研修を受けた後、 1 税務署な

どで国税の賦課・徴収等の事務に従

事します。また、専門知識・技能等

を習得するため、各種の研修も予定

されています。

◇受験資格昭和56年 4 月 2 日から

59年 4 月 1 日生まれの人

◇試験日・試験内容

第1次試験 9 月 2 日（日） 教養・適

正・作文試験

第2次試験 10月 11 日（金）から 18 日

（木）までの指定する日

人物試験・身体検査

◇申し込み 館林税務署にある申込

用紙に記入し、 6 月 20 日（水）から 27

日休）までに人事院関東事務局〒
330-9712 埼玉県さいたま市大字

上落合2-11へ郵送してください。

「女性に対する暴力」
電話相談 6 月開設

群馬県男女共同参画室

ff 027 (226) 2901 

パートナーからの暴力などで悩ん

でいる女性のための電話相談です。

相談にぱ性暴力問題群馬弁護士ネッ

トワークの専門家が応じます。お気

軽にご相談ください。

◇相談専用合027 (226) 2905 相談

は無料です。秘密は固く守ります。

◇一般相談〈暴力相談カウンセラー〉
毎週月曜日 午前10時～正午

◇法律相談〈弁護土〉

毎週水曜日 午前10時～正午

◇特別相談

・女性の体〈産婦人科医〉

第 1 火曜日 午前10時～正午

•福祉〈元婦人相談員・民生委員〉

第 2 火曜日 午前10時～正午

・子ども〈児童指導員〉

第 1 水曜日午後 7 時～ 9 時

・心〈臨床心理士〉

第 2 水曜日 午後 7 時～ 9 時

※年末年始と休日は休みになります。

◇問い合わせ群馬県男女共同参画

室

(25) 平成13年 6 月 10 日（日） 6 月は環境月間です
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※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成13年 6 月 10 日（日） (26) 
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パソコンの基本操作にチャレンジ

パ‘ノコンの基本操作を学ぶ「 IT （情報通信技
術）講習会」が 6 月 1 0 日から中央公民館で始

まりました。参加者は、マウスやキーボード

を使って文字の入力やインターネットの利用、

E メールの送受信などを真剣な表情で取り組

んでいました。

今月の主な紙面

：：：：：：ここ：：：：：：：：：：：:~::~
• 6 月定例町議会結果・・・・・・・・・・・・・·…•④～⑤

・上水道南大島浄水場の配水塔竣工……⑥

• 町職員募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑭ 
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9
5
3

票

3
、

3
2
9

票

開
票
結
果
（
敬
称
略
）

c
 

斎
藤
憲
閲
無
現

新
井
順
一
閲
無
新

（
無
効1
0
0

票
）

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
6

月

2
6
日
に
告
示
さ
れ
、
無
所
属
で
現
職
の

斎
藤
憲
氏
闘
と
無
所
属
で
新
人
の
新
井

順
一
氏
国
の
二
人
が
立
候
補
し
、
前
回

同
様
に
町
長
選
挙
と
な
り
有
権
者
の
関

心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

平
成
1
0
年
の
町
制
施
行
後
、
初
の
町

長
選
挙
は
7

月
1

日
に
町
内
7

か
所
で

投
票
が
行
わ
れ
、
午
後
9

時
か
ら
役
場

議
場
で
開
票
の
結
果
、
斎
藤
憲
氏
が
町

長
に
当
選
し
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、
9

、

0
2
1

人
。
投
票
率
は
、
8
1
.
8
3
％
で
前
回
選

挙
の
投
票
率
（
平
成
9

年
7

月
時
8
1
.

8
6
%
)に
比
べ
閲
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま

し
た
。

斎
藤
氏
は
、
昭
和
5
4
年8
月
に
村
議

会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
元
年

7

月
ま
で
議
員
と
し
て
活
躍
。
そ
の
間
、

副
議
長
、
議
長
な
ど
を
歴
任
し
公
正
な

議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
前
村
長
の
後
を
引
き
継
い
で
、
平

成
元
年
7

月
か
ら
連
続
2

期
無
投
票
で

当
選
。
9

年
7

月
に
は
、
3
1
年
ぶ
り
の

4 選を果たした

斎藤憲氏

投票区別投票者数および投票率

主三」回亘亘l国亘豆l 一亘正二
亘 558 人 555 人 48ワ人 8ワ．75%

三ニコ 1,868 1,84ワ 1,534 83.05 
三 3,109 3,04ワ 2,365 77.62 
亘，70 959 785 81.86 

ェニ］, 711 704 636 90.34 
三エ］ 697 684 588 85.96 
三ニコ 1,256 1,225 987 80.57 
言でtll 9, 169 9,021 ワ，382 81.83 一

4

業乍
．
，
ー

票開たれわ
．
一
丁
4
1
 

I
 

J
 重

ら
．
i
,
｝

l

．
慎

選
挙
で
当
選
し
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

な
が
ら
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お

り
、
今
回
4

期
目
で
す
。

今
回
当
選
し
た
町
長
の
任
期
は
、
7

月
2
3
日
か
ら4
年
後
の
平
成
1
7
年
7

月

2
2
日
ま
で
で
す
。

゜
ソゞ
”
-

$ 
n

1

 

8 月 1 日から 15人乗りマイクロバスに

——•------~ ----------
／ー／

この車種と同型のマイクロバスが運行します

町
で
は
、

8

月
1

巳
よ
り
、
合
ま
で

4
9人
乗
リ

大
型
バ
ス
で
運
行
し
て
い
た
公
共
施
設
の
送
迎
を

1
5人
乗
リ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
変
更
し
ま
す
。

た
だ
し
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
諸
行
事
等
多
人

数
の
ご
利
用
で
、
乗
リ
切
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
臨
時
に
従
来
の
大
型
バ
ス
に
変
更

し
運
行
予
定
で
す
。

1
0人
程
度
以
上
の
人
数
で
バ

ス
の
ご
利
用
が
予
定
さ
れ
る
際
は
、
事
前

(
3
日

前
ま
で
）
に
保
健
福
祉
課

(
6
閻
4
9
2
6
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー
ス
や
峙
刻

等
は
今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続

き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平成13年 7 月 10 日因 (2) 



参議 員 挙選常直、―-'
投票日は7月 29 日（日）

参議院比例代表選挙が

非拘束名簿式となりました
これまでの参議院比例代表選挙は、あ

らかじめ政党の1則で候補者の当選順位を

決めておく方式（拘束名簿式）で、有権

者は政党名を記載して投票しました。こ

れに対し、新たに導入された非拘束名簿

式は、名簿では当選順位は決められてお

らず、有権者が候補者名または政党名の

いずれかを記載して投票する方式である
ため、有権者は当選させたい候補者名を

選ぶことができます。

参議院比例代表選挙の

しくみはこうなります

示
□口

公。

各政党が候補者名簿を届出（当選順位はなし）

〇投票

—— 

:/ 候補者名でも
政党名でも投票できる

+ 

ー一ー＝三＋‘一
各政党の総得票敬に応して議席を比例配分し、
候補者ごとの得票敬の順に当選人を決める

〇結果

投
票
所

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

入
場
券
（
届
か
な
い
と
き
は
、
持
参

投
票
場
所

明
和
町
役
場
総
務
課

◇
年
齢
要
件

7

月

2
9日
現
在
で
満
2
0

歳
以
上
の
人
（
昭
和
5
6年
7

月

3
0日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

◇
住
所
要
件
平
成

1
3年
4

月
且
日
ま

で
に
町
に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続

き

3

か
月
以
上
町
に
住
所
を
有
す
る

人
で
●
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

開
票
は
、
7

月

2
9日
⑪
午
後
9

時
か

ら
役
場
で
行
い
ま
す
。

投
票
時
間

午
前
8

時
3
0分
1

午
後
8

時

開
票

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

7

月

1
2日
因
（
公
示
日
）
1
2
8日
山

午
前
7

時
＼
午
後
8

時

9
 .

.

 

J
 

—— 
-
7

月
2
9日
⑲
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
—

一
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
政
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
一

一
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
な
た
の
大
一

一
切
な
1

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
―

—— 
r
·
:

」

投
票
で
き
る
人

投
票
時
間

土
・
日
曜
日
、
休
日
も
で
き
ま
す

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
旅
行
な

ど
の
用
事
が
あ
っ
た
り
、
病
気
の
た
め

に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
不

在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
で
き
る

不
在
者
投
票

00党 400万票
国 0山〇六 120万票

国 0田0江 100万票
国 om〇郎 80万票

0川0子 60万票

政党名の投票 40万票

3人当選

△△党 300万票
国△野△fi 90万票
国△水△ー 70万票

△ホ△子 50万票

△中△治 30万票

政党名の投票 60万票

2人当選

し
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
）

病
院
で
不
在
者
投
票
で
き
ま
す

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
病
院

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

身
体
の
不
自
由
な
か
た
は

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
や

戦
傷
病
の
か
た
は
自
宅
か
ら
郵
便
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
さ
れ
る

か
た
は
、
7

月

2
5日
困
ま
で
に
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
付
し
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
、

ヽ

ヽ

一

f

.

 
一
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
i

一

＼
ー
／
i

一一
会
（
総
務
課
内
6
囮
3
1
1
1
)

t一

一

―
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
I
 

ヽ

/ 

III`‘`·` ー
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6 月町議会定例会

平
成
1
2年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

町
議
会
定
例
会

第
2

回
町
議
会
定
例
会
は
、
6

月
8

日
の
会
期
1

日
間
で

開
か
れ
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
を
は
じ
め
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
6

議
案
（
町
長
提
出
5

件
、
議
員
提
出
1

件
）

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
だ
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
あ
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
、
平
成

1
3年
度
土
地
開
発
公

社
予
算
な
ど
6

件
に
つ
い
て
町
長
提
出
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
な
い
、
条
例
の
改

正
お
よ
び
規
定
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
住

民
税
に
つ
い
て
は
、
会
社
分
割
制
度
の
導
入

に
伴
う
措
置
な
ど
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
規
定
の
適
用

を
受
け
る
者
が
、
す
べ
き
申
告
に
つ
い
て
の

措
置
な
ど
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
、
七
九
四
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
四
四
億
九
、
五
二
六
万
六
千
円
に
し
ま
し

員
会
委

た
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追

加
お
よ
び
社
会
福
祉
会
館
の
増
築
・
改
修
事

業
の
補
助
金
が
追
加
交
付
と
な
り
ま
し
た
の

で
財
源
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
杜

会
福
祉
会
館
の
増
築
・
改
修
事
業
が
補
助
金

の
交
付
決
定
の
遅
れ
か
ら
工
事
着
手
が
遅

れ
、
1
2
年
度
内
に
終
了
で
き
る
見
込
み
が
な

い
た
め
1
3
年
度
に
繰
越
明
許
の
処
理
を
し
ま

し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
自
動
車
取
得
税
交
付
金
五
三
万
円
減

（
四
、
三
四
七
万
円
）

◇
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
三
九
万
一

千
円
(
-
三
一
0
万
九
千
円
）

◇
県
支
出
金
二
、
八
八
六
万
―
一
千
円

（
一
億
八
、
六
九
九
万
四
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
―
-
、
七
九
四
万
一
千
円
（
八

億
一
、
0
九
六
万
一
千
円
）

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
組
織
団
体
で

あ
る
大
間
々
笠
懸
上
水
道
企
業
団
の
名
称

が
、
平
成
認
年
4

月
1

日
か
ら
渡
良
瀬
水
道

企
業
団
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
規
約

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

教
育
委

あ
け

員
に
多
田
饒
美
さ
ん

多田暁美さん

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
一
六
八
万
七
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
五

一
億
三
、
一
六
八
万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
委
託
料
や
町
営
住
宅
白
ア
リ
駆
除

委
託
料
等
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）

は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
―
一
七

0
万
六
千
円
減

（
一
億
七
、
五
一
五
万
七
千
円
）

◇
県
支
出
金
二
八
六
万
四
千
円

（
一
億
三
、
八
一
三
万
八
千
円
）

◇
繰
越
金
一
五
二
万
九
千
円
（
一
億
八
、

一
五
二
万
九
千
円
）

歳
出

◇
民
生
費
一
三
一
万
七
千
円

（
九
億
九
、
三
六
五
万
五
千
円
）

◇
土
木
費
―
―
―
七
万
円

（
五
億
五
、
九
九
一
万
四
千
円
）

教
育
委
員
会
委
員
に

多
田
暁
美
さ
ん

教
育
委
員
会
委
員
の
玉
井
一
次
さ
ん
が
5

月
3
1
日
に
辞
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
後
任
に

多
田
晩
美
さ
ん

(
5
6歳・
上
江
黒
）
を
同
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
1
3年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平成13年 7 月 10 日（火） (4) 



町
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
公
有
地
取
得

事
業
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
駐
車
場
整

備
用
地
7
7
8

可
を
取
得
し
ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

平
成
1
2年
度
土
地
開
発
公
社

事
業
お
よ
び
決
算
の
報
告

本
年
度
は
用
地
取
得
事
業
が
な
く
、
前
年

度
に
取
得
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
広
場
の
駐
車

場
用
地
」
の
売
却
事
業
の
費
用
を
盛
り
込
ん

で
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益
等
）

二
、
六
七
八
万
六
千
円

・
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

九
0
万
二
千
円

◇
支
出

・
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

二
、
五
九
一
万
円

・
・
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

ニ
四
九
万
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）
一
千
円

◇
支
出

・
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費
等
）

三
千
円

（
資
本
的
収
入
の
額
が
資
本
的
支
出
の
額
に

対
し
不
足
す
る
額
二
千
円
は
、
過
年
度
分
留

保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
）

平
成
1
3年
度
土
地
開
発
公
社
予
算

◇
収
入

・
事
業
収
益

1
0
万
円

・
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

九
一
万
五
、

0
六
一
円

◇
支
出

・
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

0
円

・
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

一
九
四
万
六
、
七
六
二
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）

0
円

◇
支
出

・
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費
等
）

二
、
五
九

0
万
七
、
四
0
0
円

（
公
有
地
取
得
事
業
収
益
等
）

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◇
一
般
会
計
翌
年
度
繰
越
額

民
生
費
五
、
二
七
六
万
九
千
円

平
成
1
2年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
補
正

し
た
社
会
福
祉
会
館
増
築
・
改
修
事
業
が
補

助
金
の
交
付
決
定
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

工
事
期
間
が
不
足
と
な
り
認
年
度
内
に
工
事

が
終
了
し
な
い
た
め

1
3年
度
に
繰
り
越
し
ま

し
た
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
翌
年
度
繰
越
額

総
務
費
一
九
一
万
一
千
円

平
成
1
2年
度
の
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
で
補
正
し
た
介
護
保
険
給
付
支
給
限
度

額
一
本
化
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
を

1
3

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

未来を担う中学生

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
翌
年
度
繰
越
額

下
水
道
費
五
、
四
二
二
万
円

平
成
1
2年
度
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
で
補
正
し
た
明
和

1

号
幹
線
管
渠
築

造
工
事
1
2
|
1
_
1エ
区
お
よ
び
明
和
終
末

処
理
場
建
設
工
事
を
継
続
し
て
行
う
た
め
認

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

◇
水
道
事
業
会
計
翌
年
度
繰
越
額

資
本
的
支
出
三
、
五
六
一
万
六
千
円

国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

更
新
事
業
を
継
続
し
て
行
う
た
め

1
3年
度
に

繰
り
越
し
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に
提
出

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現
行
水
準
の

維
持
に
関
す
る
意
見
書

青
少
年
に
よ
る
殺
人
や
暴
力
な
ど
の

凶
悪
事
件
を
は
じ
め
、
薬
物
乱
用
、
性

非
行
、
い
じ
め
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を

め
ぐ
る
諸
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
ま
っ
た
＜
問
題
行
動
の

見
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
突
然
ナ

イ
フ
で
人
を
傷
つ
け
る
な
ど
「
い
き
な

り
型
」
の
非
行
の
増
加
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
非
行
に
走
る
子

ど
も
た
ち
は
、
本
当
に
「
な
ん
の
問
題

も
な
か
っ
た
子
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
態
度

や
行
動
に
、
心
の
揺
ら
ぎ
を
読
み
と
れ

る
危
険
信
号
、
い
わ
ゆ
る
サ
イ
ン
が
込

め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

X

0

 

ヵ

親
を
は
じ
め
、
周
囲
の
大
人
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
ご
ろ
か
ら

子
ど
も
の
心
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、

子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
で

す
。
「
難
し
い
年
ご
ろ
だ
か
ら
好
き
に

さ
せ
て
お
こ
う
」
と
い
っ
た
安
易
な
理

解
を
せ
ず
、
表
情
、
言
葉
、
健
康
状
態
、

生
活
サ
イ
ク
ル
、
交
友
関
係
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
側
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
兆
候
か
ら

子
ど
も
の
変
化
を
受
け
止
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

7
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
で
す

向
き
合
っ
て
ま
す
か

子
ど
も
の
心

受
け
止
め
て
ま
す
か

非
行
の
サ
イ
ン

(5) 平成13年 7 月 10 日因



自然流下方式の配水塔（西側）

町
が
昨
年
9

月
か
ら
南
大
島
浄
水
場

内
に
建
設
を
進
め
て
き
た
上
水
道
の
配

水
塔
が
完
成
し
、
6

月
2
1
日
に
竣
工
式

が
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。こ

の
配
水
塔
は
、
東
部
地
域
水
道
か

ら
の
受
水
量
の
増
加
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
給
水
の

拠
点
と
位
置
づ
け
水
の
安
定
供
給
を
図

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
下
水
の
汲
み

上
げ
量
を
減
ら
し
、
利
根
川
表
流
水
と

混
合
し
て
供
給
し
、
適
正
な
水
の
確
保

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

式
に
は
衆
議
院
議
員
（
代
理
）
を
は

じ
め
町
長
、
町
議
会
議
長
な
ど
関
係
者

約
7
0
人
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
斎
藤
町
長
は
式
辞
で
「
新
し
い
設

備
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
や
、
施
設

の
改
善
に
合
わ
せ
た
使
用
料
計
算
の
電

算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
る
経
費
の

節
約
で
給
水
原
価
の
抑
制
に
努
め
、
水

の
安
定
供
給
を
目
指
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

配
水
塔
の
上
部
に
は
、
町
民
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
町
の
特
産
品
を
壁
画

に
し
て
北
側
に
梨
、
南
側
に
シ
ク
ラ
メ

ン
、
西
側
に
わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
描
き
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
に

し
ま
し
た
。

0

名
称
上
水
道
南
大
島
浄
水
場

●
所
在
地
明
和
町
南
大
島

6
2
0
1
1

鬱
敷
地
面
積

4
、

6
4
9

可

●
構
築
物

P
C

（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
）

配
水
塔
、
電
気
計
装
設
備
、
植
栽
等

場
内
整
備 施

設
の
概
要

南
大
島
浄
水
場
の
配
水
塔

完
成

害

と

完成を祝った竣工式、．

式の前に配水塔を見学する参加者

•
高
さ
約

3
0
m

0

容
量

2
0
0
0

可

0

総
工
事
費
約
4

億
6

、
1
4
7
万
円

0

計
画
給
水
人
口

1
3

、

4
0
0

人

0
1

且
取
大
給
水
量

l
o

、

1
0
0
m

●
給
水
方
式
水
圧
を
利
用
し
た
自
然

流
下
方
式
（
災
害
に
お
い
て
水
の
確

保
が
で
き
ま
す
）

酉已フki苔 （オt1則） 配水塔（南側）
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斎王まつりで和太鼓を披露する明和太鼓稲妻会の皆さん

本町の「あじさい」を三重県の木戸口町長に手渡す

江原助役（右）

三
重
県
明
和
町
と
友
好
交
流
提
携
を

結
ん
で
い
る
町
で
は
、
三
重
県
明
和
町

で
6

月
2

日
・

3

日
に
行
わ
れ
た
「
斎

王
ま
つ
り
」
に
明
和
太
鼓
稲
妻
会
を
派

遣
し
、
民
間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

同
町
と
は
、
全
国
の
市
町
村
の
中
で

唯
一
、
同
名
称
の
町
と
し
て
平
成
1
1
年

6

月
の
友
好
交
流
提
携
を
機
に
、
教
育
、

文
化
、
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
観
光

な
ど
幅
広
い
交
流
で
親
睦
と
友
好
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
三
重
県
に
訪
問
し
た
の
は
、
江
原

助
役
を
は
じ
め
明
和
太
鼓
稲
妻
会
員
や

"-" 

斎王まつりの出演者（左が斎王）

一
三
重
一

関
係
者
ら
2
6
人
。
稲
妻
会
は
、
斎
王
ま

つ
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

6

月
3

日

の
午
前
と
午
後
の
2

回
出
演
し
、
三
重

県
民
に
群
馬
の
和
太
鼓
を
披
露
、
勇
壮

な
音
色
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
嗚
り
響

き
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
重
県
明
和
町
の
明
和
太
鼓

保
存
会
も
出
演
し
、
両
町
の
和
太
鼓
を

通
じ
た
文
化
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
会
場
に
は
本
町
の
物
産

展
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
特
産
品
の

紹
介
や
販
売
な
ど
を
行
い
、
物
産
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
且
月
に
行
わ
れ
る
本
町
の

文
化
祭
、
商
工
祭
に
三
重
県
明
和
町
か

ら
関
係
者
が
訪
れ
る
ほ
か
、
同
町
か
ら

教
育
関
係
者
の
視
察
訪
問
や
学
校
生
徒

に
よ
る
教
育
分
野
で
の
交
流
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

斎
王
ま
つ
り

第
1
9
回
斎
王
ま
つ
り
は
、
当
初
、
史

跡
斎
宮
跡
の
発
堀
に
伴
い
「
斎
王
た
ち

の
鎮
魂
」
の
た
め
有
志
数
名
で
始
ま
っ

た
ま
つ
り
で
す
が
、
現
在
で
は
、
メ
イ

ン
行
事
で
あ
る
「
斎
王
群
行
」
の
出
演

者
を
全
国
か
ら
募
集
す
る
な
ど
、
地
元

の
ま
つ
り
か
ら
広
域
的
ま
つ
り
へ
と
発

展
し
て
い
ま
す
。

三重県民でにぎわった本町の特産品販売コーナー

友
好
を
深
め
た
文
化

. 
物
産
交
流

で
稲

麟
を
ー
露

(7) 平成13年 7 月 10 日因



明
和
の
夏
の
風
物
詩

8
月
5

日
⑲
の
午
後
3

時
か
ら
、
明
和
町
の
夏
の
風
物
詩
『
第
3

回
明
和
ま
つ
り
』

だ
い
ご

ガ
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
祭
り
の
醍
醐
昧
で
あ
る
重
さ

7
0
0

キ
ロ
の

み
こ
し
神
輿
の
出
陣
、
歌
と
踊
り
、
あ
楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ろ

皆
さ
ん
あ
揃
い
で
あ
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
合
回
も
飲
み
物
引
換
券
を
毎
戸
に
配
布

し
ま
す
の
で
あ
持
ち
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合
は
1
2日
⑪
に
順
延
に
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん

今
回
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
は
『
ピ
エ
ロ
シ
ョ

ー
」
2

人
の
ピ
エ
ロ
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
や
曲

芸
な
ど
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ち
び
っ
子
広
場
に
は
巨
大
な
滑
り

台
「
ツ
イ
ン
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
が
登
場
し
ま
す
。

こ
れ
は
空
気
で
ふ
く
ら
ま
せ
る
滑
り
台
で
高

さ
紅
メ
ー
ト
ル
、
名
前
の
と
お
り
滑
走
面
が

2

面
あ
り
ま
す
。

な
お
、
金
魚
す
く
い
や
ゴ
ム
風
船
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
ど
子
ど
も
た
ち
も
、
大
人
に
負
け

ず
に
明
和
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

明
和
ま
つ
り

ご
協
賛
の
お
い

役
員
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
訪
問
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
う
ち
わ
・
豆
し
ぼ
り
を
配
布
し

ま
す
。
ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
ご
協
力

一］

り
」
一

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

•
一
般
住
民

3
0
0

円
以
上

●
事
業
所
・
法
人
事
業
所1

、

0
0
0

円
以
上

主
な
催
し
物

〔
順
不
同
〕

み
こ
し

0

お
神
輿
出
陣

明
青
会
、
大
佐
貫
、
子
育
連
等

9

社
明
音
頭
更
正
保
護
婦
人
会

0

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
大
会

鬱
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う交

通
安
全
協
会
婦
入
部

親
和
会

町
文
化
協
会
加
入
団
体
等

明
和
八
木
節
保
存
会

鬱
里
神
楽

●
民
踊

鬱
八
木
節

®
歌
と
踊
り

老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

き
や
は
し
ご

0

木
遣
り
・
梯
子
乗
り
と
ぴ鳶

職
組
合
・
若
鳶
会

鬱
シ
ョ
ー
タ
イ
ム

つ
の
よ
し
ひ
ろ
ピ
エ
ロ
シ
ョ
ー

◎
和
太
鼓
明
和
太
鼓
稲
妻
会

鬱
花
火
打
ち
上
げ

(
8時
3
0
分
開
始
）

〔
催
し
物
は
当
日
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
〕

※
午
後
7

時
と
9

時
か
ら
、
お
楽
し
み

抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。
午
後

6

時
5
0
分

ま
で
に
抽
選
券
を
投
函
さ
れ
た
か
た
に

は
、
一
部
・
ニ
部

2

回
の
抽
選
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。
（
最
終
締
め
切
り
は

午
後
8

時
5
0
分
）

、
王
屑 車 場 案 内 図

一明和まつり駐車場

皿皿］自転車置場

駐車禁止

ー車両通行止

] 

只□9 畠

お
神
輿
担
ぎ
手
大
募
集

「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
て
祭
り
を

肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
祭
り
半
纏
や
神

輿
足
袋
は
実
行
委
員
会
で
お
貸
し
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
企
画
課

6
閲

3
1
1
1

、
町
商
工
会

6
凶
3
1
3
0

に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

車
は
相
乗
り
で

お
願
い
し
ま
す

当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想
さ
れ
、

駐
車
場
も
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

お
車
を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
な
る
べ
く
相

乗
り
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
隣
の
住
民
の
迷
惑
に
も
な
り
ま

す
の
で
路
上
駐
車
は
避
け
、
所
定
の
駐
車
場

に
お
止
め
く
だ
さ
い
。
当
日
は
交
通
規
制
も

行
わ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成13年 7 月 10 日因 (8) 



利用者負担の軽減措置

該当するかたは申請をお忘れなく

l. 施設サービスの食事標準負担額
ー＾＾一~ • 

①世帯全員が住民税非課税で

かつ老齢福祉年金受給者

生活保護の被保護者

②世帯全昌が住民税非課税で

①以外のかた
~ - — — •-9: # L→一ーニ＿＿ 円

③一般のかた

（① • ②以外のかた）

g 1 日
} 

1 日

岱

1 日

2. 高額介護（居宅支援）サービス費

300円

500円

ワ80円

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
だ

と
き
は
、
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用

の
1

割
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
は
、
低
所
得
者
の
か
た
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
軽
減
措
置
を
利
用
す
る
に

は
申
請
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
か
だ
は
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
入
院
）
し

て
い
る
場
合
は
、
1

割
の
利
用
者
負
担

の
ほ
か
に
、
食
事
代
が
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。
次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
か

た
は
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
食
事

標
準
負
担
額

り9

①世帯全員が住民税非課税で

かつ老齢福祉年金受給者

生活保護の被保護者

②世帯全員が住民税非課税で

①以外のかた

③一般のかた

（① • ②以外のかた）

上限額

月

月

百
ハ

安
。

百
只

安
。

15,000円

I 
I 
9 月額 24,600円

3ワ，200円

1

割
の
利
用
者
負
担
が
左
表
の
上
限

額
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
分
は
町

に
申
請
す
る
と
戻
っ
て
き
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
が
同
一
世
帯
に
2

人
以
上

い
る
と
き
に
は
、
合
算
し
て
世
帯
単
位

で
み
ま
す
。

な
お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
食
事
の
標

準
負
担
額
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

高
額
介
護
（
居
宅

支
援
）
サ
ー
ビ
ス
費

3. 低所得者のホームヘルプサービス利用

笈者
①制度施行前 1 年

②かつ、生計中I[

平成 12年度～平f

負担率 平成 15年度～平f

I 平成 1 ワ年席じl`
①申請によリ減額言忍定証を交付します

l ②いったん課税対象となると、その後非課税になっても対象外となります

寺
／

そ
w
/
Y

者

利用者

備 考

4 障害者のホームヘルプサービス利用

I ①65歳前 1 年盾

ームヘルパーa

対 象 者 1 害者手帳の交布
1 た第2号被保険

利用者負担率 ［竺竺竺宅房三
上平成 1 ワ年度以位

備 考 1 ①申請により派
'②いったん課税対象となっても、その後非課税になれば再び対象となリます

※問い合わせ先・申請先 明和町保健福祉課（明和町老人福祉センター内）合 (84)4926

(9) 平成13年 7 月 10 日因



シリーズ税 ④ 
介護保険は、
老後の畢大の不安である介護の問題を
国民みんなで支える制度です

ジリーズ第4回目は、介護保険料【第 1 号被保険者 (65歳以上のかた）の保険料】のし

くみについてご説明します。

介護保険料は

• 40歳から65歳未満のかたの保険料は、国民健康保険税または社会保険料として、

それぞれの保険の加入先（日月和町とか勤務先）に納入します。

心ぺ amず

•第 1 号被保険者・・ •65歳以上のかたの保険料は、日月和町介護保険条例で、所得に応じて5段階の保険料
,L  <W• •ぷ,- ·•' が定められておリます。

区分

第 1 段階のかた

第 2 段階のかた

第 3 段階のかた

第 4 段階のかた
5 段階のかた

平成13年中の保険料の額

段階別対象者（平成 12年 10月現在）

対象

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者

町民税非課税世帯

本人が町民税非課税

本人が町民税課税で所得250万円未満
" 苫二，一塁 ,\ 

本人が町民税課税で所得250万円以上

対象者数

ワ人

390人

平成 13年度の保険料は次の表となリますが、特別徴収されるかたと普遅徴収されるかたは、納入月・納入
金額が違ってきます。また、平成 13年度分の保険料は、全員のかたが本来納める額よリ軽減されています
が、平成 14年度からは本来の保険料になリます。
0 特別徴収されるかたとは．．・年 6 回・支給される年金から天引きされるかた
〇普通徴収されるかたとは．．・年 8 [Q]・役場からの納付書または口座振替によリ納入するかた

特別徴収されるかた 普通徴収されるかた

段階 納入月 納入金額 計算式 納入月 納入金額 計算式

第 1 段階 4.6.8月 1,300円 1,300X3=3,900 ワ月 1,300円 1,300X 1 = 1,300 
年額 10月 2,800円 2,800X 1 =2,800 8.9月 900円 900X2 = 1,800 

12,100円 12.2月 2,700円 2，ワ00X2=5,400 10.11.12.1.2月 1,800円 1,800X5=9,000 
第 2 段階 4.6.8月 2,000円 2,000X3=6,000 ワ．8.9月 1 ,400円 1,400X3=4,000 
年額 10月 4,200円 4,200X 1 =4,000 10.11 12.1.2月 2,800円 2,800X5= 14,000 
18,200円 12.2月 4,000円 4,000X2=8,000 

第 3 段階 4.6.8月 2,700円 2,700X3=8, 100 7月 2,200円 2,200X 1 =2,200 
年額 10.12.2月 5,400円 5,400X3= 16,200 8.9月 1,800円 1,800X2=3,600 

24,300円 10.1112~1.2月 3，ワ00円 3，ヮ00X5=18,500 

第 4段階 4.6'.8月 3,300円 茫3,300X3=9,900 7月 2,700円 2,700x1=2，ワ00
年額 10.12.2月 6,800円 6,800X3=20,400 8.9月 2,300円 2,300X2=4,60() 

1 4,600円 4,600x5=23,000 

1 1. 1 
25,,OOf)l氾0円可

※注意
•平成 12年度は第3段階に該当したかたでも、平成 13年度は収入や扶養の関係で4段階や5段階に移る場
合もあリます。

•平成 13年度中に65歳になるかたは、全員のかたが普適徴収になリます。役場からの納付書によって金融
機関に納入してください。

平成13年 7 月 10 日伏） (10) 



介護保険料Q &A
問 保険料はどのように決まっだのですか。

答 介護保険制度では、介護保険給付費（介護サー

ビスを受ける費用等）に必要な費用の50％は、国・
県•町が負担します。残リの50％を第 1 号被保険者
(65歳以上）のかたと第2号被保険者 (40歳～65
歳未満）のかたで負担します。

その50％の負担割合は、全国の総人口の比率に基づ
いて算出され、第 1 号被保険者のかたは約 1 ワ％、第2

号被保険者のかたは約33％分を負担するものです。

【負担割合】

必要な額 100% 

第 1 号保険料の 1 ワ％分が、 65歳以上のかたの全体
の保険料となリます。
なお、一人ひとリの保険料は甲和町介護保険条例
に基づき、前年度の所得によって5段階に分けられ
た金額で負担をお願いするものです。

問 保険料は毎年同じ額ですガ。

答 平成 12年度と 13年度は軽減措置が適用になリ、
本来の額より少なく負担していただいておリます
が、平成 14年度からは本来の額を負担することに
なリ、次のようになります。

※なお、保険料の基準額は、住んでいる市町村のサ

ービス提供状況によって異なリ、 3年ごとに見直す
ことになっています。次匝の見直しは平成 15年度
からになリます。

問 私は、合年の 1 1 月 2 日に65歳になりますが、い
つから・どのような方法で納入することになります
ガ。なあ、厚生年金を 160万円くらい受給していま
す。

答 誕生月の 1 1 月分から納入することになリます。
また納入方法は、役場からの納付書で納入すること
になリます。たとえ年金を 18万円以上受給してい

(11) 平成13年 7 月 10 日因

ても、最初の年は年金から特別徴収はされず、普通
徴収によリ納付書か口座振替によって納入すること
になリます。

また、誕生日が 1 1 月 1 日のかたは、 10月分から納
入することになります。 (65歳の誕生日の前日の月
から）

問 私は丈夫で介護を必要としていませんが、介護
保険料は納めなければなりませんか。

答 介護保険は、介護が必要なかたを社会全体で支
えるための制度です。介護保険事業を運営する費用
の 1/2を、 40歳以上のかたが公平に負担することと
されています。なお、 40歳以上65歳未満のかたは、
全体のサービス費用の約33％分を、 65歳以上のか
たは約 17％分を負担いただくもので、ご理解をお
願いします。

問 私と妻は町の国民健康保険に加入してあり、国
保税は私の名前で納付書がきて私が納めてありま
す。介護保険料は妻の分も請求が届いてありますが、
別々に納めなければなりませんか。

答 国民健康保険税は、世帯を単位に計算され世帯

主のかたに対して課税されますが、介護保険料は、
被保険者一人ひとリについて計算され、一人ひとリ
に賦課されるもので、納付も別々に納入いただくも
のです。

問 介護保険料を納め忘れ（滞納）があった場合に、

何か罰則はありますか。

答 介護サービスを受ける場合は、その受けるサー

ビスの 1 割分を自己負担していただき、残リの9割
分を介護保険料からの負担になっています。
賃同の一定期間保険料を滞納している場合は、滞

納期間によって自己の負担分に差が生じ、次のよう
な罰則が生じてきますので、納め忘れのないように
注意が必要です。
• 1 年以上の未納があるかた・・・サービスを受け
る場合、本来の自己負担 1 割でなく、一時全額を自

己負担として支払うことになリます。

介護保険料も口座振替で

・農協や銀行、郵便局が近所にない…
．忙しくて払いに行く暇がない…

・わざわざ出かけるのが大変…
口座振替にすると、簡単に保険料を納めること
ができるので大変便利です。納め忘れがなくて
安心です。



町政地区別懇談会での意見交換

Q
旧
中
央
幼
稚
園
・
保
育
園
施
設
に

つ
い
て
、
今
現
在
、
資
産
価
値
の
あ
る

土
地
・
建
物
を
こ
の
1

年
間
無
意
味
に

そ
の
ま
ま
き
て
い
ま
す
が
、
町
は
ど
う

い
う
活
用
を
自
標
と
し
て
い
ま
す
か
。

旧
中
央
幼
稚
園
等
跡
地
の
活
用

4

月
か
ら
5

月
に
か
け
て
行
わ
れ
だ
町
政
地
区
別
懇
談
会

で
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い

た
だ
き
、
各
会
場
で
回
答
し
ま
し
た
が
、
検
討
事
項
に
つ
い
て

関
係
機
関
や
庁
内
で
再
度
協
議
し
た
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

A

旧
中
央
幼
稚
園
は
、
高
齢
者
の
介

護
予
防
の
拠
点
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
中
央
保
育
園
は

庁
内
会
議
で
も
検
討
し
ま
し
た
が
結
論

は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
時

間
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
の
対
策

Q
個
人
の
裏
山
に
竹
林
が
あ
リ
、
そ

こ
に
カ
ラ
ス
が
何
十
羽
、
何
百
羽
と
来

て
巣
を
作
る
な
ど
し
て
因
っ
て
い
ま
す

が
、
対
策
は
あ
リ
ま
せ
ん
か
。

A

農
作
物
に
重
大
な
被
害
を
及
ほ
す

と
か
、
民
家
に
重
大
な
被
害
を
及
ぱ
す

と
か
の
状
況
が
あ
れ
ば
駆
除
で
き
ま

す
。
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
役
場
経
済
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
質
問
の
件
に
つ
い
て
は
、

区
長
さ
ん
と
相
談
の
う
え
、
必
要
が
あ

れ
ば
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

汚
泥
置
き
場
用
地
の
確
保

Q
道
路
飼
面
の
こ
と
で
す
が
、
江
口

の
上
地
区
は
土
地
が
砂
目
で
崩
れ
や
す

い
で
す
。
ど
こ
か
汚
泥
置
き
場
で
も
考

え
て
い
る
な
ら
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
桜
並
木
路
の
幼
稚
園
の
所
に
あ
る

嗅
道
簡
分
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
外
し
て

く
だ
さ
い
。
真
っ
直
ぐ
行
く
の
に
回
リ

込
ま
な
い
と
行
け
な
い
た
め
で
す
。

A

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
撤
去
す
る
こ
と

は
横
断
歩
道
の
設
置
と
関
連
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
5

月
中
旬
に
館
林
蓼
言
察

署
に
横
断
歩
道
の
設
置
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
同
署
で
現
地
を
確
認
し
設

置
で
き
る
か
検
討
中
で
す
が
、
現
在
の

要
望
場
所
の
約
4
0
た
立
南
に
十
字
路
が
あ

り
、
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

接
近
し
て
い
る
た
め
設
置
が
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
回
っ
て

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

Q
小
学
生
が
東
J
に
自
転
車
で
適
う

と
き
、
八
軒
の
交
差
点
の
所
か
ら
南
に

行
く
所
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
か
電
柱
が

出
て
い
て
か
な
リ
危
険
で
す
の
で
、
対

策
は
あ
リ
ま
せ
ん
か
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去

A

道
路
側
溝
等
の
清
掃
に
伴
う
汚
泥

な
ど
の
置
き
場
用
地
と
し
て
水
資
源
開

発
公
団
に
借
地
申
請
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
貸
付
が
で
き
な
い
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
町
有
地
を
確
保
し
て
一
時
的
な

仮
置
き
場
用
地
と
し
て
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A

県
道
江
口
館
林
線
の
歩
道
は
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
と
フ
ェ
ン
ス
に
挟
ま
れ
た

所
で
あ
り
、
そ
こ
に
電
柱
が
あ
り
狭
く

危
険
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
館

林
土
木
事
務
所
に
移
設
等
に
つ
い
て
の

調
査
検
討
を
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
。
県

内
に
は
同
じ
よ
う
な
場
所
も
多
く
あ
る

よ
う
で
す
の
で
検
討
す
る
に
は
時
間
が

か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。

南
大
島
地
内
の
沼
の
整
備

Q
数
年
前
の
懇
談
会
峙
に
質
周
し
た

中
の
裏
の
沼
の
件
で
す
が
、
県
の
土
木

事
務
所
の
需
係
と
か
い
ろ
い
ろ
な
固
阻

が
あ
っ
て
進
ま
な
い
と
話
が
あ
リ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
検
討
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

A

館
林
土
木
事
務
所
で
調
査
し
た
結

果
、
平
成
7

年
度
に
県
事
業
の
「
ふ
れ

あ
い
や
す
ら
ぎ
川
づ
く
り

5

か
年
計

画
」
の
候
補
地
で
あ
っ
た
た
め
コ
ン
サ

ル
調
査
を
行
い
行
政
指
導
で
の
展
開
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
う
ま
く
軌
道
に
乗

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
こ
の
事

業
は
時
代
背
景
の
変
化
に
よ
り
予
算
が

削
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
は
、

地
域
の
住
民
主
導
の
動
き
が
な
い
と
事

業
を
進
め
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
の

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
た

道
路
側
溝
蓋
の
撤
去

Q
共
用
で
利
用
の
排
水
溝
は
、
場
所

に
よ
っ
て
道
路
倒
溝
蓋
が
長
い
区
間
で

す
き隙

間
な
く
設
置
し
て
あ
リ
ま
す
。
人
力

で
持
ち
上
げ
る
の
は
大
変
な
の
で
途
中

か
ら
業
者
委
託
し
て
い
ま
す
。
人
力
で

胴
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
蓋
に
つ
い
て
ま

で
我
々
の
勤
労
奉
仕
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
か
。
町
で
何
か
考
え
が
あ
る

の
か
敦
え
て
く
だ
さ
い
。

A

昭
和
6
0
年
こ
ろ
の
民
間
開
発
に

関
し
て
は
、
県
の
開
発
指
導
に
基
づ
き

緊
急
時
の
避
難
通
路
と
し
て
水
路
等
に

蓋
を
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
指
導
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
周
辺
状
況

の
変
化
に
よ
り
、
そ
の
必
要
性
も
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
水
路
の
蓋

を
撤
去
す
る
か
に
つ
い
て
は
地
区
の
問

題
と
し
て
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保

Q
川
俣
の
神
社
北
傾
道
路
が
遅
学
路

に
な
っ
て
お
り
国
道

1
2
2

号
の
拡

幅
に
伴
い
ト
ン
ネ
ル
方
式
に
な
る
と
危

険
と
思
う
の
で
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

A

国
道
1
2
2

号
道
路
拡
幅
改
築
工

事
に
伴
う
神
社
北
側
の
ボ
ッ
ク
ス
お
よ

び
東
・
西
側
が
、
危
険
性
の
な
い
カ
ー

ブ
に
な
る
よ
う
館
林
土
木
事
務
所
に
設

計
の
検
討
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

道
路
の
拡
幅
工
事

Q
千
代
田
・
甲
和
境
の
道
路
に
つ
い

て
、
詐
年
の
7

月
こ
ろ
測
量
に
来
た
き

り
で
、
そ
の
後
、
何
も
話
が
な
い
の
で

す
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

A

千
代
田
町
役
場
に
以
前
の
道
路
拡

幅
工
事
に
よ
る
買
収
等
の
経
過
説
明
の

で
き
る
資
料
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
の
で
、
継
続
し
て
調
整
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成13年 7 月 10 日（火） (12) 



都市ガス輸送導管埋設工事に
先がけ試掘工事が行われます

試堀工事位置図
都
市
ガ
ス
輸
送
導
管
埋
設
工
事
に
先

が
け
、
試
堀
工
事
が
西
部
地
区
の
町
道

で
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

工
事
の
際
に
は
、
安
全
面
に
つ
い
て

万
全
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
で

き
得
る
限
り
短
期
間
で
工
事
を
終
了
さ

せ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
試
掘
工
事
内
容
都
市
ガ
ス
輸
送
導

管
を
埋
設
す
る
に
先
駆
け
、
今
回
は

道
路
下
の
埋
設
物
確
認
を
す
る
試
掘

工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
試
掘
工
事
期
間
本
年

7

月
1
6
日
囲

1
3
1日
因

◇
試
掘
工
事
場
所
左
記
の
試
掘
位
置

図
の
と
お
り
大
佐
貫
1
7
8

番
地
か

ら
矢
島
2
3
番
地
ま
で
の
間
で
1
0
か
所

◇
作
業
時
間
昼
間
午
前

8

時
3
0
分

＼
午
後
6

時

都
市
建
設
課

場所

（
片
側
一
車
線
の
交
互
通
行
お
よ
び

車
両
通
行
止
め
）

※
な
お
、
図
面
内
工
事
区
間
の
ガ
ス
管

埋
設
工
事
は
平
成
1
4
年
1

月
か
ら
平
成

1
5
年
1
2
月
ま
で
の
予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
東
京
ガ
ス
株
式
会
社

が
熊
谷
市
か
ら
佐
野
市
ま
で
の
都
市
ガ

ス
「
輸
送
導
管
」
を
建
設
す
る
も
の
で

す
。
町
内
で
は
、
川
俣
か
ら
国
道
1
2

2

号
を
通
過
し
、
矢
島
に
至
る
都
市
ガ

ス
輸
送
導
管
の
敷
設
工
事
で
平
成
1
6
年

ま
で
の
間
で
行
う
予
定
で
す
。

工
事
期
間
・
工
事
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
工
事
着
手
前
に
東
京
ガ
ス

個
よ
り
近
隣
の
か
た
が
た
に
別
途
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
東
京
ガ
ス
固
埼
北
幹
線
建

設
事
務
所
6
0
4
8
(
6
6
7
)
8
1
2
9

内
線
3
5
5

美
し
い
自
然
・
快
適
な
環
境
づ
く
り

を
目
指
す
下
水
道
整
備
事
業
は
、
主
と

し
て
市
街
化
区
域
と
そ
れ
に
隣
接
す
る

区
域
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
と
呼

ば
れ
る
事
業
に
よ
っ
て
下
水
道
の
整
備

が
図
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
区
域
に
つ
い

て
は
農
業
集
落
排
水
事
業
や
合
併
浄
化

農
業
集
落
排
水
事
業
と
そ
の
目
的

町
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
推
進

協
議
会
の
設
立
総
会
を
6

月
1
4
日
、
関

係
者
約
4
0
人
（
斗
合
田
、
下
江
黒
、
上

江
黒
、
千
津
井
、
江
口
、
梅
原
、
川
俣
、

須
賀
、
大
輪
の
9

行
政
区
の
代
表
者
お

よ
び
町
議
会
議
員
等
）
の
出
席
を
得
て

役
場
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
り
、
水
環
境
の
改
善
と

活
力
あ
る
農
村
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、

規
約
の
承
認
や
会
長
に
斎
藤
町
長
を
選

任
し
た
の
を
は
じ
め
1
3
人
の
役
員
選
任

の
ほ
か
、
調
査
研
修
事
業
、
啓
発
事
業
、

処
理
区
相
互
の
連
携
強
化
事
業
等
の
今

年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
先
進
地
視
察
や
現
地
調
査
、

勉
強
会
、
処
理
区
別
事
業
説
明
会
、
情

報
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
計
画

で
す
。

推

経
済
課

槽
事
業
等
に
よ
っ
て
下
水
道
の
整
備
促

進
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

処
理
区
域
の
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保

全
、
農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
維
持

と
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
併
せ

て
公
共
用
水
域
の
水
質
環
境
保
全
に
寄

与
す
る
た
め
、
農
業
集
落
に
お
け
る
し

尿
、
生
活
雑
排
水
等
を
処
理
す
る
施
設

を
整
備
し
生
産
性
の
高
い
農
業
と
活
力

あ
る
農
村
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

協
議
会
役
員

監監幹幹幹幹幹幹副副副副会
会会会会

事事事事事事事事長長長長長

町
長
斎
藤
憲

議
会
議
長
原
口
昭
一

斗
合
田
区
長
江
森
友
治

千
津
井
松
本
昇

大
輪
川
村
登

下
江
黒
区
長
川
辺
平
吉

上
江
黒
区
長
多
田
賓

江
口
今
成
幸
一

梅
原
風
間
敏
夫

川
俣
塩
谷
幾
雄

須
賀
荒
川
篤
範

助
役
江
原
勉

土
木
経
済
常
任
委
員
長

関
根
慎
市

美
し
い
自
然
・
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

農
業
集
落
排

進
協
議
会

内
線
3
5
3

水
事設

（
敬
称
略
）

立業
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法
務
省
主
唱
の
「
杜
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
が
7

月
1

日
か
ら
1

か
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
5
1
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り
、
地
域
の
一
員

と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
づ
か
い
や
気
配
り
が
立
ち
直
ら
せ
る
き

っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
の
推
進
に
進
ん
で

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
重
点
目
標
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の

更
生
を
支
え
、
「
い
き
い
き
」
と
し
た
明
る

い
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る

◇
統
一
標
語
ふ
れ
あ
い
と

く
明
る
い
杜
会

q
)
z
,
9じ9
`
K

栂
~
；
ぅ
奇
＼

保
健
福
祉
課

内
）

i
り
，

l

；
,
'
9
[
'
,
9
,
9
9
9
,
9
~
9

炉

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

C
閥
4
9
2
6

9
'
,
’
9
9
ヽ
り
り
，

9

し

対
話
が
築

いきいきして
いたいから、
挑戦し続ける

叫•ロ~ "”` ••心 •,.,9→V99
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7

月
は
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
強
調
月
間

町
で
は
、
平
成

1
4年
4

月
採
用
予
定
の

職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

町
政
に
情
熱
を
燃
焼
し
た
い
皆
さ
ん
、
あ

な
た
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
職
種
・
採
用
予
定
人
員

◇
土
木
技
術
職
若
干
名

◎
受
験
資
格

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法
の

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

◇
昭
和
3
7
年4
月
2

日
か
ら
5
9
年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
土
木
科
系

の
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
ま
た
は
見
込

み
の
者

◎
受
験
手
続
き
あ
よ
び
受
付
期
間

◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先
…
役

場
総
務
課
で
7

月
1
9
日
困
か
ら
交
付
し

ま
す
。

◇
受
付
期
間
…
7

月
2
6
日
困18

月
9

日

因
時
間
は
、
午
前

8

時
3
0
分
か
ら
午

後
5

時
1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
事
前
に
電
話

連
絡
と
受
付
期
間
中
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◎
試
験
の
万
法

◇
第
1

次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公
務
員

と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知
識
お
よ

び
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
の
筆
記
試

験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
を
群
馬
県

町
村
会
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

受
け
付
け
は

7

月
2
6日
③
5
8

月
9
日
⑧

平
成

1
4年
度
採
用
町
職

i
冷

総
務
課

ゃ
＂
¢
，

l
A
 

内
線
3
3
2

心
で

9
F
W
,
9

し
も
，
心

‘
9，
て
も
r
し
9
\
k
}

◇
第
2

次
試
験
…
口
述
試
験
、
作
文
試
験
、

身
体
検
査

◎
試
験
日
あ
よ
び
場
所

◇
第
1

次
試
験
…
9

月
1
6
日
⑪
、
県
立
前

橋
女
子
高
等
学
校
（
前
橋
市
）

◇
第
2

次
試
験
…
1
0
月
下
旬
予
定
、
役
場

会
議
室
（
第
1

次
試
験
合
格
者
の
み
）

◎
合
格
者
の
発
表

◇
第
1

次
試
験
…
1
0
月
中
旬
予
定

◇
第
2

次
試
験
…
且
月
中
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
庶
務
行
政
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

員
を
募
集
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国民年金マスコット

“舞ちゃん”

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
会
杜

員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
「
第
3

号
被
保
険
者
」
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退
職
し
た
と
き

に
も
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係
に
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

・
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

・
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き

・
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

•
本
人
の
収
入
が
増
え
、
配
偶
者
の
扶
養

で
な
く
な
っ
た
と
き

・
離
婚
し
た
と
き

ま
た
、
一
度
届
出
を
し
て
も
、
そ
の
後

の
転
職
や
退
職
時
に
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

必
要
な
届
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

・
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

、
『

O

し"
~
,
i

"
`
~
l
~
t
、
y
t
f
‘
＂
．
~
い
よ
A
汀
：
ぃ
9
刈
•
ヽ
＂
：
~
さ
9
,
~
”
1
9
A
8
i
i
‘
t
し
し
、
必
匂

4
i

;
`
L
~
~
r
、
し
ー

'
:
·
~
;
,
:
a

[
住
民
課
内
線

3
3
7
~

第
3

号
被
保
険
者
の
か
た

は
届
出
を
忘
れ
ず
に
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町
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
7

月
1

日
か
ら
開

設
し
、
図
書
館
利
用
案
内
の
情
報
発
信
を

始
め
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
館
林
・
邑
楽
広
域

図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
称
し
、
明

和
町
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
館
林
市
立
図

書
館
・
大
泉
町
立
図
書
館
・
邑
楽
町
立
図

書
館
の
4

施
設
の
図
書
と
開
館
状
況
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
1
0
年

4

月
か
ら
開
設
し
て
い
る
明
和
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
共
施
設
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
各
図
書
館
の
紹
介
内
容

＞
利
用
案
内
＞
利
用
方
法
＞
各
種
コ
ー

ナ

l
>
館
内
図
＞
館
林
・
邑
楽
ネ
ッ
ト

町
教
育
委
員
会
で
は
、
2
1
世
紀
を
担
う

本
町
の
児
童
•
生
徒
を
広
島
市
に
派
遣
し

て
広
島
市
内
の
戦
争
•
平
和
に
か
か
わ
る

建
造
物
や
施
設
等
を
見
学
研
修
し
、
平
和

に
つ
い
て
の
自
覚
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
広
く
若
い
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
や

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
平
和
研
修
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
間

7

月

2
0日
⑥
＼
8

月

3
1日
⑥

こ
の
期
間
内
に
参
加
者
各
自
で
計
画
し
、

研
修
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
者
一

同
に
会
し
て
の
研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
派
遣
先
広
島
市
（
旅
行
等
出
か
け
る

ワ
ー
ク
＞
カ
レ
ン
ダ
l
>
お
知
ら
せ
＞

新
刊
案
内
＞
貸
出
状
況

◎
館
林
・
邑
楽
広
域
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
ky
o.ry
orno.co.j
p
 

◎
明
和
町
立
図
書
館
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w.li
brary
.
m
ei
w
a
.g
unrna.j
p
 

い
ず
れ
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
も
書
名
や
著

者
名
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。

◎
利
用
可
能
機
器

•
I
T

回
線
接
続
済
み
の
パ
ソ
コ
ン

・
携
帯
電
話
・1
モ
ー
ド
（
携
帯
電
話
の

場
合
は
、
他
館
と
の
リ
ン
ク
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ア
ド
レ
ス
の
後
に
I
i
を

加
え
て
く
だ
さ
い
）

館
林
市
立
図
書
館

際
に
、
広
島
市
の
訪
問
が
半
日
以
上
計

画
さ
れ
て
い
れ
ば
結
構
で
す
）

◇
派
遣
対
象
者
町
内
に
住
所
を
有
す
る

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
（
た
だ
し

中
学
生
以
下
の
児
童
•
生
徒
等
が
参
加

す
る
際
は
、
必
ず
1
8
歳
以
上
の
保
護
者

の
引
率
が
必
要
で
す
）

◇
派
遣
人
数
2
0
名
程
度
（
予
定
人
員
を

越
え
た
時
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
）

◇
費
用
＞
小
学
生
一
人
当
た
り

2

万
円
以
内
▼
中
学
生
・
高
校
生
一

人
当
た
り

4

万
円
以
内
を
そ
れ
ぞ
れ

町
が
負
担
し
ま
す
。
（
保
護
者
等
の
費

用
は
参
加
者
負
担
）

,'

E9§ 教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

C
闊
4
4
9
1

◇
研
修
内
容
平
和
施
設
等
の
研
修
等
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
に
対
す
る
学
習

を
し
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
者
は
研
修
等
が

終
了
後
、
速
や
か
に
報
岩
書
を
作
成
し
、

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
し
込
み
教
育
委
員
会
に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

7

月

認
日
困
か
ら
1
7日
因
ま
で
に
学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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大
泉
町
立
図
書
館

h
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/
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ib
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a
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◎
問
い
合
わ
せ

明
和
町
立
図
書
館

6
閻
5
5
5
5

言1
,
i

~
l
l

f
,

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
館
の
情
報
が
検
索
で
き
ま
す

町民の知識の宝庫
町立図書館

累

屯
経
済
課
内
線

3
5
3
~

な
ゃ
い
！
慕
＂
·
汽
｀
パ

~
~
•
9
J
ヽ
ヽ
~
，
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豆
こ
；
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'
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，
l
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じ
ゃ
t
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認
定
農
業
者
協
議
会
の
設
立
総
会
が
6

月
4

日
、
認
定
農
業
者
な
ど
関
係
者
約
2
0

人
の
出
席
を
得
て
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
会
は
、
認
定
農
業
者
相
互
の
連
携
と

協
調
を
図
り
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
生

産
高
揚
、
農
業
技
術
の
向
上
に
努
め
、
農

業
経
営
基
盤
の
強
化
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、
規
約

の
承
認
や
会
長
に
堀
口
武
徳
さ
ん
を
選
任

し
た
の
を
は
じ
め

6

人
の
役
員
選
任
の
ほ

か
、
平
成

1
3年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
な

ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
た

め
の
先
進
地
視
察
研
修
や
講
演
会
、
情
報

交
換
会
等
の
認
定
農
業
者
相
互
の
連
携
・

親
睦
事
業
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
計
画

で
す
。

認
定
農
業
者
制
度

町
の
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
農
業
経
営

の
目
標
に
向
け
て
、
自
ら
の
創
意
工
夫
で

農
業
経
営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う

と
す
る
か
た
を
、
町
が
将
来
に
わ
た
る
農

業
経
営
の
担
い
手
と
し
て
認
定
し
、
農
業

経
営
者
に
対
し
て
関
係
機
関
が
農
地
利
用

や
資
金
・
税
制
な
ど
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。
な
お
、
本
町
で
は
、
1
2
人
の
意
欲

あ
る
農
業
経
営
の
担
い
手
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
業
経
営
の
基
盤
強
化
を

認
定
農
業
者
協
議
会
設
立

(15) 平成13年 7 月 10 日（灼
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本
年
度
第
1

回
目
の
粗
大
ご
み
収
集
を

7

月
2
2
日
（
日
曜
日
）
に
社
会
体
育
館
西

側
駐
車
場
を
収
集
場
所
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
今
回
か
ら
木
製
品
の
収
集
を
有
料
で

開
始
し
ま
す
の
で
、
処
理
を
希
望
す
る
か

た
は
決
ま
り
を
守
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ

‘`o 
¥
v
 

◇
木
製
粗
大
ご
み
の
出
し
方

①
事
前
に
役
場
環
境
課
で
処
理
券
を
購
入

ノ
紅
す
る
。

だ
②
処
理
券
に

六
氏
名
を
記
入

っ
し
、
搬
入
す

張に
る
木
製
品
の

E
 

ぃ
見
や
す
い
所

-P 
ゃ
に
張
り
付
け

す見の
る
。

饂
③
収
集
日
当

木
日
に
収
集
場

は券
所
に
搬
入
す

理処
る
。

明
和
町
労
使
教
育
委
員
会
が
設
立

明
和
町
労
使
教
育
委
員
会
の
設
立
総
会

が
5

月
3
0
日
、
関
係
者
約
2
0
人
の
出
席
を

得
て
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
町
民
憲
章
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
健
全
な
労
使
関
係
を
確
立
し
、
本
町
産

業
の
振
興
と
勤
労
者
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実
施

事
業
は
、
講
演
会
、
研
修
会
等
の
開
催
、

労
使
安
定
の
た
め
の
各
種
資
料
お
よ
び
情

入証紙
籾集手数料納付券）コ

報
の
提
供
、
労
使
の
親
善
と
健
康
増
進
の

た
め
の
体
育
活
動
、
各
種
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
開
催
な
ど
。
町
長
か
ら
町
内
在

住
・
在
勤
の
労
働
者
代
表
5

人
、
町
内
事

業
所
の
使
用
者
代
表
5
人
、
学
識
経
験
者

5
人
が
委
嘱
・
任
命
さ
れ
、
総
会
で
は
、

規
約
の
承
認
や
会
長
に
江
原
助
役
を
選
任

し
た
ほ
か
平
成
1
3
年
度
事
業
計
画
、
予
算

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

労
使
教
育
委
員
会
（
経
済
課
内
）

内
線
3
5
2

今
年
度
は
、
勤
労
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

家
族
・
従
業
員
親
睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

事
業
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
を
実
施

し
て
い
く
計
画
で
す
。

産
業
の
振
興
と
勤
労

者
福
祉
の
向
上

木が使用されている粗大ごみ

濃
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
i

C
姻
4
6
8
6

心

•
最
も
長
い
辺
が
1
2
0
c
m未
満
の
製
品

は
処
理
料
金
が
1

個
に
つ
き
5
0
0

円
の

た
め
、
処
理
券
を
1

枚
張
り
付
け
ま
す
。

•
最
も
長
い
辺
が
1
2
O
c
m以
上
の
製
品

は
処
理
料
金
が
1

個
に
つ
き
1

、

0
0
0

円
の
た
め
、
処
理
券
を
2

枚
張
り
付
け
ま

す
。

◇
木
製
粗
大
ご
み
と
は... 

木
が
使
用
さ
れ
て
い
る
粗
大
ご
み
で
あ

り
、
木
と
他
の
材
質
で
で
き
て
い
る
製
品

を
含
み
ま
す
。

◇
処
理
券
の
販
売

日
時
平
日
の

8

時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

1
5
分
ま
で

※
そ
の
ほ
か

7

月
2
1
日
（
土
曜
日
）
の8

時
3
0
分
か
ら5
時
1
5
分
ま
で
行
い
ま
す
。

場
所
役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）

◇
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯

機
は
出
せ
ま
せ
ん

4

月
か
ら
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

に
伴
い
、
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
の
4

品
目
は
粗
大
ご
み
収
集

に
出
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
処
分
を
す
る

場
合
は
、
購
入
先
や
買
い
換
え
先
の
家
電

販
売
店
な
ど
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
収
集
を
7

月
2
2
園
日
に
実
施
し
ま
す
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労
使
教
育
委
員
会
（
経
済
課
内
）

内
線
3
5
2

◇
日
時

8

月
1
9
日
⑪
明
和
町
発

午
前
7

時
3
0
分
午
後
6

時
着
（
予
定
）

◇
場
所
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

◇
対
象
者
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労

働
者
・
使
用
者
と
そ
の
家
族

◇
募
集
人
員
4
0
名
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
一
人
大
人

5

、

0
0
0

円

小
人
(
4歳
1

小
学
生
）
3

、

0
0
0

円

◇
申
し
込
み

7

月
3
1
日
因
ま
で
に
明
和

町
労
使
教
育
委
員
会
事
務
局
（
経
済
課

内
）
《
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
テ
ィ
ズl
―
ー
ラ
ン
ド

参
加
者
募

集

｛
花
い
っ
ば
い
運
動
推
進
協
議
会

（
経
済
課
内
）
内
線

3
5
3

町
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
推
進
協
議

会
と
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
日
時

8

月
2
6
日
⑪
午
前
1
0
時

◇
場
所
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
研
修
室

◇
内
容
観
葉
植
物
等
に
よ
る
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室

◇
対
象
町
内
在
住
者
お
よ
び
在
勤
者

◇
定
員
3
0
名
（
先
着
順
）

◇
費
用

1
、

0
0
0

円
（
材
料
費
）

※
経
済
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

受
講
者
募
集

平成13年 7 月 10 日因 (16) 
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町
で
は
、
毎
年
8

月
と
1
2
月
に
原
因
が

不
明
で
治
療
法
の
確
立
し
て
い
な
い
う

え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
難
病

（
下
表
参
照
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
患
者

ま
た
は
家
族
に
対
し
、
そ
の
精
神
的
負
担

の
軽
減
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
申
請
を

特
定
疾
患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患

人
工
肛
門
・
人
工
透
析

町
で
は
「
第
2

回
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
町
を
花
で
美
し
く
飾
り
、
花

と
緑
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
個

人
・
団
体
等
広
く
募
集
し
、
顕
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
花
と
緑
を
用
い
た
ま
ち
づ
く

り
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
、
快
適
な
生
活

環
境
の
創
出
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
花
と
緑
の
環
境
づ
く
り
を
行

1
0
月
上
旬

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

コ
ン
サ
ー
ト

9

月
2
1
日
釦

開
場
午
後

6

時
3
0
分

開
演
午
後

7

時

◇
開
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料
全
席
指
定

5
、

0
0
0

円

◇
チ
ケ
ッ
ト

7

月
2
9
日
団
午
前
8

時

3
0
分
か
ら
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口

で
発
売
し
ま
す
。

※
発
売
開
始
か
ら
2

週
間
は
、
町
内
の
か

っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
を
広
く
募
集
し

ま
す
の
で
、
前
回
に
引
き
続
き
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
対
象

個
人
（
庭
先
・
農
地
等
）

地
域
（
庭
先
・
農
地
等
）

会
社
・
事
業
所

官
公
署
・
学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

◇
申
込
期
限

9

月
2
8
日
⑤

ま
た
、
特
定
疾
患
と
同
様
に
長
期
の
療

養
が
必
要
と
さ
れ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患

区
療
受
給
者
、
人
工
肛
門
装
着
患
者
、
人

工
透
析
療
法
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
も
見

舞
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

◇
期
日

◇
時
間

「
南
こ
う
せ
つ
」

た
の
み
を
優
先
販
売
と
し
、
期
間
中
、
町

外
の
か
た
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま

せ
ん
。

◇
主
催
明
和
町
教
育
委
員
会

◇
後
援
明
和
町
文
化
協
会

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

応
募
者
募
集

◇
書
類
審
査
・
現
地
審
査

◇
申
込
先

明
和
町
花
い
っ
ば
い
運
動
推
進
協
議
会

（
役
場
経
済
課
内
）

◇
申
込
方
法

経
済
課
に
備
え
て
あ
る
応
募
用
紙
に
写

真
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

,.~<

I

花
い
っ
ば
い
運
動
推
進
協
議
会

（
経
済
課
内
）
内
線

3
5
3
`
'
E
 

給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
お
よ
び
印

鑑
を
持
参
の
う
え
7

月
2
3
日
⑤
ま
で
に
保

健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

9
:
~
;
'
~
~
3
~
~
:
~
h
A
9

点
＾

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

E

内
）

C
姻
4
9
2
6
[

a
`
,

、
9
9
9
f
§
｀
~
岳
料
岱
，
＇
し

h
'
9

可
註
3
,
-
1

、
,
耐
f

,
‘
¢
,
9
,

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館C

闘
5
5
5
5

ャ
＼

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

開
館

5

周
年
記
念
事
業
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両
毛
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整
備
推
進
協
議

会
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
広
く
圏
域
の
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も

両
毛
圏
域
2
0
市
町
村
に
ま
た
が
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
他
市
町
村
の

名
所
・
旧
跡
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
訪
ね
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
内
容
両
毛
2
0
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
2

か
所
あ
る
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
、

ど
ち
ら
か
1

ポ
イ
ン
ト
回
り
、
2
0
市
町

村
分
の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
応
募
す
る
と
抽
選
で
素
敵
な
商

品
が
当
た
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
も
応
募
の
際
に
ポ
イ

ン
ト
の
写
真
を
提
出
す
る
と
審
査
の
結

果
、
2
0
枚
が
公
開
抽
選
会
に
展
示
さ
れ

低
所
得
で
特
に
生
計
が
困
難
な
重
度
心

身
障
害
者
に
対
し
て
、
介
護
保
険
制
度
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
訪
問

看
護
等
の
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者

（
平
成
1
2
年3
月
末
日
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
に
該
当
し
福
祉
医
療
受
給
資

格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
か
た
。

•
国
民
年
金
1

級
の
障
害
に
該
当
す
る
障

害
を
有
す
る
か
た

●
身
体
障
害
者
手
帳
l

、

2

級
の
か
た

●
療
育
手
帳
の
判
定
が
A

の
か
た

5
右
記
（
の
要
件
に
該
当
し
、
介
護
保
険

賞
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◇
開
催
期
間

8

月
1

日
困
＼
1
1月
3
0
日

⑤
 

◇
参
加
資
格
・
方
法
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
役
場
企
画
課
ま

で
当
選
し
た
賞
品
を
取
り
に
来
ら
れ
る

か
た
に
限
ら
れ
ま
す
。

7

月
1
7
日
因
か

ら
役
場
企
画
課
で
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
ス

タ
ン
プ
シ
ー
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◇
賞
品
特
賞
…
ハ
ワ
イ
旅
行
金
賞
…

3
5

、

0
0
0

円
相
当
旅
行
券
そ
の

他
：
2
0
市
町
村
賞
、
両
毛
6
J
C

賞
な

ど
◇
応
募
方
法
2
0
市
町
村
分
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
を
1
2
月
1
4

日
面
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ
持
参
す
る

の
要
介
護
被
保
険
者
の
う
ち
、
そ
の
属

す
る
世
帯
の
全
て
の
か
た
の
町
民
税
が

課
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
た
で
、
世
帯
の

収
入
が
生
活
保
護
基
準
を
下
回
る
世
帯

ま
た
は
、
そ
れ
と
同
程
度
で
利
用
者
負

担
額
等
の
支
払
い
が
困
難
と
町
長
が
認

め
た
世
帯
に
属
す
る
か
た
。

◇
対
象
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
、
次
の
5

項
目
の
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
で
す
。

[
居
宅
サ
ー
ビ
ス
]

①
訪
問
看
護

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

③
居
宅
療
養
管
理
指
導

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
麟
4
9
2
6

詞
毘
屎
翌
息

•
,
4
"
目
t
i
且

企
画
課

, 
T
 
R
 
A
 
p
 

か
、
ま
た
は
郵
送
(
〒
3
7
0
|
0
7

9
5

明
和
町
新
里
2
8
8
)
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
発
表
当
選
者
の
発
表
は
公
開
抽
選
会

で
行
い
、
当
選
者
に
は
連
絡
し
ま
す
。

夕ンセ洋海卜ンイポ
) 

ラの町

内
線
3
3
9

④
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
介
護

老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
実
施
す
る
も

の
を
除
く
）

[
施
設
サ
ー
ビ
ス
]

⑤
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

◇
助
成
の
期
間

平
成
1
3
年4
月
か
ら
1
7
年
3

月
の
間
に

介
護
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
る
サ
ー
ビ

ス
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
、
保
健
福
祉

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ぺ99べ＼唸、、ぷ、‘心心吟竺心名S／＾い 、へ‘心r、ヽっさ令＾’分芦岱賃び塁',.;,公，、へベさ、没•ぐ心奴‘令9ぷ竺今芦岱今ゞぷぷペシ、、々ゞ、、べ‘‘幻交吟幻？今冗ぷ,/,',、/~•へペぺ心、｀｀～～幻吟t汐ぷ定ぷ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
中
央
公
民
館
内
）
C
脳
4
4
9
1

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
や
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
等
を
対
象
に
教
育
相
談
事

業
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
相
談
内
容
い
じ
め
、
登
校
拒
否
等

に
か
か
わ
る
悩
み

◇
相
談
万
法

電
話
相
談

6
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1

2
0
|
8
4
5
6
6
5
 

・
日
時
月

1

金
曜
日
、
午
前
8

時
3
0
分

ー
午
後
5

時
（
時
間
外
は
留
守
番
電
話

が
受
け
付
け
）

・
相
談
員
町
教
育
委
員
会

野
村
正
人
指
導
主
事

来
所
（
面
接
）
相
談
．

・
日
時
毎
月
第

2
•

第
4

水
曜
日
、
午

後
1

時
1
3

時

・
場
所
中
央
公
民
館

・
相
談
員
関
根
嘉
子
相
談
員

．
申
し
込
み
事
前
に
専
用
電
話
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、
T
O

し
◇
費
用
い
ず
れ
の
相
談
も
無
料

※
相
談
は
、
来
所
や
電
話
相
談
の
ほ
か
家

庭
訪
問
相
談
も
随
時
行
っ
て
い
き
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
早
め
に

親
と
子
の
教
育
相
談

平成13年 7 月 10 日因 (18) 
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児
童
養
手
当

ぷ

9
9
:
I
9ー
i

冨
児
童
扶
養
手
遵
（
母
子
家
庭
等
）

',,t
,

9

'

,

i
'
,
;
,
'
,
:
'
,
9
 

1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月

3
1
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
障
害
の
あ

る
場
合
は
2
0
歳
未
満
の
児
童
）
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
者
を
監

護
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
親
ま
た

は
母
競
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
か
た

①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③
父
が

重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

l

級
程
度
）

④
父
の
生
死
が
不
明
⑤
父
か
ら

1

年
以

上
遺
棄
⑤
未
婚
の
子
⑦
父
が

1

年
以

印
鑑
、

. 
特
別
児
童
扶
養
手
当

（
老
人
福
祉
セ
ン

貴
重
な
地
下
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
、

私
た
ち
は
日
常
の
生
活
用
水
と
し
て
、
ま

た
、
工
業
や
農
業
用
水
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
地
下
水
の
需
要
が
増

加
し
、
ま
た
、
開
発
に
よ
っ
て
雨
水
が
地
下

に
浸
透
し
に
く
く
な
る
な
ど
、
地
下
水
位

の
低
下
が
見
ら
れ
地
盤
沈
下
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
地
下
水
を
守
る
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
家
を
新
築
、
増
改
築
す
る
際
に

雨
水
浸
透
桝
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き

◇
補
助
金
額

1

基
2

万
円
（
一
世
帯
4

基
ま
で
）

◇
申
請
場
所
環
境
課

タ
ー
内
）

◇
必
要
な
も
の

口
座
番
号
、
領

収
書
お
よ
び
明
細
書

◇
申
請
期
限
工
事
完
了
の
年
度
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

◇
そ
の
他
工
事
状
況
の
検
査
を
行
い
ま
す

◎
設
置
基
準

・
対
象
住
宅
自
己
の
住
居
に
供
す
る
一

戸
建
て
住
宅
（
建
て
売
り
、
分
譲
住
宅

を
除
く
）

・
設
置
基
数
一
世
帯
4

基
ま
で

・
設
置
位
地
地
下
浸
透
に
効
果
的
で
、

か
つ
、
家
屋
、
敷
地
境
界
お
よ
び
擁
壁

等
へ
の
影
響
を
配
慮
し
た
場
所

•
そ
の
他
雑
排
水
浸
透
桝
お
よ
び
併
用

は
除
く

◎
雨
水
浸
透
桝
と
は
ど
ん
な
も
の
か

雨
水
浸
透
桐
（
径
約

3
5
c
m
)
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
で
穴
が
た
く
さ
ん
あ
い
て

い
て
、
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
や
す

上
拘
禁

•

',';:':9,~9,9,99999,9,9,999,9999,:'’,9i' 

特
別
児
童
扶
養
手
↓
（
障
害
の
あ
る
児
童
）

r
\
I
9
9
,
1
ー
ー
'
J
.
i

9
,
1
,
9
9
,
;
,
'

ー
！
，1
＇

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
2
0
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か
た

♦
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

＞
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と

き
＞
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、
養
育

者
を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

と
き※

児
童
扶
養
手
当
は
、
昭
和
6
0
年
8

月
1

日
以
降
に
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

ま
す

雨
水
浸
透
桝
設
置
者
に
補
助
金
を
交
付

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
脳
4
9
2
6

地
盤
沈
下
対
策
事
業

く
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
雨
水
浸
透
桝
の
効
果

・
地
下
水
の
涵
養
が
図
れ
ま
す

・
地
盤
沈
下
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す

·
植
生
物
の
生
育
に
役
立
ち
ま
す

•
河
川
の
増
水
や
道
路
冠
水
の
防
止
に
役

立
ち
ま
す

・
土
壌
の
酸
欠
や
地
中
温
度
上
昇
防
止
に

役
立
ち
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

っ
た
か
た
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
日

か
ら
5

年
を
経
過
し
た
と
き
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
父
母
な
ど
の
所
得
が
一

定
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
T
O
¥
v
 

濃
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

雨水浸透桝

,•,.、 C'9C’9 忍滋ぐ，ば滋ぐ心＜

入札結果
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住民の足の確保と連携を : 
路線バスの運行開始式ス 35 し厚川は れ人林始共 : 

が人い生俣‘町まの市ま路→ i, 

‘乗路病駅千内し参役る線靡 : 
館り線院ゃ代でた加所のハ
林の゜ま役田 2 ゜を正にス·
駅低車で場町路 得面先の明 >
胃界：亨↑靡， 贔喜胃胃紅 2 
きノで市をか 行前‘が千f.)

旱：畠着旦畠な 冒贔〗］翡：
日テ降を館和る 式係 27 1 線 : 
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便プきき翡内路 行約にかの <

た公共路綜バス 運バる祈、の線 わ 30 館ら公 5

明治の義人の生き様を知る
「亡国の構図」公演

「
亡
国
の
構
図
」
田
中
正
造
の
劇
を
見

る
会
（
実
行
委
員
長
島
田
親
司
）
主

催
で
、
劇
団
は
ぐ
る
ま
座
の
演
劇
『
亡

国
の
構
図
』
が
6

月

1
4日
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
5
5
0

人
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

「
亡
国
の
構
図
」
は
、
我
が
国
公
害
問
題

の
原
点
と
言
わ
れ
る
「
足
尾
鉱
毒
事
件
」

を
題
材
に
し
た
ド
ラ
マ
。
昨
年
2

月
認

日
に
、
本
町
川
俣
地
内
に
『
川
俣
事
件

記
念
碑
』
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
一
層
関
心
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
訪
れ
た
人
は
「
明
治
の
義
人

と
言
わ
れ
た
人
の
生
き
様
を
、
書
物
で

は
な
く
、
肌
で
感
じ
て
み
た
＜
来
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

.. JL,,itl渇量＝入可
町内外からたくさんのかたがたが来館

掲載写真を差し上げます。 役場企画課

真剣に学ぶ受講生

8(84)3111 

三

Eメールの送受信を学ぶ
IT 講習会スタート

I
T

（
情
報
通
信
技
術
）
講
習
会
が

6

月
1
0日
か
ら
中
央
公
民
館
で
約
3
0

0

人
の
町
民
を
対
象
に
始
ま
り
ま
し
た
。

政
府
で
推
進
し
て
い
る
こ
の
講
習
会

は
、
初
心
者
を
対
象
に
行
う
も
の
で
、

本
町
の
前
期
講
座
で
は
平
日
や
土
・
日

曜
日
に
各
1
2時
間
の
講
習
で

1
5講
座
実

施
。
講
師
は
業
者
に
委
託
し
て
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
や
ワ
ー
プ
ロ
文
書
の

作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
電

子
メ
ー
ル
の
送
受
信
な
ど
の
基
礎
技
能

を
習
得
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
受
講

者
は
「
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
知
識
を

身
に
付
け
、
自
分
の
視
野
を
広
め
た
い
。

文
書
を
作
り
、
E

メ
ー
ル
を
友
人
に
送

り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成13年 7 月 10 日因 (20) 



応援合戦に大きな拍手
明和中体育祭

雄姿を

先華 後輩力を合わせて作りあげた体育祭

明
和
中
学
校
の
体
育
祭
が
6
月
1
7

日
、
同
校
庭
で
行
わ
れ
4
4
1

人
の

全
生
徒
が
各
種
目
に
お
い
て
全
力
で

頑
張
り
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

こ
。t
 同校

で
は
、
今
回
か
ら
全
学
年
で

編
成
す
る
4

つ
の
団
対
抗
を
設
け
、

学
級
対
抗
と
併
せ
て
2
4
種
目
で
競
い

ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ー
ル
の
交
換
応

援
合
戦
で
は
各
団
と
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
演
技
が
披
露
さ
れ
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

白
組
団
長
の
斎
藤
君
は
「
前
半
は
他

の
団
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
が
、
各

学
年
の
中
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
取
れ

て
い
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
っ

う
れ

た
結
果
、
団
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

応援合戦は見事優勝（青団）

やってみよう「ボッチャー」
いつでもどこでも手軽なゲーム

6

月
2
2
日
に
東
小
学
校
で
ボ
ッ
チ
ャ

ー
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ボ
ッ
チ
ャ
ー
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま

れ
、
・
学
校
や
高
齢
者
施
設
な
ど
幅
広
い

年
齢
層
に
親
し
ま
れ
、
今
で
は
世
界
選

手
権
大
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
方
法
は
極
め
て
簡
単
。
2

チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
最
初
に
投
げ
た
的
ボ
ー

ル
を
め
が
け
て
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ボ
ー

ル
を
投
げ
、
よ
り
近
く
に
ボ
ー
ル
を
止

め
る
か
を
競
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

小
学
生
ま
で
2
6
人
の
参
加
者
は
、
体
育

指
導
員
に
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
う
と
、

す
ぐ
に
マ
ス
タ
ー
し
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

スーパー竹とんぼ作りに挑戦
手作り遊び教室

ナイフを使う子どもを心配そうに見つめるお母さん

5

月
2
6
日
、
中
央
公
民
館
主
催
の
手

作
り
遊
び
教
室
が
同
館
で
開
か
れ
、
小

学
生
ら
が
高
く
舞
い
上
が
る
ス
ー
パ
ー

竹
と
ん
ぼ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
竹
と
ん
ぼ
作
り
な
ど

1
0
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
昔
遊
び
の
伝

承
を
図
り
、
創
作
技
能
を
高
め
て
集
団

遊
び
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
の

が
目
的
。
小
学
生
ら
約
1
0
人
は
、
国
際

竹
と
ん
ぼ
協
会
県
本
部
の
講
師
か
ら
、

竹
と
ん
ほ
製
作
の
た
め
の
木
型
作
り
や

竹
の
削
り
か
た
な
ど
を
熱
心
に
学
び
な

が
ら
仕
上
げ
、
飛
ば
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
小
学
生
は
「
工
作
用
の
ナ
イ
フ
を

使
っ
て
竹
を
削
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
難

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(21) 平成13年 7 月 10 日（灼 身近な情報をあ寄せください。



み ん な の声
このコーナーでは、皆さんからあ寄せいただいた「町への手紙」の一部とその回答を掲載します。

なあ、スペースの関係で質問の文書表現を一部簡略化させていただきました。

問
明
和
町
民
バ
ス
（
公
共
施
設
送
迎
バ

ス
）
に
つ
い
て
、
西
・
東
コ
ー
ス
と
も
に

夕
方
1
7
時
3
0
分
・
1
8
時
0
0
分
・
1
8
時
3
0
分

ま
で
運
行
時
間
を
延
長
し
て
く
だ
さ
い
。

職
員
の
手
当
は
、
1
9
時
ま
で
の
残
業
扱
い

に
す
れ
ば
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
（
南
大
島
男
性
）

答
現
在
、
公
共
施
設
送
迎
バ
ス
は
、
西

ま
わ
り

1

日

4

回
【
8

時
3
0
分
・
1
0
時
3
5

分
・
1
2
時
5
0
分
・
1
5
時
0
0
分
】
東
ま
わ
り

1

日

4

回
【
9

時
0
5
分
・
1
1
時
1
0
分
・
1
3

時
2
5
分
・
1
5
時
3
5
分
】
（
い
ず
れ
も
役
場
前

始
発
時
間
）
、
利
用
料
は
無
料
で
運
行
し
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
、
町
内

に
あ
る
公
共
施
設
利
用
者
の
送
迎
を
目
的

と
し
て
お
り
、
主
に
高
齢
者
や
児
童
等
の

交
通
弱
者
の
交
通
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
利
用
者
は
、
役
場
や
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
往
復
に
利
用
し
て

お
り
、
現
在
の
運
行
時
間
で
十
分
対
応
し

て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
夕
方
（
夜
間
）
運
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
共
施
設
利
用
者
か
ら
の
要

望
が
高
ま
り
、
交
通
手
段
と
し
て
必
要
と

な
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
（
保
健
福
祉
課
）

問
（
南
大
島
新
田
団
地
の
町
営
住
宅
建

替
え
に
関
す
る
質
問
と
し
て
、
①
建
替
え

の
時
期
②
仮
設
住
宅
の
対
応
③
建
替

え
期
間
中
に
町
外
に
出
た
場
合
の
入
居
資

格
④
建
替
え
期
間
中
に
町
外
に
出
た
場

合
の
住
民
登
録
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

問
図
南
大
島
新
田
団
地
の
町
営
住
宅
建

替
え
に
関
す
る
質
問
と
し
て
、
①
早
期
の

建
替
え
②
ト
イ
レ
の
水
洗
化
③
高
層

化
住
宅
へ
の
建
替
え
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
（
南
大
島
女
性
）

答
南
大
島
新
田
団
地
の
町
営
住
宅
は
、

昭
和
4
8
年
度
か
ら
5
0
年
度
の3
か
年
に
渡

り
建
築
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
耐
用
年
数

も
近
つ
き
つ
つ
あ
り
老
朽
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。
平
成
1
3
年
度
に
お
い
て
建
築
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
り
土
地
利
用
、
位
置
及

び
戸
数
や
構
造
な
ど
含
め
て
の
地
域
環
境

調
査
を
行
い
、
そ
の
内
容
検
討
を
行
い
具

体
的
な
建
物
構
造
や
入
居
者
対
策
を
協
議

し
て
か
ら
説
明
会
な
ど
を
開
催
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
都
市
建
設
課
）

問
新
堀
川
の
フ
ェ
ン
ス
が
壊
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
工
事
は
し
な
い
の
で
す
か
。

（
大
輪
男
性
）

答
新
堀
川
（
一
級
河
川
新
堀
導
水
路
）

の
管
理
は
、
県
の
館
林
土
木
事
務
所
で
行

っ
て
い
ま
す
。
転
落
防
止
用
フ
ェ
ン
ス
の

修
繕
に
つ
い
て
は
、
平
成
認
年
度
工
事
と

し
て
、
春
野
橋
か
ら
協
和
橋
付
近
の
左
岸

側
約
1
5
0

メ
ー
ト
ル
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
次
年
度
以
降
も
館
林
土
木
事
務

所
で
は
、
危
険
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い

て
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
都
市
建
設
課
）

す
。

（
南
大
島
男
性
）
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予防接種実施方法が変わります
平成13年度より予防接種の実施方法が、一部変更になっていますのでお間違えのない

ようにお願いします。

予
接
種

注
事
項

①
個
別
に
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
事

前
に
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
に
電

話
等
で
予
約
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
予
防
接
種
は
、
接
種
を
受
け
る
お
子

さ
ん
の
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
よ
く

知
っ
て
い
る
か
た
が
、
必
ず
付
き
添

っ
て
く
だ
さ
い
。

③
町
で
は
、
予
防
接
種
に
関
す
る
個
人

通
知
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
各

家
庭
に
配
ら
れ
て
い
る
保
健
事
業
予

定
表
・
め
い
わ
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を

受
け
に
行
く
前
に

①
前
日
は
入
浴
を
さ
せ
、
体
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
は
、
必
ず

体調など先生によく
．相談して、納得して
予防接種を受けましょう。

意防

●
風
し
ん

溝
児
）

●
日
本
脳
炎

年
生
）

（
生
後1
2か
月
＼

9
0か
月
未

（
小
学5
年
生
・
中
学
3

集
I

団
i
接I
種
ー
か
と
ら

個
別
接
種
へ
変
更

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
の

小
冊
子
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

③
予
診
表
は
、
必
ず
保
護
者
が
責
任
を

も
っ
て
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

④
接
種
当
日
は
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
た
後

の
一
般
的
注
意
事
項

①
接
種
後
生
ワ
ク
チ
ン
で
は
2
1
3

週

間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
は

2
4時
間

は
副
反
応
の
出
現
に
注
意
し
ま
し
ょ

4
ノ

②
入
浴
は
さ
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

注
射
し
た
部
位
を
こ
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

③
接
種
当
日
は
、
激
し
い
運
動
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

必
ず

さ
い

接
種
間
隔
は
、

守
っ
て
く
だ

①
生
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
オ
・
麻
し
ん
・

風
し
ん

•
B
C
G
)
接
種
後
は
、
4

週
間
以
上
あ
け
て
か
ら
次
の
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
三
種
混
合
・
ニ

種
混
合
・
日
本
脳
炎
）
接
種
後
は
、

1

週
間
以
上
あ
け
ま
し
ょ
う
。

③
三
種
混
合
予
防
接
種
は
、
1

期
初
回

は
、
3
1
8

週
間
隔
で
3

回
受
け
ま

す
。
追
加
は
、
初
回

3

回
接
種
後
1

年
か
ら
1

年
半
ま
で
に
は
受
け
ま
し

ょ
、
つ
。

④
日
本
脳
炎
は
、
1

期
初
回
は
、
1
1

4

週
間
隔
で
2

回
受
け
ま
す
。
追
加

は
、
初
回
接
種
後
概
ね
1

年
お
い
て

か
ら
受
け
ま
す
。

(
5月
か
ら
7

月

上
旬
ま
で
に
は
、
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
）
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一
日
が
ん
検
診
お
知
ら
せ
[

火

X

X

火

火

X

x

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
火

火

X

ぶ
し
ょ
う
。
火

火

X

X

火

火

X

]
期
日
お
よ
び
該
当
地
区
…
日
程
表
の
と
お
り
一
火

＞
t
-
原
一
―
疇

｝
＂
受
付
時
間
：
午
前
6

時
3
0分
＼
9

時
一
梅
―
―

x

x
-

火

.
5
会
場
…
保
健
セ
ン
タ
ー
一
島
i
＿
亨

火
璽

x

料
金
…
5
0
0

円
区
一
°
一
一
貫
疇

火
一
佐

x

〗
検
診
方
法
・
・
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
江
―
―
大5

x

井
一
―
火

火
真
を
撮
る
地
竺
―
島

x

x

―
矢
火

火
注
意
事
項
一
千
―
_
.
〉
t

x
.

―
―
谷
火

火
黒
一

X

x

①
妊
娠
中
の
か
た
は
、
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
当
デ
竺
一
ヶ
火

〗
②
検
査
の
前
日
は
、
夕
食
を
午
後

8
時
ご
ろ
ま
：

4
-谷
一
入
〖

g
＿
黒
一
中
一
綸
へ

火
で
に
済
ま
せ
、
そ
の
後
何
も
飲
ま
ず
食
わ
ず
表
該
一
江
至
三
大
疇

『
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
程
三
新
―
疇
唸

x

田
一
島
―
ノ
J
ノ

X

5

③
ズ
ボ
ン
、
ス
カ
ー
ト
、
下
着
類
は
、
ボ
タ
ン
日
一
合
一
大
一
喉
火

5

の
な
い
も
の
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
（
ト
レ
診
ご
二
南
」
J
I
〖

忍
検
i
)
:
)
-
)
火

火
パ
ン

•
T

シ
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も
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ギ
レ

町で実施している予防接種

個別接種（指定医療機関）

三種混合 1 期・ 1 期追加

（生後6~90か月未満児）

麻しん（生後 12~90か月未満児）

風しん（生後 12~90か月未満児）

※麻しん接種後でないと受けられません

日本脳炎 1 期・ 1 期追加

（生後36~90か月未満児）

日本脳炎2期・ 3期（小5· 中3)

集団接種（保健センター）

ツベルクリン反応検査 •BCG

（生後3~48か月未満児）

（小 1 ・中 1 小2 •中2前年 BCG者）

9 i「f_, ー_--ヽ--jポ--= 」 リオ（生後-3~90か月未満児） l 
f二種混合（小6) I 
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明
和
海
洋
ビ
ン
タ
ー
で
は
、
7

月
2
0

日
⑥
の
国
民
の
祝
日
「
海
の
巳
」
を
記

念
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
。

無
料
開
放
巳
時

•
7

月
2
0日
⑲

・
午
前
の
部
午
前
1
0
時
5
1
2時

・
午
後
の
部
午
後
1

時
5
4

時

・
夜
間
の
部
午
後
5

時
5
9

時

こ
の
機
会
に
真
夏
の
1

日
を
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
ご
ゆ
っ
く
り
あ
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

海
洋
せ
シ
タ
l
l
無
料
開
成

あ
知
ら
せ

笥↑！社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

第
3

・
期
日

・
場
所

・
対
象

在
勤
者

・
参
加
費
無
料

．
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
あ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
6
閻
4
6
2
6

・
期
日
8
月

5

日
⑪

・
場
所
利
根
川
総
合
運
動
場

・
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

・
参
加
費
無
料

．
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
あ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
6
闘
4
6
2
6

8
月
2
6日
⑭

明
和
中
学
校
校
庭

小
学
生
以
上
町
内
在
住

第
3

回
町
鼠
マ
ラcり
7
-

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

黒
坂
石
ぷ
る
さ
と
ギ
や
以
プ

・
期
日

8

月
9
日
⑮
5
1
0
日
⑮
ー

泊
2

日
（
小
雨
決
行
）

・
会
場
黒
坂
石
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ン

プ
場
（
勢
多
郡
東
村
）

・
対
象
小
学

5

年
生
5

中
学
生

・
募
集
人
員
明
和
町
か
ら
6
名
ほ
ど

・
参
加
費
3

、
0
0
0

円

．
申
し
込
み

7

月
3
1日
⑳
ま
で
海
洋

ヒ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
（
月

曜
日
を
除
く
）
。
な
あ
、
参
加
費
に

つ
い
て
は
キ
ャ
ン
プ
当
日
あ
預
か
り

し
ま
芍

募

集

種
目
別
成
績

千
メ
ー
ト
ル
リ
し
1

町
の
部
B
ブ
ロ
ッ
ク

3

位

第
謁
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

ォ
ー
プ
ニ
認
グ
大
会

結

果

軽
ス
ポ
t
ツ
講
習
会

・
期
間
8
月

5
3

月

(
1
0
.
1
2
月

は
除
く
）
計
6
回
（
毎
月
第
4

土

曜
日
午
前
9
時
3
0
分
5
)

・
場
所
社
会
体
育
館
ほ
t
J

・
対
象
一
般
男
女

・
募
集
人
員
2
0
名

・
参
加
費
無
料

．
申
し
込
み

7

月
3
0
日
国
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

護
身
術
講
習
会

・
期
日
8
月

1
9日
⑤
午
前
1
0
時5

・
場
所
社
会
体
育
館

・
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

．
申
し
込
み

7

月
1
8日
⑳
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
芍
゜

総
合
成
績

1
3位

市
町
村
別
対
抗
の
総
合
成
績
は
、
町

の
部
で
3
3
チ
ー
ム
中
1
3位
で
し
た
。

皐月クラブ キャッツ愛選抜 グリーンレーサー 第
4

回
町
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

監
督
久
保
口
敏
夫

選
手
柿
沼
純
子
北
島
花
梨
伊
藤

美
樹
島
田
知
佳
久
保
口
育
美

石
井
美
奈
金
田
哲
也
本
澤
匠

伊
藤
聖
太
金
子
哲
也
高
瀬
隆
太

荒
井
信
行
福
田
和
寿
大
工
原
晃

優
勝
須
賀

B

チ
ー
ム

準
優
勝
梅
原

E

チ
ー
ム

3

位
矢
島

B

チ
ー
ム

第
4

回
老
人
グ
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会

優
勝
ク
イ
ー
ン
ズ

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

第
3
4
回

春
季
バ
レ
l
l
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

第
2
5回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
3

回
水
泳
記
録
大
会
が
6
月
2
4
日

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
延
ベ
ー
1

7

名
の
選
手
た
ち
が
、
自
己
ベ
ス
ト
に

挑
戦
し
ま
し
だ
。

第
3

回
海
洋
セ
ジ
タ
ー

水
泳
記
録
大
会

A
リ
ー
グ

優
勝

準
優
勝

ヽ

B

リ
ー
ク

優
勝

準
優
勝

ヽ

C
リ
ー
ク

優
勝

準
優
勝

皐
月
2

ラ
ブ

小
4
,
S

キ
ャ
ッ
ツ
愛
選
抜

ひ
ま
わ
り

グ
リ
ー
ン
レ
ー
サ
ー

コ
ス
モ
ス
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県
食
改
推
連
絡
協
議
会
長
表
彰

食
中
毒
を
防
ぐ
三

蒸
し
暑
い
夏
は
、
食
中
毒
菌
が
増
殖

す
る
の
に
最
も
適
し
た
季
節
。
そ
の
た

め
、
毎
年
こ
の
時
期
は
家
庭
で
の
食
中

毒
も
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

食
中
毒
は
、
食
物
に
食
中
毒
菌
が
付

着
し
、
こ
れ
が
食
物
中
で
大
量
に
増
殖

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。
食
中
毒
菌
は
い
た
る
場
所
に
存
在

し
ま
す
が
、
そ
の
菌
を
「
付
け
な
い
」

「
増
や
さ
な
い
」
「
殺
菌
す
る
」
こ
と
が
、

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
の
三
大
原
則

で
す
。

食
中
毒
菌
を
付
け
な
い
た
め
に

「
洗lつ
」

食
物
を
取
り
扱
う
手
指
は
、
菌
の
二

矢
島
の
清
水
光
江
さ
ん
は
、
6

月
2
1

日
に
前
橋
市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
た

群
馬
県
食
生
活
改
善
大
会
の
席
上
で
、

県
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
長

か
ら
地
区
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

清
水
さ
ん
は
、
平
成
2

年
4

月
か
ら

次
汚
染
の
原
因
。
食
物
を
取
り
扱
う
と

き
は
必
ず
手
指
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
特

に
肉
や
魚
、
卵
な
ど
を
触
っ
た
ら
、
面

倒
で
も
そ
の
都
度
、
手
を
洗
う
こ
と
が

大
事
で
す
。
ま
た
、
ま
な
板
や
包
丁
な

ど
の
調
理
器
具
も
二
次
汚
染
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
特
に
肉
や
魚
、
卵
を
扱
っ

た
後
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熟
湯
を
十

分
に
か
け
て
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

「
冷
蔵
庫
で
保
管
」

食
中
毒
菌
の
多
く
は
、
1
0
℃
以
下
の

低
温
で
は
増
殖
が
ゆ
っ
く
り
と
な
り
、

マ
イ
ナ
ス
1
5
℃
以
下
で
は
増
殖
が
停
止

し
ま
す
。
食
品
に
つ
い
た
菌
を
増
や
さ

つ
の
原
則

夏
場
は
家
庭
で
の
食
中
毒
が
危
な
い
／
．

地
区
功
労
賞
に
清
水
光
江
さ
ん

町
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
地
区
住
民
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
様
々
な
健
康
食
普
及
を
図
る
な
ど
食

生
活
改
善
に
努
め
ら
れ
、
地
区
組
織
活

動
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
に
あ
た
り
「
こ
れ
か
ら
も
「
お

隣
さ
ん
か
ら
お
隣
さ
ん
へ
』
を
合
い
言

葉
に
、
地
域
に
根
ざ
す
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

な
い
た
め
に
は
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
で

保
管
す
る
こ
と
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
は

1
0
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
1
5
℃

以
下
を
維
持
す
る
よ
う
、
き
ち
ん
と
温

度
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
菌
を
殺
菌
す
る
た
め
に

「
加
熱
」

一
部
の
例
外
は
あ
り
ま
す
が
、
食
中

毒
菌
の
ほ
と
ん
ど
は
、
加
熟
を
十
分
に

行
う
こ
と
で
殺
菌
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
中
心
部
の
温
度
が
7
5
℃
で
1

分
間

以
上
の
加
熱
を
目
安
に
し
、
食
品
の
中

心
ま
で
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

日鼠・祝日当番医 “必ず電話で確認してから受診してください。”

館林邑楽全i
I.  

し科 l 

］悶
医院 I 館林
2200 I 匹

候科医院 I 翻
33141 匹

--—+—-喉科医院 l 徳林
1337 |穴
ニックi麒

竺□？
---1--

----」-――•

・日曜・祝日は、館林厚王詞五；［~2)3140も担当しま寸。 （内科・外科・産婦人科のみ）
・耳鼻科・歯科の診療時間は午前 9 時から午後 1 時まで、内科・外科の診療時間は午前 9 時から午後 5 時まででd。
※変更になる場合がありますので、必ず確認してから受診してください。

(25) 平成13年 7 月 10 日（火）



「こんな風景をいつまでも
残しだい写真コンテスト」

警察官 B ・警察事務
採用試験

太田産業技術

専門校学生募集 I

県庁自然環境課
fl027 (226) 2879 

◇題材群馬県内の景観写真で、未

発表、発表予定のないもの（心に

残る景色・街並みなどで都市景

観、自然景観を問わない）

◇サイズ カラー写真四つ切 (S 四

つ切可）

◇募集期間 8 月 1 日因から 8 月 3

1 日位） 当日消印有効

◇提出先 ► 最寄りの群馬県写真材

料商組合加盟の写真店 ►役場都

市建設課 ►県庁自然環境課

※詳しくは、写真店など提出先にあ
る応募要領をご覧ください。

館林厚生病院職員募：
館林厚生病院庶務課

fl (72) 3140 

◇職種・人員 臨床検査技師… 1 名

◇応募資格 日本国籍のあるかたで

昭和51年4月 2 日以降に生まれた人

で有資格者

◇応募期限 7 月 31 日伏）

◇提出書類履歴書 (7月 16 日旧）よ

り募集期間と同時に館林厚生病院

庶務課で配布します）

臨床検査技師免許の写し
◇試験作文・面接

◇申し込み・問い合わせ 邑楽館林

医療事務組合（館林厚生病院庶務

課）へ

行万不明の人を捜す
相談所開設

館林警察署

ff (75)0110 

常時開設相談所

◇開設日 8 月 7 日因～31 日倫）

（土・日を除く）

◇開設時間午前 9 時～午後 5 時

◇開設場所群馬県警察本部刑事部

鑑識課（前橋市元総社町535- 1 

県警察鑑識科学センター内）

◇テレホンサービス 027 (253) 9095 
出張開設相談所

◇開設日時 8 月 3 日⑤ 午前 9 時

～午後 4 時

◇開設場所太田警察署

◇問い合わせ館林警察署へ

館林警察署

fl (75) 0110 

◇受験資格 ► 警察官B ＝昭和46年

4 月 2 日から 59年 4 月 1 日までに

生まれた人で、警察官Aの受験資

格学歴に該当しない人 ► 警察事

務（中級） ＝昭和49年 4 月 2 日か

ら 57年 4 月 1 日までに生まれた人

► 警察事務（初級） ＝昭和55年 4

月 2 日から 59年 4 月 1 日までに生

まれた人 中級・初級とも学歴は

問いません。

◇受付期間 ► 警察官 B=7 月 16

日旧）～ 8 月 3 日倫） ► 警察事務

（中級・初級） = 8 月 6 日困）～ 24
日冷）

◇試験日 »警察官 B=9 月 16 日

（日） ► 警察事務（中級•初級） = 
9 月 23 日（日）

◇出願用紙配布場所 館林警察署、

明和駐在所合 (84) 2200ほか

群馬県職員採用＇
中級•初級試験，

群馬県人事委員会事務局
合027(226)2747

◇第 1 次試験日 9 月 23 日（日）

◇職種事務系・技術系職種

◇受験資格

・中級…昭和49年 4 月 2 日から 57年

4 月 1 日までに生まれた人

•初級…昭和55年 4 月 2 日から 59年

4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 8月 6 日旧）～24 日倫）

◇出願用紙配布場所 館林行政事務

所ft(72) 4461 ほか

緑 化 講 座

県緑化センター
合 (88)7188

◇テーマ ハーブを楽しむ

◇日時 7月 19 日（木） 午前 10時～正

午（雨天決行）

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師ハーブ研究家北川やちょ

先生

◇募集人員先着50人

◇参加費無料
◇申し込み 7 月 18 日因までに群馬

県緑化センターへ

県立太田産業技術専門校
合 (31)1776

◇募集科目・定員 NC オペレータ

科、溶接科各20人

◇訓練期間 10月 1 日～ 14年 3 月 15 日

◇対象者技能を身につけ、就職を

希望するかたならどなたでも

◇選老場所 県立太田産業技術専門校

◇受付期間現在、受付中です。

◇選考日 ①8月 20 日旧） ②①の選
考試験で定員に満たない場合は随

時実施します。

◇選老方法 簡単な筆記試験と面接

◇提出書類入校願書

◇在学中の費用 授業料は無料（た

だし、教科書・実習服などは、自

己負担になります）

◇申し込み太田産業技術専門校へ

はにわ作り教室
参加者募集

東毛歴史資料館
合 (52)2215

◇日時 7 月 31 日因． 8 月 1 日困

午前 9 時30分～午後 4 時

◇会場東毛歴史資料館学習室

（尾島町世良田）
なら

◇講師→楢原宗雄先生（尾島町文化
財調査委員）

◇参加者小学校 5 • 6 年生20人

（定員を超えた場合は抽選）

◇参加費 500円

◇申し込み 往復はがきに住所、氏

名、学校名、学年、保護者名、電

話番号を書いて〒370-0426 尾島

町世良田3113-9 東毛歴史資料館

ヘ 7 月 23 日旧）までに郵送してくだ
さい。

花こよみ

百
日
草

7 月の定植

百日草（ジニア） （開花9月中旬）

セイヨウアサガオ（開花9月中旬）
ニコチアナ（ハナタバコ）
（開花 10月中旬）など

平成13年 7 月 10 日因 (26) 



町の無料法律相談

日時＝ 8 月 10 日直）

午前10時～午後 1 時
場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝蓮見弁護士
受付＝ 8 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 8 月 9 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 11年 8 月、 12年 8 月、 13
年 1 月、 4 月生

健 康 相 号火
ロ火

日時＝ 8 月 7 日因
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

8 月はお休みさせていただきます

年 金 相 火
火

-l—
1cr. 

日時＝ 8 月 16 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 8 月 16 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>固定資産税[>国民健康保険税[>
介護保険料[>国民年金保険料[>水
道料金
納期限＝ 7 月 31 日（必

「やまとり号 1 日見学」
参加者募集
`応,'m... ーー今全吋苧9念心マ:竺如—,"9 • 心9

館林行政事務所

fl (72) 4461 

◇期日 8月 22 日困

◇見学場所 ► ぐんま天文台（高山
村） ► 県庁・県議会（前橋市）

◇対象者館林市及び邑楽郡在住者

◇定員 80名（応募多数の場合抽選）

◇参加費無料（昼食は各自持参）

◇集合場所館林市三の丸南面駐車

場（午前 7 時30分）
◇申込期限 7 月 31 日伏）必着

◇申し込み個人・家族または 4 人

以下のグループ単位で、往復はが

きに参加者全員の住所・氏名・年

齢・電話番号および返信用の宛先

を明記し、〒 374-0029 館林市仲

町11-10 館林行政事務所総務経

済部振興観光課へ（複数の申込は

無効）

自動車の免許取得に
3 万円を補助します

館林自動車教習所
合 (72)3524

館林自動車教習所では、普通自動

車免許の教習を受ける場合、次のと

おり補助を行っています。

◇対象 母子・父子家庭および父母

のいない家庭の 18歳以上20歳未満

のかた
◇補助額 3 万円

◇申し込み保健福祉課発行の証明

書（随時発行します）を添え、同

教習所へお申し込みください。

サマージャンボ宝くじの賞金は
1 等•前後賞合わせて 3 億円
合年は 2 等も 1 億円
サマージャンボ宝くじの収益金

は、市町村の明る＜住みよい街づ

くりに使われます。

◇賞金

1 等 2 億円 X44本

前後賞各 5,000万円

2 等 1 億円 Xl32本

◇発売期間 7 月 16 日旧）～ 8 月 3

日（金）

◇抽選日 8 月 14 日（火）

◇支払開始日 8 月 20 日（月）

※この宝くじは、通信販売で買う

こともできます。

館林地区消防組合森

消防職員募集
ll ll l l il 9ll l '~1, l l，-「心C.~~ ?l ぷ~しt,cー了 1ユ•• ベ・~＼心

館林地区消防組合消防本部

fl (72) 3171 
館林地区消防組合では、平成14年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員消防職員若干名

◇応蓉資格 明和町、館林市、板倉

町、千代田町、邑楽町在住の大卒

者、短大卒者、高卒者で日本国籍

を有するかた（卒業見込みを含む）

► 大卒…昭和50年 4 月 2 日～ 55年

4 月 1 日 ► 短大卒…52年 4 月 2

日～57年 4 月 1 日 ► 高卒…54年 4

月 2 日～59年 4 月 1 日生まれの人

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きますが、採用後は管内居住を条

件とします。

◇応募期間 8 月 1 日 0k)~21 日因

（土・日曜日を除く）

◇提出書類 受験申込書、学業成績

証明書、人物証明書、返信用封筒

◇試験日 ► 第 1 次試験（筆記試験

等） 9 月 16 日（日） ► 第 2 次試験

（体カ・面接試験） 10月中旬予定

◇申し込み・問い合わせ 館林地区

消防組合消防本部総務課庶務係

} 
壁画参加者募集［

（社）館林青年会議所
fl (74) 1234 

◇日時 8 月 5 日（日） 午前7時30分

から午後 1 時30分

雨天時は 8 月 19 日（日）

◇場所千代田跨道橋北側の歩道

（館林市千代田町東武鉄道線路下）

◇対象者 明和町・館林市・板倉町

在住、在勤のかた（小学生 6 年生

以下は父兄同伴）

◇定員 160組程度 1 組2~4 人

（定員を超えた場合は抽選）

◇参加費中学生以上500円小学生

300円（ペンキ・昼食・保険代等）

◇四容 「緑に生息する生き物」を
ァーマに縦0.9 1'.）~x 横1. 0信の壁に

水性ペンキで絵を描きます。

◇申し込み 7 月 18 日（水） （必着）ま
でに所定の申込書（中央公民館

にあります）に必要事項を記入し、

同会議所へ持参または郵送してく

ださい。〒 374-0023 館林市大手

町10-1 （柏館林青年会議所

E-mai 1 :mi t-j c@po.cnet-ga.ne.jp 

(27) 平成13年 7 月 10 日（必 7月は「愛の献血助け合い運動」月間です
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] 町の人口と世帯 男 5,863人・女 5,802 人 <
~ 7 月 1 日現在（対前月比） 〈 6 月中の動き〉 ば
〖世帯数 3,441 戸（＋1) 出生 9人・死亡 10人塁
：人口総数 11 :665 人(- 14) 転入 27人・転出 40人 [ 
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~ 6月の救急車出動回数 x 
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~ - -;<
V<>.< ゞ<>.<).<>.<穴>•<>露<>•<).<>,<>.<>.<>.<>て＞．＜＞℃.<ゞ<>.<>•<>·（火）·＜ゞ<>.<>℃）•＜ゞ⇔¢似＜ゞ<>•<>,(>.<ブ<>.<>.<>.<>.<>.<>.<>"ゞ<>.<>.<>.<プ<>•が<;.<穴 >.<>.<>.<>.o.<>,<>.<>.<>•<>露＜火ぷ火＞·<ゞ<>•<>,<ッ

栗
原
利
典

6
0
道
之
助
中
谷
只

金
子
増
蔵
万

輪

尻

氏
名

4沢
あ
く
や
み
合
（
敬
称
略
）

年
齢
世
帯
主

己
喜
雄
大
地
区
嬰

た
く
み
雅
樹

本
澤
拓
海
正
子
男

南
大
島

あ
き
の
ぶ

英

松
坂
旭
之
吉

男
中

丈梅

谷

清
水

あ
や
か

彩
花

□
□
女
新

里

和
田

、モl)
/J I しゅ
ェ土う
Eヨね

男
中

進
一
美
由
貴

谷

こ
う
す
け
沃
皿
円
江

須
氷
航
右
実
香
男
大

輪

サ
ン
ホ
リ

ソ
つ
ト
ホ
ー
ル
愛
野
会

代
表
高
沢
洋

ち
さ
き
中
大

村
田
智
咲
女
中禾
日
田

H

谷

金
子

し
ん
古
兄
出
氾
〕

申
男
中

ィ
さ
ゆ
り

クロ

ゆ
う
き
ー
ム
＂
µ

坂
上
悠
樹
り
手
男
正
美

氏
名
父
母
名
性
別
地

米
あ
め
で
だ
米
（
敬
称
略
）

区

凶凶砂砂只パ％砂闘

※褐載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成13年 7 月 10 日因 (28) 
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